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.け
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税
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論

'の
重
.要
.性 
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な
る
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考

へ

る
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あ
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？

附
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^
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意
味
に
於
け
る
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現

®
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租
税
制
度
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して一英國
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及
獨
'逸
の
祖
税
の
經
濟
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作用
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_

の
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究
を
企

1
_

し
た
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で
あ
る
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、典前
文

^

し
て
一
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三
の
琪

^

に
冗
長
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け
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る
間
に
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切
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.
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に
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前
文
の
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を
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す
る
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已
む
な
き
に
到
っ
た
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文
の
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て
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の
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の
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高
村
：象
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平

本
稿
に
於
，け
る
課
題
は
二
つ
。
笫

I

は
ヴ
ィ
ン
デ
ル

V

ン
ト
の
歷
史
認
識
論
で
あ
リ
、
人
類
史
論
が

^

の
.ニ
で
あ
る
。
本
搞
笫
六
節
を
挺 

•ミ
し
て
、
此
の
雨
考
は
科
々
邛
の
領
域
を
ム
め
る
の
そ
し
て

^
此
の
ニ
つ
に
ょ
つ
て
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
歷
处
柙
擧
は
作
リ
上
げ
ら 

■れ
る
忒
槪
言
：す
る
；こ
さ
が
出
來
る
の
'で
あ
る
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.

.

前
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書
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会
-

'

r

パ
八

筆
者
：は
他
の
機
會
に
、
カ
ア

\

,

ン
ガ
ア
が
一
八
八
三
年
の
方
法
論
的
著
作

^

於
て
、
歴

史

理

論

^
を
區
別 

し
た
け
れ
ざ
ノ
尙
雁
史
的
科
學
の
課
題
た
る
個
別
者

|

:

般
の
：認

_

^

就
て
は
說
く
ど
乙

'

ろ
»

さ
；

^

を
述
べ
：た
ぺ

1〕 

.メ
ン
ガ
ア
：の
，：全
勞
作
は
、：
フ
ォ
ン
：
シ
ユ 

>

>

ィ
ン
グ
も

g

ふ
が
如
く
、
，經

»

的
ー「

法
則」

ビ
自
然
科
學
的「

化
則」

 

ろ
か
完
全

^

論
观
的
同

1

性
を
有
す
る
も
の
：な
る
乙

^

を
擧
示
す
る

^

努
.

め
：名
も
の

.

で
あ
，ろ
％
公
：
>
 

如
何
に
も
メ
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ガ
ァ
は
學
問
の
：分
類

^

當
夕
：て
：、
認
識
對
象
の
：相
違
杞
某
い
：て
は
之
を
爲
さ
ず

^
^
^
^
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ょ
^

て
，：.：即
ち
同
'
:
1の
魂
實
在
を
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察
す
る
觀
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の
異
別
化
之
を
求
め
た
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然
か
も
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所
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^

具
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體
者
§
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認
識
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就
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っ
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し
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別
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的
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識
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形
式
的
木
質
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何
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卯
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し
な
か
っ
た
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で
あ
っ
れ
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別
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の
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識
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ど
し
な
か
っ
た
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史
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ど
の
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係
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の
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な
る
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し
て
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に
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て
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、
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藏
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述
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に
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i
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I
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I

指
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れ
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の
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あ
る
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れ
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い
。
或
は
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ィ
デ
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の
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類
は
、

ひ
ド-
リ
メ
ン
ガ
ァ
よ
り
の
還
史
的
發
僧
於
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み

s

f

る
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な
く
、

i

の
箭
領
域
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の
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潮

S

す
Y

f
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あ
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做
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れ
る
か

も
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な
い
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そ
れ
は
怖
か
で
あ
る
。
知
何
な
る
超
然
た
る
货
人

w

雖
も
，
彼
の
生
？

る
社

#

を
離
れ
て
は
何
事
も
爲
し
得
な

' 
い
の
で
あ
る
か
ら
。

M

立
せ
る
個 

人
の
如
き
は
一
の
フ
ィ
ク
テ
ィ
オ
ン
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
か
も
何
、

A
ii
s
]
が
彼
を
產
ん
だ
社

f

よ
つ
て
制
約
せ
り
れ
る
ミ
い
ふ
こ
ミ
は
、
彼
を
鏡 

る
裂

の
社
食
の
み
で
な
く
、
過
去
の
人
類
の
成
银
も
.亦
彼
に
影
耢
す

I

こ
ろ
あ
る
こ

7£
を
意
味
す
る

0
乍
併
そ
れ
は

P 
^
典
の
皿
に
め
て
の
み 

認
め
り
る
べ

!

の
で
あ
る
。
例
へ
.
S

々

が
•
フ
ラ
ト
ン
の
、
又
は
力
ン
ト
の
理
說
を
學
ん
で
之
を
或
る
！
：題
に
對
す
る
自
己
の

」

研
究
に
f

入
れ
る 

私
合
そ
と
に
此
等
仍
大
な
衍
學
者
の
到
達
し
た
成
果
が
、

择
々
の
其
の

^

題
解
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
ミ
こ
る
あ
る
と
ミ
が
認
め

6

れ
る
？
然
し
そ
の 

こW

を
以
て
f

に
哿
々

€
カ
シ
ト
又
は
ブ
ラ
ト
ン
ミ
の

11
0

に
、
内
的
關
聯
が
あ
る
ミ
，は
斷
定
し
得
た
い

|

ろ
で
あ
る
。
其
の
間
題
に
對
す
る
好
決 

の
仕
方
を

”
题
史
的
に
見
る
こ

<

は
独
だ
早
許
で
あ
る
ぐ

J

い
ふ
よ
リ
は
、
寧
ろ
爲
し
得
る
も
の
で
な
い

7£
安
は
ね
ば
：な
ら
な
い
。
此
の

こ

€
は
^
意
さ 

る.
ベ
4

あ
る
。
筆
.
者
は
览
に
之
を
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ

:
ン
ト
|

す
る
具
體
的
な
例
證
を
以
て
、
，其
の
然

|

る
所
以
を
詳
か
に
し
た
い
屋
ふ
。

そ
れ
は
次
の
勿
き
こ

k

で
あ
る
。
グ
ラ
ゥ
は
、
個
別
的

_
货
を
求
め
る
歷
史
科

：

學
さ
典
遍
的
法
則
を
求
め
る
母
然
科
學
オ
を
對
立
せ
し
め
る
ヴ
ィ
ン 

テ
ル
ハ
シ
ト
の
見
做
の
本
質
的
极
本
思
想
は
、
旣
に
ド
ロ
イ
ゼ
ン
が
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の

N
a
t
u
r

 

u
n
d

 

Geschichte, 

abg^ldruckt 

in : 

Grundriss 

der 

Histarik, 

IS5S, 

s
_ 63

 

ff- 

 ̂

.0
 ̂

 ̂

 ̂

M
L 

§
0

9

0
 

t
 

T 

 ̂

 ̂
ン
ト
•テ
ン
 

i;

イ
ス
も

5
 

て
极
リ 

C
10)

ソ
ム
ハ
ア
ト
も
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ハ
の
近
聚
に
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て
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じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

0(

11
0

然
し
と
の
こ
ミ
は
、
ド
ロ
イ
ゼ
シ
が
グ
ィ
ン
デ
ル
：バ
ン
ト
に
先
ん
じ
て

、
.
 

.处
の
n
翅

に

彼

，
の

立
；；！

力
.ら
し
て

.一
の
解

^
を
與
へ
た

.ミ
い
ふ
に
此
ま

.り
、
決
し
て
ド

.ロ
：
イ
ゼ
ン
よ.リ
.グ
ィ
.ン
_*
ア
ル
.バ
ン
ト
へ

Q

g

Mii
l

g
tc
^

n

^
 

す
る
も
の
で
な
い
こ

f

筆
源
は
云
ふ
の
で
あ
る

P
兩
密
の

li
l
lに
内
的
發

M
の
跡
を
見
出
し
雛
き
こ
；
I

、
各
々
の
：問
題
提3
の
榇
相
の
相
逾
す
る
こ 

银

ニ

十

六

卷

C

七

S

ヴ
；イ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
於
け
る
歷
史
學
赢
史
の
發
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第

二

十

六

餘

(

'七
六

)

ヴ
イV

デ
ル
パ
ン
ト
に
於
げ
る
歷
史
學
ミ
塍
史
の
發
.展

 

第

I

號 

七
六 

迖
か
：ら
し
て
述
べ
る
の
で
あ
る

。
.

ド
ロ
イ
ゼ
ゾ
に
あ
っ
て
、
現
象

1»
:
界
は
或
は
自
然
ミ
觅
ら
れ
或
は
歷
史
ミ
解
せ
ら
れ
る
の
で
ぁ
る
。
現
象
の
觀
察
に
於
て
、

「

變
化
す
る
も
の
>
中
に 

,1
1
等
な
る
も
の

cd
as.  im

-w
e

c
re

l.o
le

ic
h

e
)J...

を.
把
ふ
る
.W

■き
そ
.れ
は

.S

然.
で
あ
り
、「

相
等
：な
る
.
も

の
■の
中
に
變
化
す
る
も
の

.
Qa
s. im

o
le

ic
h

e
n

 

w
e
ch

se

trd
c
」

を
捉
ふ
る
は
歷
與
で
あ
る

0(

12)

即
ち
自
然
ヾ

」

名
#

け
ら
る
る
現
象
は
個
別
的
な
形
式
に
於
て
存
布
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ビ
、多
く 

の
も
の
の
中
に
呤
け
る
反
復
す
る
同
ー
な
る
も
の
に
菸
眼
し
て
、
そ
こ
に
向
然
な
る
現
象
を
見
る
の
で

#

る
。
之
に
尽
し
て
歷
史
は
、

「

先
件
が
後
件
中 

に
繼
緻
さ
れ
補
充
さ
れ
擴
大

3.
れ
る
連
續
で
あ
る
。
そ
れ
は
復
歸
す

.
る_

の：連
續
、
反
復
す
る
周
如
の
連
練
で
は
な
：く
し
て
、
無
限
の
系
列
で
あ
る

u ° 

(

13〕

繼
起
、
迤
步
の
觀
點
の
下
に
於
け
る
現
象
の
把
握
，か
滕
史
な
の
で
あ
る
。
斯
の
如
く
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
歷
史
ミ
自
然

^
を
對
立
乜
し
め
て
ゐ
る
。
然 

か
も
何
彼
は
た

<

そ
の
蒸
典
を
明
か
に
す
る
だ
け
に
は
止
ま
ら
な
か
つ
た
。
彼
は
脎

il
*
的
研
究W

歴
史
的
知
識

ビ

の
法
則
を
確
记
せ
ん
ビ
し
て
、
典
の 

硏
究
に
力
を
注
い
だ
の
で
あ
っ
た
。

14〕

そ
の」
努
力
の
結
晶
さ
し
て
哿
々
に

G
ru

n
d

riss  

d
e
r  

H
isto

rik
.

权
る
r

f f
が
送
ら
れ
て
ゐ
る
の
.
で
あ
る
。
 

然
ら
ば
玆
に
鍵
の
_

題
、
：如
ち
此
の
歷
史
の
本
質
ミ
方
法
ミ
に
關

'す
る.
反
猶
"

自
然V

脎
史w

の
對
立
が
、
後
年
の
ヴ
ィ
ソ
デ
ル
バ
ノ
ト
の
鄠
究
す
る 

w

こ
ろW

の
fi
n

.に
、.
內
的
發
M

の
跡
を
迪
り
得
る
も
の
で
あ
る

W
1

K

へ.
る
の
で
あ
る
か
。
之
を
筆
游
は
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ

o 

典
の
表
題
に
明
か
な
る
が
如
く
、
彼
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
あ
つ
そ

_

翅
式
な
つ
た
の
は

K
is

t
o

r
ik

で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
他
の
言
葉
を
以
て

'す
れ
ば
系
.

t

trodilc. .der G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
.
..%/

云

.

.

.
は

る

べ

，

も

■の
'で
ぁ
.る

o
そ
れ
は
歷

.史
擧
の
..研
.究
：.方
法
で

.あ
ら
た
。：彼
，
H
ら
，が
ー
み
っ

て

ゐ

る

，
、u
.
e Historik 

ist.

-

-

n
i
c
h
t

 

eine 

F
h
i
l
o
s
o
p
M
e
「
O
d
e
r

 

T
h
e
o
l
o
g
i
o
d
e
r

 

G
e
s
c
h
i
c
H
t
e
, .  

•.  a
日

,
w
e
n
i
g
s
t
e
n

 

eine 

p
o
e
t
i
k

 

die 

G
e
s
c
h
ichtschreibuDg. 

Sie m
u
s
s

 

sich 

die 

A
u
f
?
a
b
e

 

stells, 

ein 

O
r
g
a
n
o
n

pi
e
s
 

historisclien 

D
e
n
k
e
n
s

 

u
n
d

 

F
o
r
s
c
h
s
s

 

z
u

 

sein 

(

15
0

W

O即
ち
彼
の
採
る
金
態
容
の
中
心
た
る
も
の 

は
,
趦
史

ij
f
尤
に
常
っ
て
歷
史
家
の
採
る
ベ
き
方
法
の
考
察
な
の
で
あ
る

.0
寧
ろ
そ
れ
は
實
際
的
手
段
を
取
.摄
っ
た
も
の
で
あ
る

ゴ

涵
言
出
來
ょ
ぅ
。
 

云
は

^
痰
史
硏
究
の
道
案
内
た
る
も
の
が
、
彼
の
論
作
の
中
樞
せ
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
載
溃
が
本
稿
に
於
て
間
題
ミ
す
る
ヴ
ィ
：
ソ
デ 

ル
バ

ン
ト
の
說
く
も
の
は
、
歷
史
學
の
槪
念
構
成
を
取
极
ふ
膝
史
學
方
法
諭
で
あ
っ

1
。
_
そ
れ
は
舉
間
諭
ミ
し
て
の
方
法
諭
で
あ
る

。■ 

1

0
^

で 

は
な
く
し
て

M
e
t
h
o

cbologie 

,

で
あ
る

o
ヴ
ィ
シ

1ア
ル
バ
ン
ト
に
あ
っ
て
は
、
歷
炎
舉
の
論
现
的
構
造
の

.将
察
が

_
题
な
の
で
あ
る
。
此
の
附
港
邶
ち 

グ
ィ

V

テ
ル
バ
ン
ト
の
險
ず
る

s
t
l
l
o
d
o
l
o
g
i
e

 

w

ド
»
イ
ゼ
ン
の
述
べ
る

.

M
e
t
b
o
d
i
k

ミ
の
相
趣
を
ょ
り
叨
か
に
す
る
爲
め
に
、
筆
农
は
敢
て
次
の

如
く
附
言
す
る
で
あ
ら
う

o
'

何
な
れ
ば
此
の
雨
者
の
相
遠
は
未
だ
命
等
閑
視
さ
れ
、
從
て
兩
者
は
混
問
さ
れ
、
場
合
に
ょ
っ
て
は
同
一
視
さ
へ
さ
れ

て
ゐ
るA

J
'
S

が
.屢
.々
あ
る
か
ら
で
あ
る

o

で
はM

e
t
h
o
d
o
l
o
g
i
e
c

方
法
諭)

w

は
如
何
な
る
も
の
で
：あ
る
か
0
筆
者
は
爱
に
於
て

7

ォ
ン
，

シェ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
節
潔
に
し
て
然
か
も
耍
を
得
た 

.
る
記
述
を
想
起
す
る

0
彼
は
武
ふ

3
方
法
論
は
其
の
特
球
の

認
！！

領
域
を
有
し
、
其
の
相
布
權
を
赞
際
的
利
益

(praktischen 

N
u
t
z
s
n
v

の
屮
に
用
ふ 

る
の
で
は
な
く
し
て
、
經
驗
科
學
に
對
す
る
效
粜
的
作
叩
の
中
に
甚
礎
を
翁
す
る
し
；

(

36
.V
/0

即
ち
方
法
論
は
或
る
眼
ら
れ
た
經
驗
世
界
，の
領
域
を
典 

の
認
識
吕
的
る
の
で
は
な
い
め
で
あ
る

。

'

方
法
論
の
認
識

2
3
的
は
、
辦
食
學

0
|
1
&
6 

w
is

s
ic

h
a

fo

が
其
の
認
識
を
形
式
化
す
る
に
際
し
、
或
は
そ
れ
が
認
識
に
達
せ
ん
が
爲
怂
に
手
段 

w

し
て
役
立
っ
概
念
の
論
理
的
構
造
な
の
で
あ
る
。
即
ち
方
法
論
は
、
事

.
實
學
に
於
て
勞
作
せ
ら

， 4
.

る
對
象
.
の
認
，識
の
認
識
で
あ
る

w

S
は
ね
ば
な
ら 

な
い
。
換
苜
す
れ
ば

*
褂
實
上
行
は

'れ
，る
擧
的
勞
作
の
論
理
的
本
質
に
就
て
、
如
何
に
そ
れ
が
あ
る
か
を
反
将
す
る
の
が
方
法
論
な
の
で
あ
る

0 

然.
ら
ば

M
e
th

o
d

ik

 

(

方
法)

ぐ」

は
何
を
沄
ふ
か
。
押
び
フ
ォ
ン

•
シ
ェ
ル
テ
.
ィ
ン
グ
の
賞
葉
を
倩
り
れ
ば
、

r

方
法
.ミ
い
ふ 

.
臌
じ.
て
彼
だ
多
く
の
方
法
的
技
術
學

c
lth

o
d

is
c
h

e

 

K
u

n
stle

h
re

x

か
與
へ
ら
れ
得
る
と
ミ
を
、漼
か
に
否
宛
さ
れ
得
な
い
ふ

」

い
ふ
こ
ビ
を
意
哝
す
る
。

」 

(

17〕

即
ち.
そ
れ
は
學
の
硏
究
に
當
っ
て
の
赞
際
的
方
法
で
あ

.
る

.0
袋
に
於
て
此
の
琴
？
。

&
ド
气
本
來
的
の
學
的
認
識
の

.
理
論
た
る

M
e
t

ぎd
o
lo

g
ie  

W

は
、
全
く
質
を
異
に
す
る
も
の
：
.
で
あ
る
こ
气
か
解
せ
ふ
れ
る
で
あ
ら
う
。
後
者
は

■'經
驗
科
學
に
對
し
て
其
の

*
H

的
を
設
定
す
る
も
の
で
も
な
く
、
 

乂
常
に
ひ

w

リ
正
し
き
道
：を
與
へ
得

.
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
が

6

ビ
り
爲
し
#

る
こ
^
は
、
事
赞
的
實
•證
に
對
し
て
論
.
理
的
官：；

識
を
货
現
す
る
に
あ 

る
。
即
ち
典
の
論
现
的
榴
造
を
分
析
す
る
に
あ
る
。

」

C
JS〕  

ノ 

嘗
て
力
ア
ル
•
ラ
ム.
フ
レ
ヒ
ト
は
、
フ
オ
ソ

•
ベ
ロ
オ
の
論
文

0:
6 n

eu

(p
B:-s

to
ris

c
h

e
s
e

th
o

d
e

.

に
對
す
る
批
評
の
中
に
於
て
次

b
如
く
I
s

’
o 

D
a

 ist  d
en

n

 

z
u
r

p:ch
st  

k
la

r,.  d
a

s
s

n>
3 *

n>
^
e
^
o
oi
OJOg
ie 

d
ie

 

W
e
g
e

 

w
isse

n
sch

a
ftiich

e
n

 

D
s
k

e
n

s

 

w
s.
sen s

o
il:

das 

licg
t  

sch
o

a
im

 W
o
rte.  

s.ie.w
o
ll  

a.i  so
.  e

in
e

 
..3

h
rs

ln
.s

e
s
.d

e

 s:  w
issen

sch
aftiich

en
...  D

e
n
k
e
n
s  

in.  b
ish

e
"  u

n
b
ekp

n
n
te  

Ge
bie
tev.
c
9.〕

?!
:

-o.
p
^

ĥ.

co
u
JG
co
^

-T
r

' i
、

と
の
ラ
ムK

レ
ヒ
ト
：の
考
察
の
誤
っ
.て
ゐ
る
と
ミ
が
明
瞭
で
あ
ら
う

0
然
か
も
谉
、
方
法
論
を
以
て
學
問
砚
究

.の
逍
案
内
で
あ
る
过
做
す
か
か
'る
见
解 

は
、.
未
だ
後
を
絕
>
な
い
も
の
の
•如
く
で
あ
る
が
、
方
法
論
は
此
の
去
は

^
功
利
的
觀
點
を
決
し
て
滿
足
せ
し
め

.
る
も
の
で
な
い
め
で
あ
る
。

Jl
f
cの
觅 

笫

ニ

十

六

卷

(

七
七

)

ヴ
<

ン.
デ
ル
バ
ン
ト
に
於
け
る
滕
史
擧
^
歷
史
の
發
展

 

笫

一

锶
' 

七
七



.第
二
十
六
卷

C

七八

)

.

ヴ
イ
ン
デ
ル
.バ
ン
ト
に
於
け
る
歴
史
學
赢
史
一
の
發
展

 

.第
：

】

號
.

J
C

 

解
た
る
や
一
に

n

o

o

go*
及
び
，

の
孰
れ
も
が

「

方
法
し
な
る
語
を
冠
す
る
が
爲
め
の
‘

兩
者
の
掷
网
ょ
リ
生
ず
る
ミ
こ
ろ
の
も
の
で 

あ

倉

。
然
し
と
の
雨
者
は
货
に
相
興
れ
る
ニ
，っ
の

i

の
な
の
で
あ
る

o

而
し
て
又
か
が
る
功
利
的
見
解
が
常
然
齋
す
で
あ

t

w
と
ろ
の
、
方
法
論 

分
^

の
迎
步
に
は
何
等
资
與
す
る
ミ
と
ろ
無
し

>
j

の
結
論
は
、
冏
じ
く
西

^
せ
ら
れ
ね
ば

.な
ら
な
い
。
方
法
論
は
斅
の
迆
步
に
對
し
て
十
分
に
贺
義
を 

持
ち
得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
如
何
に
し
て
か
。

「

方
法
論

Q

著
し
、*
•备

際

的

效

次

の

こ

芝

亦

す

s

o
即
ち
方
法
論

u

ょ
っ
て
齋
さ
れ
た
洞
察
に
ょ
リ
、或
る

^
.情
か
ら
生
ず
る

.
_的
！̂

通
成 

の
論
钾
的
本
質
に
於
け
る
過
剩
な
誤
れ
る
批
判
を
免
れ
得
る
の
で
あ
る
。
乍
俳
こ
の
と
ビ
は
拟
則
的
辦
赞
を
少
し
も
變
ぜ
ず
、
方
法
詾
の
構
成
的
中
心 

V

凇
並
ん
で
、
縱
令
多
く
の
價
値
あ
る
も
の

VJ

雖
も
、

KC
則
的
.觀
點
の
下
に
あ
っ
て
は
、
取
に
第
ニ
義
的
在
附
關
的
役
割
を
货
ず
る
の
で
あ
る
。
從
て 

'

M-n
^

lc
は

ナ

法

Hr
は
一
切
、の

^
n<
if
il
*

(
Betst-g

g-g
v
l

■般
の
.
.如
く
、

1!
1
界
.に
就
て
の
人
問
.の
進
步
し
っ
っあ
る
却
的
解
明
へ
の
同
じ
努
力

:̂
一
 

致
す
る

.の
で
あ
る

0
しハ
20)

 

.

ぉ
上
对
丧
身
に

5*
つ
て
.方
法
マ」

方
法
論

.ビ
の
'峻
別
を
な
し
た
の
は
、
一

.に
ド
口
イ
ゼ
ン
迖
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
％

|が
.自
然
ミ
：游
史

.，̂
る
^
領
栉
 ̂

に
同
榇
な
；る
結
來

•を
得
た
，W

は
云
へ
、
そ
こ
に
は
內
的
關
聯
の
存
す
る
こ
せ
な
き
を
云

.は
ん
が
炫
め
で
あ
っ
た
。
博
言
す
る
迄
も
な
く
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン 

が
其
の
舞
に
於
て

g

題V

し
た
の
は
方
法
で
あ
っ
た
？
ヴ
ィ
ソ
デ
ル
パ
ン
ト
に
於
け
る
も
の
は

.方
法
論
で

.あ
っ
た
。
而
し
て
此
の
方
法
ミ
方
法
論
ぐ

」 

は
利
興
る
二
っ
の
も
の
な

Q

で
あ
る
。
即
ち
一
は
歷
史
硏
究
の
證
内
で
あ
リ
，
他
は
歷
史
認
識
論
で
あ
っ
た
。
從
て
雨
救
は
各
々

g

糧

£

の
必
然 

性
を
異
に
す
る
こ

V

を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
ヴ
ィ
ン
デ

ダ
パ
ン
ト
に

ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
影
響
が
な
か
つ
た
、、

」

は
斷
言
出
來
な
い
で
あ 

ら
ぅ
し
、

X
貢
ひ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
何
ミ
な
れ
ば
ヴ
ィ
ン

デ
ル

バ
ン
ト
は
典
の
舉
的
生
涯
の
最
初
を
、
否
典
の
多
く
を
歴
史
的
研
究
に
敝
げ
た
の 

で
あ
る
か
ら
。

M
IC
X
堞
問
論
の
領
域
に
於
て
は
、
メ
ン
ガ
ア
の
影
罄
も
何
等
か
の
程
度
に
於
て
受
け
た
こ

^
は
確
か
で
あ
ら
ぅ
。
年
併
此
の
屮
、
前 

奔
初
.//
の
i
係
に
就
て
は
、
ょ
し
や
グ
ィ
ソ
デ
ル
バ
ン
卜

w

r
ロ
イ
ゼ
ンw

が
同
じ
結
論
に
到
達
し
た

w

云
つ
て
も
、
そ
れ
は
前
述
の
现
山
か
ら
し
て 

取
な
る
外
的
類
似
で
あ
る

V
I
'ム
ひ
得
る
に
過
ぎ
な
い
基
港
は

-云
ふ
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
ド

ロ
イ
ゼ
ン
，
の
■影

響

あ

リ

ミ

し
て
も
、
S
 

の
理
說
を
問
題
史
的
に
見
る
と

w

は
筆
渚
の
迎
だ

-
1躇
す
るw

こ
ろ
で
あ
る
。
寧
ろ
卒
庇
に
云
へ
ば
か
か
る
關
係
付
け
を
西
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

或
は
亦
次
の
如
く
沄
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ド
口
イ
ゼ
ン
は
歷
史
研
究
の
方
法
の
み
を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、

3*
に
迆
ん
で
歴
史
の
本
質
に

f i
i

-

u

m

 て 

n

、

f

 

I

 
言

ィ

ン

5

 

ン 

i

l

、

s

i

f

 

I

I

I

ず

ら

f

 

は

そ

S

.
作
£

て

、

I

s

念

に

關

す

る

I

的

反

f

爲

し

て

は

t

。

s

 H
i

l

は
r

i

l

l
、

1

1

1

 
觀 
f

、

偷

 

I

f

.

 

I

が

な

け

令

-

^
1

し

u

f

る」

8
 

I

しk
「

人

間

は

 

あ1
。

歷
h

k f
W

K

P

U

HJl
i
iや
I

s

代

の

f

 

I
作

に

於

て

、

I
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反
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史
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あ
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此
の
十
年
後
に
於
け
；る
考

^

は
附
言
す
る

^

で
も
な
く
、
、ゥ
ィ
ン
テ 

X

バ

V

ト
の
：シ
、
ト
ラ
ス
ブ
ゲ
ク
大
學
總
長
就
任
講
演
を
指
す
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：
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そ
れ
が
如
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攻
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も
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で
あ
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か
は
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次
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デ
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バ
ン
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言
葉
に
拖
さ
述
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。
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に
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ら
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八
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に
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學
問
を
分
^
す
る
^

、
學
問
の
硏
究
對
象
の
相
違
^
基
い
て
之
を
爲
す
^

^
は
最
も
现
解
し
^

い
も
の
で
あ
ら
ぅ《 

そ
し
て
此
の
標
準
を
以
て
す
る
.分
類
の
代
表
的
な
も
の
ビ
し
て
、
グ
シ
ト
の
そ
れ
.を
擧
げ
る
乙
ビ
は
何
人
も
興
議
を 

挾
ま
なS

で
あ
ら
ぅ
。
グ
ン
ト
は
、
學
問
を
純
粹
形
式
科
學
ビ
實
質
的
經
驗
科
學
V
J
R大
別
し
、
前
者
妃
数
學
を
、
 

後
漭
k
自
然
科
學
ど
精
神
科
學
ミ
を
屬
せ
し
め
て
：

Q

る
。
然
し
學
問
の
某
礎
を
明
か
に
し
、
學
問
を
成
立
せ
し
め
る 

方
法
を
明
か
に
せ
ん
ビ
す
る
立
.揚
か
.ら
し
て
は
、
此
の
分
類
の
標
準
ば
當
を
得
た
も
の
で
は
な
い
。
殊
^
對
象
が
認 

識
に
よ
つ
，て
成
立
す
る
の
で
あ
つ
て
對
象
ビ
認
識
ど
は
獨
立
す
る
も
.の
で
は
な
いV

J

見
る
立
場
か
ら
は
、
か
か
る
分 

類
は
何
等
意
義
あ
る
も
の
ビ
は
做
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
.
而
し
て
舉
問
の
理
說
た
る
方
法
論
的
見
地
か
ら
學
問
を
分 

類
し
た
後
者
の
！
人
ど
し
て
、
グ
H
ン
デ
ルV
ン
ト
は
記
憶
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
實
^
學
的
認
識
の
論
现 

的
區
別
?:
鐵S

た
者
の1

人
で
あ
る
。
彼
は
學
問
の
分
類
は
其
の
對
象
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
を
の
方
法
に
よ
る
ぐ
し 

說

，2
,た
の
で
あ
つ
た
。
 

. 

.

•ゥ
ィ
ン
デ
ル
y

ン
ト
は
學
間
を
理
&

科
學
^
經
驗
科
學
ヾ
し
^
大
別
す
る
ノ
前
漭
に
は
數
學
ど
哲
學
>」

が
屬
す
る
が
、
 

孰
れ
も
直
接
^
經
驗
的
所
與
の
認
識
ぶ
目
的
^
す
る
も
の
で
は
な
い
。
然
し
玆
で
問
題V」

す
る
も
の
は
之
で
な
く
、

:
グ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
が
其
の
講
演「

歴
史
ビ

自
然
科
學」

R
於
て
詳
細
祀
說
い
た
經
驗
科
學
の
分
類
紀
關
す
る
も
の 

.
で
あ
る
。
勿
論
經
驗
科
學
は
現
實
在
の
®
識
を
其
の
課
題
ど
す
る
。「

從
て
其
の
形
式
的
メ
パ
ク
マ
ァ
,
は
、
此
等
の

E
S
B
S
M
H
y
-

H fc ii lt fM ir

科
學
が
其
の
結
果
を
菽
赌
付
け
み
.
爲
め
^

.

普
遍
的
公
册
.的
前
撒
^

凡
ゆ
る
認
_
^
對
し
て
等
し
く
必
要
な
規
範
的 

恐
^

の
茈
當
性
^

共
^

、
知
覺
に
ょ
る
事
實
の
確
定
を
絕
對
的
^

必
耍
迄
す
る
ビS

ふM

ど
で
あ
る
。」

c

l)

此
の
實
在
の：

認
識
を
目
的

V
J

す
る
經
驗
科
學
の
分
類
は
、
グ
ィ
ン
、デ
，V

ン
ト
め
當
時

R

あ
っ
て
は

、

尙
，：

H
I

然
科
學 

ミ
精
神
科
學
父
を
對
立
せ
し
め
る

N

X

か

！
般
ほ
多
く
行
は
れ
て

^

た
。
之
^
對
し
て
グ
ィ
ン
デ
グ
バ
ン
卜
は
次
の 

如
く
批
判
し
た
の
で
あ
っ

f

e

- °

即
ち
學
問
分
類

S

原
理
を
自
然
ど
精
神
の
如
タ
杓
容
的
對
立
、
對
象

.

の
對
立

R

求
め 

る
こ
ビ
は
、
古
代
的
思
惟
の
末
期
以
降
ょ

6

傀
統
的
妃
行
は
れ
た
區
別
の
踏
襲
で
あ
っ
て
、「

最
近

c

勿
論
午
.九
世
紀
宋
を 

指
す
：>

の
哲
學
の
息
潮

^

認
識
論
的
批
判
の
成
果
ど
を
诳
し
く
批
判
す
る
限

6

」

、「

斯
の
如
き
區
別
は
最
卑
確
實
且
っ 

自
明
的
な
も
の
ど
し

€

承
認
す
る
こ
ど
が
出
來
な
い
か
ら
、を
れ
は
其
の

.

儘
分
類

.

の
$

磔
ビ
す
る
こ
ビ
5 :

得
な
い

0

加 

之
な
ら
ず
か
か
る
對
象
の
對
立
は
、
認
識
方
法
の
を
れV」

相

.

一

致
す
る
も
の
で
^

S

l °(

2

)

グ
ゾ

ト

の

分

類

^

於

け 

る
精
神
科
學
の
某
本
科
學
は
心
理
學
で
あ
る
。S

か
に
も
其
の
對
象

.

.か
ら
見
れ
ぼ
も
れ
は
全
く
精
神
科
學
で
あ
ら
ぅ
。 

.乍
併
心
理
學
に
於
け
る
方
法
的
取
扱
は
全
く
自

然

科
摩
の
そ
れ
で
あ

A

、M

然
科
學V

J

同

じ

く「

事
货
を
確
定
し
览 

集
し
加
工
す
る.

z
 

W

R

ょ
つ
て
斯
か
る
事
實
を
支
配
せ
る
普
遍
的
合
法
性
を
理
解
せ
ん
ビ
す
る
觀
點
の
下
^
立
ち
、」 

夺
の
求
む
る
ど

1

る
の
も
の
は

.

自
然
科
學
ど
等
し
く
。
生
起
の
法
則
で
あ
る
。(

3

>

即
ち
孰
れ
も
其
の
認
識
目
的
の 

形
式
的
特
牲
に
關
し
て
は
論
理
的
同

.

一
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
：る
。
從
て
方
法
論
的
分
類
ト
す
れ
ば
心
理
學
を
以 

て
精
神
科
學
ど
做
す

^

^

は
誤
み

^

云
は
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

何

£
な

れ

ば

精

神

科

學

は

、

「

時

間

^

於

て

限

ら

れ

た

一

囘

的

現

實

在

の

、

'
單

ー

R

し

て

多

少

ど

も

延

長

あ

る

生

起 

を

、

完

全

^

剩

す

ど

こ

/3
な

く

敍

述

す

る

こ

ど

を

其

の

目

的

ど

す

る

も

の

な

の

で

あ

る

。

」

仑

れ

は

「
：一

囘

的

瑰

實

在

第

二

十

六

卷

(

八
3

〕

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
於
け
る
糜
史
舉
ぞ
歷
史
の
發
展
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资
二
十
六
卷

(

八
四)

グ
イ
ソ
デ
ル
バ
ソ
ト
に
於
け
る
歷
史
擧
赢
史
の
發
展 

第
一

'

 

'
也

^

•

し
て
表
示

^

れ
た
人
開
生
活
の
形
象
? :

、
そ
れ
ぞ
れ
其
の
事
實
性

^

於
て
搏
現
し
珊
解
す
る
こ
ど
を
、
其
の
認

a

 

H

的
ど
す
る
も
の
で
あ
る

0」
(

4

)

愛
^
於
て
論
理
的
槪
念
妃
雜
き
、
方
法
論
的
R .

經
驗
科
學
を
分
類
す
る
な
ら
ば
、

^
は

心

則

學

を

含

む

自

然

科

學

で

あ

他

は

■精

神

科

學

で

あ

る

V
J

云

は

ね

ば

な

ら

な

い

。

乍

併

こ

の

「

學

間

の

^
 

識

目

樑

の

形

式

的

特

質

を

以

て

分

類

の

原

a

」

公

)

艺

す

る

グ

ィ

ン

デ

,

バ

ン

ト

k

於

て

は

¥

6

、

自

然

科

擧

こ

*
 

峙

す

る

經

驗

科

學

の

他

の

一

部

を

、

精

神

科

學

で

あ

る

(£
は

な

さ

な

い

.
の

で

あ

つ

た

。

•

即

ち

心

理

學

ブ

デ

时

然

科

學

の

中

^

入

れ

た

上

で

、
街

然

科

學

V
J歴

史

科

學

>
j

に

對

立

せ

し

め

る

の

で

あ

る

。

或

は

、
 

1

は

现

實

在

の

認

_

^
於

て

普

遍

的

法

則

を

求

め

る

、

「

自

然

法

則

の

形

式

^

於

け

る

普

遍

者

を

求

め

る

、

」
「

現

實

的 

^

起

の

常

^

同

一

な

る

形

式

を

觀

察

す

る

」

こ

ど

か

ら

し

て

、

「

法

則

科

學

J
、

又

は

「

法

則

定

立

的

科

學

」
V
J

名
付 

け

、
他

は

现

實

在

の

認

識

に

於

て

特

殊

的

歷

史

的

事

實

を

求

め

る

、

「

歷

史

的

に

規

定

3

れ

た

形

態

に

於

け

る

個

物

を 

求

め

る

」

、「

現

實

的

生

起

の

一

囘

的

な

其

れ

自

身

^

於

て

規

定

3

れ

た

內

容

を

觀

察

す

る

」

こ

V
J

か

ら

し

て

「

摩

件 

科學

」

又は

「

個性記述的科學呼ぶのである。

此

の

經

驗

科

學

の

第

一

一

の

群

は

歷

史

的

諸

學

科

の

全

範

圆

V
J蔽

ふ

も

の

で

あ

る

。

即

ち

&

然

硏

究

ど

歷

史

^
が

相 

對

立

す

る

、

そ

し

て

此

の

形

式

的

方

法

的

對

立

が

二

種

の

學

問

の

區

別

を

規

定

す

.る

の

で

あ

る

。

兩

群

R

於

て

は

事 

實

の

認

識

ど

變

觅

^

の

傾

昀

を

興

^

す

る

。「

自

然

科

學

ど

歷

史

ぐ

％
の

區

別

は

> 

そ
れ
.
ぞ

れ

の

認

識

に

適

應

せ

る

琪

赏 

の

選

擇

が

問

題

V
J

せ

ら

れ

る

時

に

初

め

て

現

は

れ

る

の

で

あ

る

。
し

？
) 

W
言

す

る

迄

も

な

く

、

前

者

は

法

則

を

求

め 

.る

。

特

殊

者

の

確

立

ょ

6

始

め

て

普

遍

的

關

係

の

理

解

k

至

る

。「

向

然

科

學

者

の

觀

察

す

る

個

別

的

所

與

對

象

は

、
 

取

に

個

別

的

所

與

對

象

で

あ

る

限

6

、

彼
に

>
/

」

っ

て

何

等

學

的

偾

値

ぁ

る

も

の

で

は

な

ぃ

。

斯

か

る

對

象

は

、

陵

が

之

を

類

型

、

即

ち

類

槪

含

蠶

¥

倣

し

、

後

者

t

観

音

叢

せ

し

む

る

z 

i

合

法

的

で

あ

f

考
へ 

得
る
.限

6
.に

於

て

の

み

、

役

立

つ

の

で

あ

る

。

彼

は

た

X

法

的

S

性

を

讓

せ

し

め

f

如
I

ル
ク
マ
ア
ル 

R

の

み

对

意

す

る

ど

?

)

即

ち

，
：
！
！
！
然

科

學

的

思

惟

^

於

て

は

抽

象

へ

の

傾

昀

が

優

勢

を

占

め

る

の

で

あ

る

。
「

之

化

反 

し

て

歷

史

象

は

何

^F

か

過

-

麥

泛

其

の

全

^
,個

性

的

形

姿

を

附

與

し

て

新

た

な

生

命

を

與

へ

、

之

v
j觀

念

的

k
 

現

前

せ

し

む

f

ど

を

其

の

課

題

ビ

す

る

0」
「

其

の

究

極

目

的

は

素

材

の

集

ぅ

か

ら

し

て

、

過

ぎ

f

し

名

の

の

眞 

容

を

作

-

出

し

之

S

如

J

E

性

を

與

古

S

す

る

。

歷

史

批

判

S

会

も

の

は

、

極

$

警

な

る

獨
 

自

的

形

態

を

具

へ

、

飽

く

ま

で

個

性

的

S

現

せ

ら

れ

た

る

人

間

並

び

5

間

生

活

の

形

像

で

あ

.る

。

S

從
て 

「

歴
史
的
巾
心

.惟

ド

於

て

は

直

"観

へ

の

傾

的

が

重

I

爲

す

。

' M
史

家

は

、

藝

術

家

が

彼

の

想

像

中

装

す

る

f

ろ 

の

も

の

S

て

す

.

f
同

S

塵

を

、

嘗

て

實

際

S

在

し

？

の

£

5

現

し

愛

^
: 

於

て

歷

史

的

創

造

鋳

的

創

造

、

歴

史

的

學

科

ビ

文

學

ど

の

近

似

が

根

ざ

す

の

で

あ

る

-0
S

云
ふ
迄
も
な
く
法
則
定
立
的
或
は
街
然
科
學
ど
.個
性
記
述
的
或
は
歷
史
科
學
ど
の

對

立

は

、

內
容
的
區
別
で
な
く 

し
て
方
法
的
分
類
で
あ
る
か
ら
、「

同

一

對
象
が
、
篇

定

立

的

硏

究

の

靈

で
t

な
が
£

、
然
か
1

時
k

個
性 

記
述
的
硏
究
の
對
象
(<

も
な
6

# .

る
ミ
ど
は
、
可
能
で
あ
る
し
、
又
事
實
の
示
す
^:

乙
ろ
で
あ
る
。し
0
11
0「

極
め
.て
鸷 

き
時
5
£
が
8

過
印
^

於
て
直
接
^

認
知
し
得
る
如
刍
戀
化
を
受
け
ざ
る
が
故
に
、
其
の
不
變
的
形
式
^

栽

い

て
法
則 

產
的
ド
取
扱
は
る
べ
ぶ
も
V 0

も
、

1

層
遠
大
な
る
觀
望
の
前
に
於
,
Lは
^

竟
す
名
紀
或
る
限
ら
れ
た
る
時
間
紀
^
 

し
て
妥
锆
す
るV

J

乙
ろ
の
も
の
、
即
ち
.
一
囘
的
な
る
も
のV

J

な
る
こ
ど
が
あ
，0
得
る
の
で
あ
る
.0

即
ち
愛
纪
於
て 

「

歷
史
的
原
琊
が
自
然
科
學
の
領
域
^

移
入
せ
&

れ」
(

12
3

得
る
。
乍
併
乙
の
.こ
ミ
は
歷
史
的
方
法
が
自
然
科
學
的
方

第

二

十

六

卷

(

八
五
.)

ヴ
イ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
於
け
る
滕
史
學

 

滕

史

の

覆

’ 

.

.
第

.

|

號



银
ニ
十
一
ハ
卷

(

八
六0

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
於
け
る
歷
史
學
ズ
歷
史
の
發
展

. 

第
一
號 

八
十
、

法
^
遽
元
：3
れ
.る

(£
い

ふ

意

味

で

，は

攻

いo
南

方

：法
の
槪
：念
的
對

立

は

：依

然

ヒ

し

て

存

す

る

S
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
：
 

:
:グ
ィ
ン
、デ
，\

ン
ト
に
從
へ
.ば

、
個

性

的

現

實

的

生

起

の

歷

史

形

象

を

普

遍

的

合

，：

2
!然
法
則
性
^
據
つ
て
现
解
せ 

ん
ど
す
る
乙

ビ

が
遂
R
可
能
で
次
け
れ
ば
な
らg

ざ
考
.へ
る
こ
ど
は 

' 詖

6
で
あ
る
。「

生
起
は
ニ
種
の
原
因
を
豫
想 

し
て
ゐ
る
。

1
は
.事
物
の
恒
常
的
本
«
を
表
示
す
る
無
時
間
的
必
然
性
で
あ
々
、
他
は
或
る一

定
時
»
に
現
は
れ
る 

特
殊
的
制
約
で
あ
る
。J
C13〕

乙

の
特
殊
的
制
約
は
、'.
:
事
物
自
體
の
普
遍
的
法
則
的
本
質
か
ら
導
き
出
す
乙

ミ
は
出
來 

な
い
。「

寧
石
此
の
制
約
は
そ
れ
自
體
時
間
的
事
件
な
る
が
故
に
、
を
れ
は
他
の
時
間
的
制
約
、
即
ち
該
制
約
を
法
則 

的
必
然
性
に
從
て
繼
起
せ
し
め
た
先
行
的
制
約
R

W
び
還
充
せ
ら
る
ベ
く
、
.斯
く
し
て
無
限
に
翅
及
せ
ら
れ
る
で
あ 

ら
ぅ
0
然
る
£

3
々
。は
_か
か
る
無
限
的
系
列
の
初
頃
5:
、
槪
念
的
^
考
へ
る
こv

が
出
來
なS

O
J

即
ち
、「

普
遍
的
法 

|1
|
に
$
礎
を
有
1
.る
始
元
即
ち
人
か
因
果
連
«

の
系
列
5:
其
處
ま
で
遡
及
し
得
る
如
さ
終
»
は
存
在
し
な
い
の
で 

あ
a
か
ら
、
#
遍
的
法
則
へ
の
あ
ら
ゆ
る
包
攝
名
，
個
別
的
時
間
的
所
興
を
そ
の
究
極
的
根
據
^
至
る
ま
で
分
析
し 

盡
すm

ビ
k
何
等
資
す
る
も
の
で
は
な
い
。
斯
く
し
てj

切
の
歴
史
的
個
性
的
經
驗
R
は
现
解
し
*
き
剩
餘
、
即
ち 

或
る
言
ひ
盡
し
得
ざ
る
も
0
、
.定
義
し
得
ざ
る
も

の
が
殘
さ

れ
る
.
。

」

3
 )

此
の
點
に
、
向
然
科
學
の
法
則
宠
立
的
方 

法
は
近
づ
き
雛S

の
で
あ
る
。
斯
く
て
グ
ィ

V

デ\

バ
ン
ト
は
云
ふ
、

「

そ
れ
故
に
人
格
の
深
奧
な
る
究
極
的
本
質 

は
、
普
遍
的
範
疇
^
ょ
る
分
析
に
反
對
す
る」

S
V
V
J
。
從
て
法
則
定
立
的
ど
個
性
記
述
的
の
雨
方
法
は
、
孰
れ
も
認 

識
の
全
體
k
役
立
つ
も
の
で
あ
る
^
云
ふ
こ
ビ
が
出
來
る
。

.

歷
史
的
知
識
は
、
時
代
か
ら
時
代
へ
推
移
す
る
每
R
濃
密
^
な
る
文
化
生
活
の
•關
聯
?:
现
解
せ
し
め
，る
も
の
で
あ 

る
が
、
此
の
歴
史
的
知
識
の
認
識
偾
値
は
何
鐘
く
の
で
あ
る
か
。

凡
ゆ
る

®
fi
規
豸
、「

人
問
の
布
す
る
一
切
の

も
#

茇

/L
は

個

物

一

囘

的

な

る

も

の

、
無
比
.較
性
R
關
係
す
る
？

P

の
で
あ
る
0」

ハ16)
然

か

も

此

の

個

%

は

'1
立
 

6

^

|の
貧
で
は
な
く
個
物
は

一

の
價
値
系
列
妃
排
列

3
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
名
の
で
あ
る
。「

凡
ゆ
る
7£ 

意
の
•義

ヵ

悉

く

皆

.
學

盟

ど

っ

て

.の
賽
な
の
で
は
な
い
。
學
的
意
味
k
於
て
は
、
旣
k
w'
め
が
一
のH

E

的
論 

的
槪
念
な
？

含

。
學
的
事
？

は
、
學
？

£

ら
し
て
S

か
i

s

s

如

美

在

S

で
あ
る
。」

3
 

3
5

ち
攀
k

ど
つ
て
は
凡
ゆ
る
單
な
る
W
實
が
觀
察
^
れ
る
の
で
な
い
。
を
れ
は
0
的
原
理
並
び
妃
賢
赏
原
阳
：こ
 ̂

っ
て
選
擇
が
行
は
れ
る
.の
で
あ
る
。
そ
れ
は
歴
史
^
於
て
特
R

3
ぅ
.で
あ
る
。「

歷
史
的
事
實
に
非
ざ
る
如
き
出
來
事 

は
實
は
多
く
生
起
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る」

。
8

.
然

か

も

寫

.史
は
箪
な
る
事
實
ど
し
て
の
個
物
^
對
す
る
も
の
で 

は
な
い
の
で
あ
气
而
し
V

S

S

I
雲

s

f

」

3

5

っ
J

、
£

は

息

s

£

け
る
が
如

く
、
普
遍
的
法
則
を
定
立
せ
ん
が
爲
め
.で
は
な
い
。

そ
れ
は
生
け
る
價

&

全
體
の
多
少
共
本
質
的
な
モ
メ

.

ン
ト

e

し
て

®

置
す
る
の
で
あ
る
。
出
來
事
が
歷
史

W

た
る 

爲
め

^

は
人
類
の
價
値
生
活
| 2
:

關
係
せ
し
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
之
^
ょ
っ
て
歷
史
學
の

事

物

選
擇

の

原

⑴

は

、

普

遍

的

偾

德

麗

芒

め
る
乙
4

あ
るV」

云
へ
ょ
ぅ
。
0

0

0

0

0

^

け

る

議

薇

ビS

篇

な

の

で

あ

る

«r
く
て
ゥ
ィ
ン
テ
ル
パ
ン
ト
纪
於
て
は「

吾
々
の
仳
界
形
像
の
骨
組
の
內
部
汶
於
て
、
人
類
の
囘
想
に
展
開 

そ
4

*-
5
る

入

-̂
人
«

^
對
し
て
價
値
あ
る
個
別
的
形
象
の
生
け
る
關
'聯
_
/19
;}を
理
解
す
る
乙
く
か4

か

き

わ

の
で
あ
る
M

s
sr
l
言
す
.る
。〕 
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e
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a
n
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p 
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s
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匀
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^
び
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p
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a. 

0
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16〕
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y

B-d
e
lb

a
n

d
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p
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p.
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1
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5
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(

17〕
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w
i
n
d
d
cr
-
a
nal
,
 

p
. 

p
. 

p 

s, 
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18〕

 

w
i
n
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• 

o
. 
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5
3
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19〕

 

\vin

a.clba

tfd, 

p
. 

p
. 

o 

w
.

前
節
装
て
は
ク
ィ
ン
デ
ぐ
バ
シ
ト
の
方
法
論
的
原
理
に
ょ
る
學
冏
の
分
類
を
其
の
酵
演「

歴
史
：ど
自
然
科
學」

 

k

ょ
っ
て
枚
げ
た
？

あK
T

か
、
筆
者
は
旣
述S

如
く
此
の
學
，間
の
分
類
を
以
て
、
メ
ン
ガ
ァ
k
於
け
る
も
の
の{§

 

開v
j

見
る
の
で
あ
る
。
歷

史

が

蠤

科

當

對

し

て

有

す

る

習

性

を

說S

た
I

は
、
ダ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
學 

問
分
類
論
の
最
大
特
徵
>

」

云
ふ
も
、
敢
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
0
然
か
も
亦
、
此
の
最
大
特
敦
は
、
他
L
1
R
>
ヽ
て
、
 

彼

の

哲

舉

糊

の

然

ら

し

め

る

ろ

で

あ

ぅ

、
彼
の
最
初
の
著
述
に
.於
け
る
主
旨
の
進
诞
で
名
あ
っ
た
。
先
づ
其
の 

主
意
ど
は
何
を
.言
ふ
の
で
あ
る
か
。

グ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
一
八
八
兰

年
に
刊
行
し
た
論
文
集「

ブ
レ
ル
ゥ
デ
ィ

エ
ン」

初
版
の
序
文
^

於
て
、
f

 

公
言
せ
る
が
如
く
彼
は
カ
ン
ト
の
學
徒
で
あ
っ
た
。
然
し
彼
は
取
な
る
力
ン
ト

£

流
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 

彼

の「

力

V

ト

へ
の
復
歸
は
、
力
ン
ト
が
批
判
哲
學
の
»
想
を
其
の
中
^-

敍
1

し
た
歷
史
的
^

制
約
3

れ
て
ゐ
る
姿 

を
取
^

禅
興
す
る
こ
ど」

^

止
ま
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
そ
の
言
葉
の
通
0

に
フ
力
ジ
ト
を
超
越」

c

i

し
た
の
で
あ
る
o 

筆
者
は
其
の
ー
而
を
被
の
學
問
分
類
妃
見
出
す
の
で
あ
る
。

「

カ
ン
ト
^
於
て
批
判
的
知
識
學
の
範
圆
は
、
彼

の

解

し

营

i
fs:
4

が

奢

し

て

.

4
i:
w
f:
l
ド
歸
着 

し
限
ら
れ
る
こ
ど
^

ょ
っ
.て
&

ら
制
限
^
れ」

て
ゐ
た
。「

力
ン
ト
の
本
來
の
努

力

は

、

菩
々
が
彼
の
全
發
晚
? :

迪 

っ
て
指
摘
し
得
る
f

、

ニ
.
ュ
ゥ
ト
ン
の
尙
然
科
學
、
換
言
す
れ
ば
數
學
的
物
理
的
理
說
R
對

す

る

.
普

遍

的

f
e念
的 

ff
i

礎
を
發
見
す
る
こ
ど
^
注

が

れ

て

ゐ

.
た

0
故
^
被
の
全
認
識
批
判
R
於
て
f

s

ビ
な
る
ビ
こ
/3
の
も
の
は
自 

r
硏
ク
九」

9〕

で
あ
っ
た
此
の
點
妃
ゥ
ィ
ン
テ
ル
パ
ン
ト
が
カ
ン
ト
を
超
越
し
た
一
而
は
存
す
•る
0
即

ち

彼

は

以 

上
の
勿
き
力
ン
ト
の
知
識
學
^
對

し

て「

原
理
的
な
る
璐
張
<£
補
充
ぐ
?:」

爲
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
歴
史
的

第
二
十
六
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八
九
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デ
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バ
ン
h
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M
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九
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>

ヴ
ィ
ゾtK

ル
バ
シ
ト
に
於
け
る
歴
史
學

V

歴
炎
.の
發
展
 

が

ー

號

九

〇
.

知
識
を
學
ビ
レ
て
、
以
て
南
然
研
究
と
同
位
^
並
立
せ
し
め
る
，t
ど
バ
な
の
で
あ
っ
た
。
歷
.史
的
知
識V

J

は
換
言
す
れ 

ぼ
個
物
0'
經
驗
的
知
識
で
ぁ
る
o
若
し
彼
が
力
ゾ
h

の

舞

的

知

蒙

条

鐘

け

っ

C

K

M

i

い
者
で
あ
っ
た 

な
ら
、
彼
は
カ
ン
トv

j

同

じ

く「

歷
史
的
知
識
を
理
性
必
然
性
並
.び
k
普
遍
妥
當
性
を
缺
け
る
偶
然
的
な
も
の
ビ
看 

做」

し
て
ゐ

る

k
過
ぎ
な
か
っ
た
で

あ

ら

ぅ

。

其
の

認
識
批
判
化
於
.て
は
、
歷
史
的
知
識
を
問
題
ど
す
■る
I

は
無 

か
り
た
で
あ
£
ぅ
0
然
る
^

「

カV

ト
?:
理
解」

し
た
彼
は
、
ょ
く
個
物
?:
取
6
J,
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て 

其
の
知
識
?:
學
^
ま
，で
,

め
^

の
で
あ
っ
た
。
r
く
て
歷
史
科
學
を
自
然
科
學
^
全
く
同
様
^
批
判
の
問
週
ヾ
し
な
し 

.た
の
で
あ
づ
た
.0

W

ち
是k

-
H

っ
て
明
か
な
る
が
如
く
、
グ
ィ
ン
デ
ぐ
、パ
ン
ト
は
個
物
を
不
間
；̂
附
す
るN

I
V」

を
し
な
か
っ
た
。
彼 

の

學

的

努

作

の

濃

の一

は
、
此
の
個
物
へ
の
關
心
で
あ
る
。
.而
し
て
此
の
個
物
脇
す
る
现
說
の
■

を
、
彼
の 

論

文

「

偶
然
論」

貨

得

る

の

で

あ

る

。
以
下
；̂
於
て
、
筆
者
は
を
の
一
部
を
窺
は
ぅ
。

.ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に

"據
れ
ば
、
偶
然
は
多
く
の
可
能

S

一
っ
な
の
で
あ
る
。「

然
る
に

I

殷
S

可
能
I

辦
實

I

るQ

は
或
る
必
然
池
の
锊 

艰
で
あ
る

W

考
へ
れ
る
か
偶
然
は
此
可
能
姓
が
必
然
性
な
く
し
て
制
約
さ
れ
た
现
货
坐
成
な
の
で
あ
る
。
從
て
偶
然
な
る
概
念
の
一
般
的
恃
徵 

は
消
柯
的
な
る
も
の
で
あ
リ

*
そ
れ
は
必
然
性
の
冱
定
で
あ
る
。

」

ハ
4

>此
の「

必
然
性
の
陰
影

」

で
あ
る
偶
然
は
、
偶
然

W
BH
IA
:
!、
偶
然
ビ
诛
训
、
偶
然 

w
r
s

的
"
偶
然W

概
念W

の
#

の
關
係
に
於
て
明
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「 1

{化
は
孰
れ
も
§

を
艰
し
-典
の
S

か
ら
必
然
性
を
以
て
S

す
る
。
此
の
3
张
的
必
然
泛
止
ん
だW

こ
ろ
に
偶
然
は
生
ず
る
の
で
あ
る
。」

,リ

匕

ン

ル

ハ

ソ

ト

は

礼

っ

の

關

保

に

於

て

、
絕
對
的
偶
然
性
ミ
相
對
的
偶
然
他
ミ
を
區
別
す
る
。
例
へ
ば

1
之
が
偶
然
に
起
っ
た
し
ど 

-
>
J
s
t
に
偶
然

w

は
#
 

W

W

V

J

^

へ
.ら
れ
る
力

.ら

此

の

^
合
は
無
拟

|^
を
1£
1
因
€

す
る
こ

ti
rc
な
リ
、そ
れ
は

^
质
で
あ

-る
ビ 
一一

4

は
ね
ば
な

6
な

、
o 

0
0

然
办
も
彼

K
據
れ
ば

：
 ̂

2

絕
對
的
偶
然
の
拇
念
が
游
む

Q

で
.
-
る̂
。
..そ

よ

.っ

.て
規

さ

る

る

5

」

な
く
し
て
、

の
セ
锁

S

 

h
.

に
入
るQ

は
l

l

k

f

い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
之

|

對
的
偶
然

f

s

蓮

し

い

麗

に

あ

る

。
絕

I

偶
？

は
、制
約
的
®

か 

i

の
も
の
で
ぁ
る
。
從
て

「

I

し
I

的
I

f

含
炎
け
る
絕
對
的
偶
然
性
に
外
な
ら
な
い

0
し
外
f

然
现
象
は
睹
に
ょ
つ
て
制
？
 

れ
て
な
る
の
て
あ
气
フ
一
切
の
麗
象
、
即
ち
一
切
の
坐
起
、

一
切
の
變
化
は
、
悉
く

 
w

i

肢
理
に
從
ふ

0
L
O

O
そ
と
に
は
絕
對
的
偶
然
ょ
介
し

な
い
。
絕

霞

然

最

誊

I

の

參

i

l

l

s

i

s

s

s

■、
奢

し

T

f

 

I

气
‘

I
 

i

中

愿

霞

置

I

I

I

し

零

孽

i

 

€

衰

為

如

く

、
舞

重

の

I

I

邏

性

の
そ
れ
i

く2

じ
で
あ
る
。」

？

絕
封
的
偶
然
は
踅
徘

I

に
關
係

な
く
、

い
は
#

|

四
に
ょ
リ
て
裳
す
る
も
の
で

あ
る
。
¥

絕
1
 

I

t

W人

類

置

の

證

概

f

t

、
斯
く
て

m

f
る
|

£

し
て
及
ぴ
當
對
し
て

i

s

l

-む
べ
き
刺
管

f

、
S

未
到
の 

體

を

f

l

る
。」

2

言

し

て

、

ニ
つ
n

i

l

關
f

、
時
i

暑

符

合

I

I

す
る

場

合
、
.相
I

偶
f

す

S
。
知
し
之
が
例
へ
ば

¥

夜

s

g

s

如
く
、
雨

s

g

篇

關

係

.崖

出
し
得
な
く
て
气

t

i

、

s

l

i j 

孰
れ
も
或
る
共
通
の
置

を

有

し

、
同

一

の
必
然
f

以
て
坐
じ
、
從
て
常
に
附
當
相
結
合
し

S

は
れ
る
の
で

t

t

、
偶
然
で
は
な
ぃ
;
で 

あ
る
。『

原

爲

S

.
關
係
も

f

、
|

の
i

」

も
關
係

f

、相

I

#

的

昼

？
，れ
て
ゐ
な
い

s

i

s

l

l
付
け
る
。」

、
1) 

偶
然
は
以
上
の
如
<
、
何
集
的
蠢
蚀
の
裏
式
し
て
、
無
似
因

t

p

n

’

fそ

息

然

性

の

反

f

し
て
裏
付
け
 

1 
た

 

I

め

で

言

、
亦

3

果
關

f

 
.の
.聯
關
に
於
て
考
察
し
た
か
含
外
な
ら
な
い
。
而
し

S

に
S

尾

i

裳

Q

裳

Q

 

i

、
ヴ
ィ
ン
デ

初
辦
的
偶
然
性
の
概
念
は
、

★

際
に
：結

合

さ

れ

た

二

つ

の

菜

の

：述
緒
c

v

l

f
 

g
)

が
必
然
的
で
な
い

W

い
ふ
と

.

I
 一

K

ふ
も
の
で
あ
る

.°
而 

1

て
^

多
事
赏
の

.出
現
す
る
時
、
必
然
的

S

つ
如
.何
な
る
揚
合
に
於
て
も
、
他
の
事
货
が
现
は
れ
る
述
結
を
法
則
暴
ぶ
の
で

1

1

、囊
に
無 

隠

で

f

t

た
偶
然
气
無
法
則

f

l

付
け
る
こ
系
出
來
る

0
為

系

併

，世
界
經
過
の
凡
ゆ
る

I

は
總
ベ
て
取
な
る
筮
で
は
な
い
。し

て
そ
れ
は
偶
奪
あ

I

觀
ら
れ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
個
別
的

I

は
孰
4

1
然
と
し
て
：
l

^

S

の
f

 Q

下

兵

て

變

裳

る

念

2

る
ぶ
て
個
別

I

件

气

法

則

爭

£

1

笫
ニ
屮
六

#

(

九

ニ

し

ヴ

ィ

ン

.デ
ル
バ
ン
ト
に
於
け
る
掘
史
學
磊
史
の
奮

 

笫
ー
m
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膝
史
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號 

H
 

於
'て.
は
、
'法
則
の
見
地
に
於
て
は
偶
然

e

呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
.「

各
個
別
.
的
辦
件
の

#

姝
的
規
宛
は
>

法
則
の
見
地
に
於
て
偶
然
で
あ
る
。し

(

14
.

)

故
に 

「

辱
が
：
似
雜
的

#
別
的
事
.
實
の
舰
察
に
ょ
つ
：て
法
則
：を
認
識
す
る
場
合
は
、
魯
は
.多
數
の
辦
實
の
偶
然
的
個
別
性
の
彼
方
に
、偶
然
性
の
內
部
に
不
變 

的
制
約
を
形
作
く
る
兆
通
的
作
用
の
规
則
を
求
め
る

o.
之
差
對
に
舉
が
ノ
法
則
の
知
識
に
ょ
つ
て
個
別
的
辦
赏
を
规
宛
す
る
場
合
に
は
、
學
は
斯
か 

る
辦
實
に
.
作
用
す
る
合
法
训
的
關
保
の
み
を
、
又

S

S

件
の
總
體
を
分
類
す
る
不
變
的

■

の
み
を
反
莩
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
根
管
附
隨
條 

件
の
無
數
の
川
犯
の
中
に
有
す
る
偶
然
的
個
別

■性
は
反
将
し
な
い
の
で
あ
る

o

しC
15〕

斯
く
ー 
•ム
ふ
學
ミ
は
、勿
論
ヵ
ン
卜
の

1
K

ふ
^

に
外
な
ら
な
い
。

一
 

に
法
則
を
浓
む
る
擧
で
あ
る
。
個
物
は
法
則
的
偶
然

??
做
し
'
て
典
の
認
識

E
I

標V

な
さ
ざ
る
學
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
ル
デ
パ
ン
ト
は
之
に
滿
足
す
る
も
の 

で
は
な
か
つ
た

0
—

て
そ
れ
は
述
べ
ら
れ
る
で
あ

6

ぅ
。

■
W

■も
.あ
れ
；
以
上
に
於
け
る
防
梁
的
必
然

|̂
は
、

R
的
必
然
他

.に
は
.何
等
.
1
_
.
頭
を
與
へ
る
と

^
な
く
し
て
考
へ

.ら
れ
る
も
の

.
あ̂
.る
。
然
し
ヴ
ィ
ン 

デ
ル
バ
ン
ト
は
觅
に

2
!
1
的
に
對
す
る
偶
然
牲
を
說

<

.0
そ
し
て
そ
れ
は
目
的
槪
念
の
意
義
の
興
な
る
に
從
て
ニ
つ
の
扱
合
が
あ
る
の
で
あ
る

o
r目
的
を 

1

切
の
人
類
行
爲
の
根
木

S

」

で
あ
る

W

做
す
場
合
に
、「

人
類
行
爲
の
範
圆
に
於
て
、
卩
的
に
ょ
つ
て
制
約
さ
れ
な
い
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
 

そ
れ
は
偶
然
で
あ
る

W

做
さ
れ
る

O

L次
に「k

的
を
創
迆
取
观

W

し
て
觀
察
し
"
こ
の
胳
现
の
下
に
世
界
經
過
の
機
權
並
び
に
人
類
の
意
忠
行
動
ミ
離 

れ
たS

然
的
生
起
が
從
ふ

V

見
る
し
な
ら
ば
、「

斯
か
る
合

2
：

的
的
规
楚
に
一
致
せ
ざ
る
一
切
の
機
械

.的
紡
粜
は
偶
然

W

考
へ
ら
れ
る

u°(

lc)

尔
汴
ぶ
に 

於
て
は
、
偶
然
 

>

」

は
费
す
る
に

「

人
類
の
、

_個
物
に
對
す
る
觑
察
の

〗

现
象

/
,17〕

な
の
で
あ
る

0

「

偶
然
は
、
凡
ゆ
る

.場
合
に
於
て
教
々
の
觑
察
の
原
现
で
あ
つ
て
、
也
起
の
取
理
で
は
な
い
の
で
あ
る

0
そ
れ
は
、個
物
が
何
部
か
の
方
法
に
た
て
哿 

1
1

ょ
リ
分
た
れ
る
限
り
、
個
物
の
见
方

(

>
§
1

_
§
^

3
ぎ
>
で
あ
る

0」

，
3

そ
れ
は
普
遍

'に
對
す
る
實
花
股
现

^

^

5̂*
2.
5

た
る
こ

--
?j

を
：̂
な
い 

の
で
あ
る
。「

論
?'
|
!的
意
義
に
於
て
は
、
宛
義
に
含
ま
れ
ざ
る
特
涨

Q

 

メ
ル
ク
マ
ア
ル
は
、

#
!:
:■*遍

概
念
に
對
し
て
の
み
偶
然
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
倘
別 

槪
念
に

w

つ
て
は
、
論

Ji
l
l的
に
一
切
の
メ
ル
ク
マ
ア
ル
は
、
等
し
く
必
然
的
で
あ
る

..
0

「

现
赏

-1
|
|
:
界
に
は
、
個
別
概
念
に
相
靡
す
る
本
源

c
w
e
s
e
n
〕

或 

は
事
.
K
の
み
が
亦
布
す
る
。

.從
て
諭

1>
|
[的
偶
然
！
！
は
-'
弭
々
の
認
識
の
哿
遍
槪
念
に
對
し
て
の
み
妥
常
す
る

0」(

19〕

即
ち
、概
念
を
榴
成
す
る
に
常
つ 

て
、

一
群
の
諸
現
象

S

共
通
的
メ
ル
ク
マ
ア
ル
を

W

つ
て
*
此
の
-哿
遍
的
類
槪
念
ミ
す
る
の
で
あ
る
が
、
各
個
別
槪
念
の
右
す
る
特
姝
的
メ
ル
ク
マ
ア 

ル
は
、
縱
令
そ
れ
が
济
個
別
槪
念
に
ビ
っ
て
必
然
的
な
檇
成
要
素
で
ぁ
っ
て
も
、
份
前
农
即
ち
類
槪
念
に
對
し
て
は
偶
然
ミ
認
め
ら
れ
る
の
で
ぁ
る
。

從
て
偶
然
蚀
は
槪
念
梆
成
過
栉
に
於
け
る
抽
象
に
ょ
つ
て
亦
す
る
も
の
で
あ
る
ビ
云
へ
る
。
個
別
槪
念
は
齊
遞
脒
念
に
對
し
て

W
然
で
あ
：る
。
そ
し
て 

此
の
偶
然
は
亦
、
個

.體
め
特
質
を
形
作
る
ビ
と
ろ
な
の
で
あ
る

0-

グ
ィ
ン
デ\

 

V

ン
K
の

「

偶
然
論」

の
結
論
は
、
.次
の
言
葉
?:
以
て
始
ま
る
。「

す
べ
て
人
類
の
ロ
心
惟
に
ょ
つ
て
普 

遍
者
ど
特
殊
者
ど
が
分
た
れ
o
ご
こ
ろ
で
は
、
偶
然
性
の
現
象
が
生
ず
る
。
現
實
世
界
は
普
遍
者VJ

特
殊
者V

J

の
完 

全
な
る一

致

(
I
d
e
n
t
i
t
s

ど

し

て

共

-)
£

の
作
用
の
內
的
絲
一
を
知
る
の
み
で
あ
る
|°「

乙

の

普
遍
潜
^

特
殊
者 

ど
の
現
實
の一

致
は
、
思
惟
必
然
的
要
請V

J
3

れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
人
類
の
理
性
は
之
か
ら
離
れ
て
ぬ 

て
、
之
を
充
足
す
る
^
至
ら
ず
、
寧
ろ
思
他
過
程
の
抽
象
的
性
質
^
ょ
つ
て
、
常
に
普
遍
者
ど
特
殊
者
ど
の
區
別
か 

ら
始
め
て
、
該
一
致
を
理
想
ど
し
て
之
に
漸
次
に
近
づ
く
ど
い
ふ
の
が
其
の
最
高
の
行
爲
で
あ
る
。」

ハ20)

，既
述
の
擧
は
、

一
鮮
の
現
象
中
^
共
通
の
メ
ル
ク
マ
ァ
ル
を
求
め
る
。
乍
併
其
の
體
系
の
中
に
於
て
は
、
固
物
を 

排
斥
す
a

の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
個
物
は
學
に
ょ
つ
て
、「

普
遍
者5

.

生
命
あ
る
實
現
ど
し
て」

解
5
れ
又
、「

it
界 

經
過
を
以
て
之
を
規
定
す
る
现
性
の
繼
續
的
示
現」

ど
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「

偶
然
な
る
も
の
の
完
全
な
る
止
揚
は
、
一
瞥
を
以
て
諸
形
態
の
全
佌
界
を
把
搌
し
、
且
一
鼓
動
を
以
て
諸
生
起
の 

全
世
界
を
遂
徹
す
る
無
限
の
精
神
に
^
つ
て
の
み
、
可
能
で
あ
るV

J

云
へ
ょ
ぅ
。
然

か

も一

切
の
學
的
、，
遒
德
的
、

藝
術
的
_

は
、
偶
然
性
に
對
す
る
倦
ま
ざ
る
且
少
く 

f

個
々
の
»

に
於
て
常
に
勝
を
得
つ
、
あ
る
戰
で
あ
る
Z 

ど
を
確
信
し
得
る
の
で
あ
る
。し
C21〕

之
が
グ
ィ
：X

デ
M

バ
ン
ト
の
言
葉
で
あ
る
。
現
實
世
界
K
は
偶
然
的
個
體
が
常
^

#
在
す
る
。「

偶
然
的
な
る
も
の 

が

類(
G
a
t
t
u
n
g
)

 

S
個

體

(
J
p
d
i
v
i
d
u
u
m
)

ど
の
分
岐
！！」

2̂〕

な
.の
で
あ
る
。
劳

し
<1

の

個
,|
1

を
取
^

個

體

ど

し

て

.
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第

一

號

九

身

放
置
す
る
に
i t

ま
る
f

ば
、
ダ
ィ
？

ル
バ
ン
ト
の
舉
的
寄
與
，は

で

識

者

の

注

意

を

惹

く

こ

^
は
な
か
つ
た 

で
あ
ら
ぅ
o

然
し
事
實
ば
之
ど
反
す
る
。
現
實
世
界
k

存
在
す
る
個
物
は
.、
m

な
る
偶
然
的
な
も
の
ど
し
て
の
み
看 

做
す
こ
ど
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
其
の
知
識
を
、
现
性
必
然
性
並
び
纪
普
遍
粱
常
性
を
缺
く
偶
.然
的
な
る
も
の 

^

し
て
見
る
^

北
ま
る
こ
ど
を
得
な
か
つ
た
0

彼
が
上
記
の「

偶
然
ど
法
則」

の
頊
の
下
^

問
題
^

し
た
學
は
、
云 

ふ
迄

I

く
力
ン
ト

の

、

從
X

亦
其
の
時
代
に
於
け
，る
學
で
あ
る
。
然
か
も
グ
ィ
ン
デ

,
バ
ゾ

ト
は
ょ
く「

力
ン
ト 

を

辯

」

し

た

の

，で

あ

っ

た
:0

即

ち

彼

は「

偶
然
論」

の
結
辭
k

於
て
見
ら
る
る
が
如
く
、
養

世

界

芸

在

す

る
 

個
體
的
偶
然
に
對
す
る
.倦
^

ざ
る
戰
，R

、
人
類
の
努
力
を
見
出
し
た
の
で
、あ
っ
たo

人
類
の
努
力
は
此
の
妈
然
の
究 

明

^

向

け

ら

れ

る

の

で

あ

る

0

之

を

彼

は

確

信

し

た

の

で

あ

る

0

玆

代

被

が

「

力

ン

ト

を

超

越

」

し

だ

一

而

を

見

る 

乙

？

は

、
決

し

て

理

ぅ

無

皇

m

說

で

は

あ

る

^

い

。

‘ 

、

倔
物
に

^

す
彼
の
辭
心
は
以
上
の「

偶
然
論」

^

ょ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
然
か
も
彼

^

あ
っ
て
、
そ
れ
は
關
心
の 

ぁ
る
之
ど
を
示
す
だ
け
の
ネ
の
で
は
な
か
っ
た
。
其
の
'「

偶
然
論」

は
單
に
偶
然
の
諸
意
義
を
明
か
に
し
た
も
の
.£ 

の
み
#

^

•る

へ

き

も

の

で

は

な

い

。
纏
て
此
の
個
物
は
知
識
の
對
象
ど
S

る
ベ
さ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
を
の
^
 

識
ば
學

I

で
高
め
ら
れ
、
經
驗

S

の

一

っ
き
し

V
、

即
ち
自
然
科
學
ど
相
並
ん
で
存
在
す
ベ
農

T

し
\し
見
ら 

5

1

.あ
る
§

现
說
ピ
な
る
も
の
で
あ
っ
化
の
で

_

|

0

約
四
半
批
紀
の
後
汔
自
然
科
學
ミ
歷
史
學
|

區 

別
す
べ
き
を
說
ぃ
た

0M
は
、
確
か

^

劃
期
的
な
も
の
で

'

ぁ
る

o

そ
れ
は
方
法
論
上
：に
於
て
、
メ
ン
ガ
ァ
ょ

6

の
M

 

辟
ぐ」

見
ら
る
‘

べ
$

も
の
で
あ
る
°

然
し
夺
れ
は
グ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
自
身
に
ぐ

」

つ
て
は
亦
、
此
の

「
£

2
然

^
」

こ
人
、
、 

て
芽
生
え
た
も

の

の.
C

2 3)

結
實
だ
つ

た

の

で

あ

る
0

：

.

.

.

.!

■

[

!—
—

.

.

.

.

「

歷
f

 

|

料
學」

£

け
：I

問

分

露

は

、
若
し
.
.グ
ィ
ゾ
デ
ル
パ
ン
.ト
が
旣
往
|

學

泛

I

れ
て
、
を 

れ
ょ
々
一
步
も： d

で
な
い
の
で
あCV

た
な
ら
ば
、
到
底
爲
し
能
■

る
f

ろO
T
P

の
で
あ
る
。
彼
が
取
な
る
力
ン 

ト
の
學
徒
S

J

 

S
た
f

ば
、A

ゾ
ト
S

S

S

概
念
は
依
然
£

5

 

?

>祖

管

れ

S

止
ま 

つ
た
で
あ
f

o

然
し
彼
は
よ
く
力
ン
ト
の
學
の
H

張
し
補
充
し
た
？

あ
る
0

5

ま
で
J

 
く
力
ン
ト 

の
學
の
槪
念
は
、
，.
力
ン
ト
の
哲
學
e)
.
然
ら
し
め
f

s

で
.あ
る
。
從
て
此
の
清
f

.
補
充
S
は
、
'力
ン
ト
I

® 

，し
2

哲
學
を
有
し
て
、
始
めV

可
能
S

ベ
I

の
で
あ
る
。
愛
5

て
、
グ
ィ
ン
デW

V

ト
の
爵
分
類
は 

ゥ
ィ
ン
デ
ダ
バ
ン
ト
の
哲
學
に
よ
？

始
め
.
.て
爲
し
得
f

云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。「

即
ち
彼
の「

カ
ン
ト
^

し 

た
る
哲
學
を
知
つ
て
Z

そ
、
其
の
區
別
の
.理
說
は
眞
R
解
^
る

ベ
i

の
で
あ
る
o

幽
0
て
筆
渚
は
其
の
解
f

直 

f

ら
し
S

■

含

、
グ
ィ
ン
デ
グ\

ン
ト
が
カ
ン
ト
の
哲
f

 

s

s

f

e

 

す
る
i

を

知

る

素

よ

I

れ

は

瞥

見

皇

慕

い

。
然

し

蕾

提

起

せ

ら

れ

た

墨

の

现

解
k
役
立
ち
得
る
も

の
た
ら
ん
i

k

、
筆
者
は
努
め
る
で
あ
ら
ぅ
。
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^
2〕

^

r̂
J

lc
ヵ
て.
は

.1
|

\
の

-i
i
l-
s
i

^
ri
r

に
.

ト
レ
ン
ド
レ
ン
フ
ル
ク
の

JJ
L.
說
の
UI
'/
»

を
多
く
见
る
の
で
あ
..
る
。

.

三

•

ウ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
、
カ
ン
ト
の
哲
學
を
文
化
哲
學
ビ
解
す
る

v
j

さ
、「

力
ン
ト
5:
理
解」

す
る
所
以
で
あ
る

€

し
た
の
で
ぁ
っ
た
。
.
そ
れ
は
如
何
に
し
て
で
あ
る
か
。
云
ふ
迄
1

C

、
此
の
爲
め
^

は
グ
M
ン
デ
々
バ
ン
ト
の
® 

學
を
知
ら
ね
ば
f

 

g

o然
し
筆
者
は
便
宜
J b
、

彼
の
力
ン
ト
哲
學
^

對

す

る

解
釋
を
.最

初

述

べ

る

I

に

し

た

い

0 

ゥ
ィ
ン
テ
ル
パ
ン
ト
R
據
れ
ば
、
力
ン
ト
の
不
朽
の
.功
續
は
綜
合
的
意
識
の
發
見
で
あ
る
。「

f
方
に
紀
|
!
2
?
が
あ
み
、
 

他
方
^
表
象
が
あ
る
。
そ

し

て

若
し
表
識
が
認
識
た
る
べ
さ

な

ら

ば
、
そ
れ
は
現
實
の
摸
寫
.で
あ
る
。
之
が
即
ち
力 

ン
ト
以
前
の
哲
學
並
び
S

常
の
考
へ
方
全
體
の
根
本
豫
想

」

で
あ
っ
た
。「

表
象
が
斯
の
如
i

の

で

あ
>

#
る
か 

ざ
ぅ
か
、
如
何
^
し
て
3
ぅ
で
あ
々
得
る
か
。
之
が
カ
ン
ト
以
前
の
認
識
論
の
問
題」

c

i
で
あ
0
た
。
乍
併
、J
七 

八

一

年
^
純
释
^
性
.批
判
が
公
け
^

^
れ
て
，か
ら
、
哲
學
的
意
識
が
世
界
を
與
へ
ら
れ
た
も
の
、
意
識
^
反
映
^
れ 

?

の
^
し
ズ
考
ス
.べ
&

で
あ
f

い
ふ
如
き
解
釋
は
終
6
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。「

吾

々
が
所
與
€

看
做
す
一
切
^

は
、
顧
^
,吾
.タ

の

：
，
理

性

活

動

が

潜

.人
で
ゐ
名
の
で
あ
る
0
從
て
事
物
.火
樹
す
る
吾
.々

の
離
識
權
利
は
、
：全
く
.吾
々
が 

該
.事
物
2:
吾
々
^
.對
し
て
初
め
て
.創
造
ず
る
の
‘で
あ
る
ご
い
ふ
見
解
に
迤
い
て
ゐ
る
。
©
々
は
吾
々
が
體
驗
す
べ
さ 

世
界
を
、
':

先
づ
’吾
々
自
ら
自
已
の
所
有
？
し
犮
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

:
こ
の
：こ
.ど
は
晋
々
が
必
ず
選
擇
を
體
驗
し
又
之 

を
必
ず
秩
序
あ>

:

關
聯
に
於
て
：體
驗
し
#

f

>

ふ
鄭
蔥 

暴

々

の

* 

識
の
_
成
そ
の
；も

0
代
於
セ
求
め
ら
：れ
得
§

ビ
.い
.ふ
.前
提

^
*
く
。
吾
々
：の
體
驗
ず
る
他
界
は
菩
々
の
所
爲(Tat

)， 

で
あ
る
し
'?)

^
猡
取
の
如
さ
廣
大
な
世
界
か
ら
經
驗
的
意
識
^
入
々
來
る
も
；の
：は
僅
か
^
そ
0

I

小
截
而
k

過 

ぎ
な£

ミ
ぃ
ふ
i

、
'
.又
斯
.の
如
產
驗
は
各
人
に
於
て
夫
々
各
自
の
靡
.の
閱
歷
^
從
ひ
特
：殊
の
仕
方
：で
構
成
さ 

^
 

 ̂

 ̂

 ̂

$

 

K
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0

0

M
 
0 
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 ̂

i

 
^

Z
ど
で
あ
.つ
た
o

力
ン
ト
k
於
て
特
筆 

4
'へ
会
飞
，の
'は
被
か「

其
；の
.批
判
的
分
析
^
於
て
、
如
何
な
务
權
利
を
以
^
先
天
的
綜
合
判
斷
即
ち
ー
切
の
«
驗
に

璧
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九

、

對
し
普
遍
的
必
然
的
に
妥
當
す：

ベ
，さ
輝
*性
，機
能
は
、
經
驗
ょ
ヶ
發
生
し
-/
2
個
人
意
_

^
於

，て

可

能

で

あ

る

か

ど

い

ふ 

.問

題」
(

3 

3を

出

露

セ

す

，る

線
.合

的

意

識

の

發

見

で

あ

る

。

.'
ン 

.
そ
れ
は
ゥ
ィ
ン
テV

V
V

ト
自
ら
の
言
葉
?:
借
：.ぅ
て
い
，ふ
な
ら
ば
^

.せ
る
警
®

f

的̂
、
必
然
的
判
斷
が
苟
く
も
存
在
す
べ
さ
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
.た

驗

的

聯

合

並

び

^
统
覺 

::の
間
£

、
，先
驗
的
綜
合
が
支
配
せ
る
之
ゼ
^

ょ
つ
七
の
み
可
能
で
あ
る
。
先
驗
的
綜
合
ミ
ば
即
ち
事
實
そ
の
も
の
に 

:1
:1
'|
が
^

、
然
か
も
經
驗
的
意
識
の
遝
動
か
ら
獨
立
せ
る
如
：さ
：%

%
か
：§
か
で
あ
.る
。
斯
の
如
さ
綜
合
が 

先
驗
^
叙
&

の
.形
式
で
あ
ぅ
又
斯
の
如
さ
#
遍
妥
.當
的
綜
合
(<
:
依
つ
て
產
-̂
せ
ら
れ
た
0
對
象
の
也
^
は
加
可
な 

5
對
象
名
存
在
し
な
い
ゼ
»

す
る
の
が
：、
如
ち
先
驗
的
觀
念
論
で
_あ
る
。」 (

4〕

典

の

逢

的

觀

念

論

i

は
：、
'
グ
ィ
ン
デV

V
V

ト
S

:へ 

ろ
‘の
、
あ
ら
吵
る
：文
化
機
能
.の
理
解
：̂
對
す
る
根
本
的
解
釋
な
，の
で
あ
る
。

■'
.
何
艺
な
れ
ば
述
化
ビ
は
、要
す
る
^
人
間
の
意
識
が
其
の
迦
挫
的
規
定
^

ょ
つ
て
所
與
か
ら
作
A
出
し
た
名
の
の 

總
體
化
，外

な

-.
&

な
い
。.
而
し
.て
先
驗
哲
學
の
樞
耍
»

は
、
菩
々
が
所
與VJ

し
て
一
般
R
其
の
儘
受
け
容
れ
て
ゐ
る
も 

-

.

の
の
中
に
も
、
そ
れ
が
普
遍
妥
當
的
經
驗
^
し
て
表
明
せ
ら
れ
る
ど
さ
に
は
、
：か
|»
^

1

の̂
法
則
、
即
ち
客
«
的
^

妥
常
す
べ
さ
包
聒
的
_

性
形
式
^

從
ふ
鹼
合
が
、
旣
に
存
在
し
て
ゐ
尝
い
ふ
ヵ
ン
ト
の
涧
察
^

あ
る
。」

f

如 

き
.理
性
活
動
は
、：
學
^

し
て
知
性
の
法
則
か
ら
世
界
を
新
た
^

創
造
す
る
こ
ど
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
は
文
匕
人
の 

あ
ら
.ゆ
，-:
/
3
_實
踐
的
及
び
美
的
態
度
'

V
J

嚴
密
.に
同
一
な
構
造
を
有
す
る
も
：の
で
あ
る
o

さ
れ
ば
文
化
哲
學
ビ
し
.て
の
先 

驗
的
觀
念
輪
の
實
際
的
統一

は
實
S

- R

存
す
る
の
.で
あ
る
o」

l

即
ち
先
驗
哲
學
s

f

文
化
哲
學
ど
の
間
k

麗
^

^

™

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

™_

_

_

_

_!
.
. ..丨
 

_ 

1

は
密
接
な
類
緣
を
存
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
か
I

的
必
然
性
k
よ

，

つ
て
批
判
主
義
は

「

一

の
文
'化

翼

、
然

か
^
呱
一
の
文
化
哲
學」

v

な
つ
た
の
.で
あ
る
。「

文
化
は
、
劍
造
的
綜
合
の
意
識
^
於
て
其
の
自
覺
^
到
達
す
る
。

何
^

な
れ
ば
、
文
化
は
其
の
最
も
深
奧
な
本
質
^

從
つ
.
て
解
せ
ら
れ
る
ど
^
1/

之
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
か
ら
で 

あ

る

,0
?〕

,

r

力
る
觀
M

I
の
下
^

;/

て
は
人
間
の
理
性
活
動
は
す
べ
て
文
化
生
活V」

し
て
表
現
せ
ら
る
ベ
く
、
愛
^
於
て
諸 

文
化
形
象
を
生
じ
、
文
化
價
値
以
外
^

價
値
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
乍

併「

文
化
哲
學
k

V

J
っ
て
科
學
、
生
活
秩 

跨
及
び
霞
術
等
の
各
样
殊
文
化
形
象
は
、
现
性
に
'
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
运
在
の
一
截
而
、
即

ち

籠

警

實

在

そ
 

の
も
の
か
ら
の
選
擇
並
び
k

新
■

成
ど
考
へ
ら
れ
る」

(

7〕

の
で
あ
る
か
ら
、
文
化
ど
■

せ
ら
れ
る

I

切
の
も
の
の 

「

究
極
的
關
聯j

即
ち
文
化
價
値
の
總
體
が
豫
想
せ
ら
る
ベ
さ
も
の
で
あ
るV

沄
は
ね
，
な
ら
な
い
。

グ
、v

デA

 V

ン
ト
.が
、

：1
'八
八
.ー
-'
?

の
論
文「

哲
學
^
は
何
ぢ
ゃ」

に
於
て
哲
學
5:
、「

組
織
的
なc

歴
史
的
で
は 

な
く〕

意
_

^
浆
て
.普
遍
妥
當
的
諸
價
値
の
批
判
的
學」

0

0
ど
解
し
た
乙
.ビ
は
有
名
で
あ
る
。
然
か
も
.妓
k
云
ふ
價 

値V」

は
學
的
範
圓
^
於
け
る
眞
の
み
な
ら
ず
、
道
德
to
範
圓
k
於

け

o
善
、
美
的
範
B 1

に
於
け
る
美
を
も

含
む
V〕

の
.で
あ
る
。：
從
て
此
等
の
諸
價
値
の
批
判
を
行
ふ
哲
學
.は
、
當
然
上
述
の
文
化
槪
念
規
定
k

よ
っ
て
文
化
哲
學
秦
 

3

れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
.
で
あ
る
0
;:
:

:

;•

.

斯
の
如
く
ダ
ィ
ン
デ
ル

V

シ
ト
は
、'

文
化
の
槪
念

R

中
心
的
意
義
を
賦
與
し

.

て
、：
以
て
力
ゾ

ト
の
批
判
哲
學
を
纊 

承

し

，
た

の

で

あ
：：

つ

た

。

彼

は

其

の

學

說

^

於
て
ヵ
ン
ト
の
學
徒
で
あ

'o

た
：が
、
然
か
も
之
を
補
充
し

®

張
す
る

Z
ビ 

は
常

^

怠
.

ら
な
が
つ
：た̂

乙

：
ろ

：
で

あ

，
つ

：

'

た

：？

其

の
1

:

而

を

亦

球
. ^

見
得

>

0

>

/

云
は
ね
ば
な
ら
な
：い
。
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卜
^

記
の
如
ぐ
彼
^

於
け
；る
哲
學
は
：、
：：_

の
對
象
ょ
主
衣
へ
：'ば
#

遍
妥
當

W
へ

ば

批

判

的

學

で

：
あ

る

。
.
：そ

し

て

彼

ぼ

含

 

秦

衡
.撕■

Beurteilung)

せ

の

^
^
理

的

區

別

か 

ら

、
，
及

び
#
生

的

方

法̂
批

判

的

方

法

VJ

の
分
岐
か
ら
し
て
、

：

其
め
學
的
必
^̂妖 ̂

筆
者
は 

*

此
等
を
知
る
乙
^
が
、
,#
の
全
理
說
の
理
解
を
衣
す
け
る
も
の
で
あ
る
乙
ビ
か
ら
し
て
、
次
節
^
於
て
一
瞥
を
興
ふ 

る

の

一

で

あ

る

ラ

；

'

'

■ 

o
l 

w 

^
3
3
p
3
c
o
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 ̂

s
- 

w
- 

w
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M
N
^
.
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I
l
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p
h
f
o
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l

e 
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l
l
e
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n
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K
u
l
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u
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i
l
c
s
o
p
h
i
e
.

 

S
.

 260
.

.カ
ン
ド
の
ぅ
驗
旁
擧
の
解
說
書
^
し
て

 

w
.p
u
e
r 

Ehrlich、
Kant und Husserl: Kritik der transzsdcntalcn und der Ph2.no- 

menologischen M
e
l
e
.

 1923.
は
筋
明
で
あ
る
。
今
本
節
に
於
て
問
題

W

し
て
ゐ
る
先
驗
哲
學
、
特
に
先
驗
的
方
法
に
就
て
は
同 

書
、
五—lj

六
莨
に
亙
っ
て
要
を
得
て
記
述
さ
れ
て
ゐ
る°

.

.、
：

(

5

.

)

 

'
w

s-delbacld, ..KUlturpM.losoph.ie，
S. 

2
6
4
..

デ
ィ
ル
タ
イ.は
云
ふ
、

「

先
驗
韧
學
な
る
表
現
は
、
人
問
の
創
造
的
本
蚀
ゼ
、
認
識
の
极
據
、
更
に
其
の
也
ー
切
の
綺
神
的
作
業
り
泛
據 

メ
し
て
歸
せ
し
，む
る
ー
切
の
方
向
を
包
括
す
る
0
し(

0

ロ5 n
a
t

CJrliche 

s
-^
t
e
s der 

Geisterwiss.sscllaften 

i
m

 

1
7
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T
a
h
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-
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s
l
o
a
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^

.

.此
の

I

規
定
に
赞
す
る
者
の
一
人

1
、

マ
ア
ル

•フ
ル
ク
學
派
に
屬

す
,
,

f

る
f

ィ
バ
ア
ト
が

I

。

(

I

,
 

L

【

l

 

?

P
r
o
b
l
e
m
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e
r

 

G
d
t
u
a
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A
u
i
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n
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a
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四

：
：

'

グ
ィ

_

i

バ
ン
ト
は
次
の
如
く
：
f

の
で
あ
る
、「

1

.
の

課

胃

1

S
對

象

实

の

中

で

屢

さ

れ

t

記
f

 

4

1又
は
說
別
さ
れ
た 

^

れ
る
へ
き
判

f

、
他
の
I

s

方
で
肯
ぞ
た

I

は

の

'

S
な
S

S

5

さ
れ
て

t

l

は
價
値 

讲
f

 q

 

S

る
。」

r

l

Vで
は
此

Q

.

f
 

I
判
斷

5

如
何2.

裔

さ

t

5

1

已
の
見
解
を
墓
的
に
或
は

I

的

S

S

.
は
す
命
題
は
、
孰
れ

.もJ

見
同
S

.
外
.觀
を
有
し
て
ゐ
る

0
其
S

文
法
上
は

I

I

 

式

を

ま

の

で

：あ
る
け§

、
|

的
に
.は

要

相

違

し

裏

義

を

有

す

る

判

斷

及

び

價I

f

 

£

 

ネ

?

之
を
f

な
ら
ば
、
齊
タ
が

I

Q

I
を

素

す

I

題
.裁

れ

も

：文

法

式

か

秦

へ

ば

、I

s

辭
が
附

H

然
し
と
の
虫

f

質
f

 

s

f「

l

.

:

Q 

I

S

I

I

し
.
T

t
 ニ
つ
の
內
容

i

あ
る
。

I

肩
斷
片
於
|

、「

|

|

係

が

か
S

1
っ

の

内

實
f

す
t

のV

し
て
或

I

f

れ

、
或
I

f

れ
I

 

I

る
。
之
に
對

t 

T 

l

^

s

l

i

f

t

f

 

L
.
T
' 

^
.
5

^

^
0
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 ̂

t

f
 

^

X

«

^

意

妹
す
る匕

：}.4

合
.

L
.

ば 

' そ
の
命
題
は

'疆

判

斷

な

の

で

も

る

。
換
言
す
れ
ば.列
斷
は
ニ
つ
の
表
象

S
:

容
の
妻
的
關
係
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
 

養

判

斷

の

_

ば
類
I

I

明
I

s

 

'
之
S

.
し
て「

I

列

斷

裏

^

も
のF

あ

气

I

何
れ
の

I

判
斷
l

.

f
 

I規

管

し

て

聋

画

耍

さ

：
I

s

て
t

。
故

益

れ

§

値
列

s

、
_

銮

認

為

れ

か

日

的

形

式

を

採
.つ
て
現
は
れ
 ̂

.

'
斯
I

く
判
斷
.

1
値
判
斷

V

は
相
分
た
.れ
る
I

t

:
が
、「

菩
々
|

惟

裏

度

即

ち

眞

窆
 

形
成

.

I
て

豪

さ

れ

：：る
純
粹
理
論
的
な
表
象
結
合

)

は
す
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七
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ち
S
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^
^
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第 
S

:

1
〇
ニ

該
列
斷
の

.屮
に
樂
成
さ
：れ
た
袈
象
：結
合
が
妥#

か
又
は

.个
妥
當
を
言
ひ
現
ば
す
扣
ら
で
あ
る

-
純
雜
规
論
的
判
斷
は
本
來
た

^
疑
^

の
揚
合
^
の
み
即 

ち
あ
る
，斑

象

結

黎

W
來
.上
.つ
へ
で
ゐ
s.
ネ
み
で

'あ
つ
：て
、
.典

泛
M
现
愤
値
校
就
：て
は
 

. 

.

ら

れ

气
1

の

判

斷

が
-#
班
或
は
ポ
：
宛
：さ
れ
；る
.や
群 

ぬ
ち
に
倒
値
列
斷
を
示
ナ
の
；
で
あ
：る
9
故
に「

I
I

識
の
命
題
は
^
脱
K
判

斷

ミ

愤

値

判

斷

，

w

の
紐
合
せ
を
：含
ん
で
ゐ
る0
即
ち
貴
定
か
否
定
か
に
よ
つ
て 

其
の
.眞
.理
倒
他
が
決
宛
さ

.れ
：た
：表
象
結
合
な
の
で
あ
るP
M
C
5

〕

浙

か

る

判

厳
W

M

値

判

斷

せ

，
の

論

现

的

區

別

が

.
、
;
.
グ

：：

ィ
シ
デ
：ル
パ
ン
ト
：に
於
て
は
、
特
殊
科
學

^

^
學
ミ
を
對
象
か
ら
區

^

す
る
も
の
で
あ
づ
た
。
 

特
殊
科

.舉
Iは
那
論
的
判
斷
を
櫞
成
す.る
の
で
あ
る
。
そ
れ

^
、
膝
史
的

'記
述
的
舉
科
ミ
し
て
、
說
明
的
科
學
；
し
て
_、
數
學
的
科
し
て
構
成
す
る 

判
斷
は

3
す
ベ
て
或
る
場
合
に
は
；非
：常̂
特
姝
的
；で
あ
リ
他
の
場
合
に
は
非
常
に

.
s
f
.
的
で
あ
ら
ぅ

^
も
亦
典
の

.認
識
.論
的
意
義
.が
非
常
片
賴
々
形
づ 

け
ら
れ
よ
ぅ

w

も
、
.表
象
結
合
即
ち
表
象
さ
れ
た

.、干；辭

w

丧
象
さ
れ
た
鍵

I辭
ミ
の

.連
結
を
舍
ん
：で̂

リ
*
北
ハ
の
連
結
の
眞
观
俏
値
は
學
に
よ
つ
て
規
定 

• 

せ
ら
る
ベ

.

I
の

で

あ

る

1.
°
そ
；し

て

|
學
は
^
㈱
の
；領
减

k

於

..
^
絕
え
ず
定
セ
否

.

.̂^
;

、
n

g

l

v西
認v

を
'な
し
、
又
典
の
.部
門
に
於
て
此
の
沽 

動
を
、

ー
.般

に

人||
1
]
の
现
解
に
界
れ
ら
：れ
得
る
あ
ら
.ゅ
る
對
象
2

切
め
經
驗
的
對
，象

)

に
擴
張
す
る

'
0

」

9

0

;從
て
货
學
が
、
斯
の
如
く
特
姝
科
學

1C 

.

よ
つ
て
ト

|-
|
め
ら
れ
て
ゐ
る
對
象
の
：中
か
ら
若
干
を
勝
手
に
選
撺
し
て
，約
說
す
る
と
：：

^
^
1欲
す
る
な
ら
ば

-
-
街

^

は

單

な

る
借

物

か

ら

.
成

.
立

つ》

sc
f l
2 

.
ば

，
な

ら

な

い

0

贺
舉
が
獨
切
独
を
苻
す
る
が
爲
め
に
枯
、
典
の

#

體
を
他
：の
諸
私
學

^
,は
：興
：：る

於
て
#

學
は
其
の
'
殘
さ
れ
て
：ゐ
る
客
體
ミ
し
て
调
値

.
判
斷
を
得
る
の
.
で
あ
る
0.
然
か
も
偷
铒
學
が
獨
立
的
た
ら
ん

,

す
る
な
ら
ば
、
他
の
諸
努
が
北
ハ
の 

咨
髂
に
對
す
る
如
く
之
に
關
係
し
て
は
だ
ら
な
い
で
あ
ら
：ぅ
？
即
ち
贺
學
は
價

# :
判
斷.
を
記
述
し
.
て
も
說
叨
し
て
_も
な
ら
な
い
の
で
あ
る

o

で
は
、
如 

何
な
る
出
發
點
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
。

袋
に
於
て
ヴ
ィ
ン
デ
ル

X

ン
ト2

云
ふ
、「

荷
も
個
人
或

2

蓉
に
於
て
完
成
さ
れ
る

M
値
判
斷S

、

す
べ
て
心
的
生
：

：4

し
く 
S

的
な
產
勿
で 

あ
る
。
そ
れ
故
に
此
の
方
而
か
ら
一

K

ふ
f

ば
、
愤
値
列
斷
は
皆
湯
な
權
利
を
有
し
て
ゐ
る
。
即
ち
如
何
樣
に
现
れ
よ
ぅ

|

、

一
度g

は
れ
る
な 

.

ら
ば
、
愤
値
判
斷
.
ば

荷

蜜

原

5:
を
特
0
て
ゐ
る
。
管
な
れ
ば
沿
し
此
の
留
が
な
け
れ
ば
現
れ
な
い
で
あ
ら
ぅ
か
％

」

斯
く
て
彼
は
次
の
如
く
招

I

す
る

•、、
い
ふ
こ
篇
、

f

は
斷
f

し
て
確
信
し
て
ゐ
る
。
確
か
に
、
何
人
も
已
が

I

す
る
如
く
に
、
必
然
的

2

1
す
る
。
そ
し
て

I
 

の
或
は
他
人

I

f

、
必

當

E

s

f
 

Q

S
さ
ね
ば
な

|

い

燈

、
眞

す

？

言

。

I

息

法

則

：s

s

f
る
此
の
必 

然
的
な

r
、ミ
し
て
の

S

F

%
し
て
、
T

5
的
S

値
規
■

あ
5

ニ
ふ
こ
1

5

は
.
■

しP

ゐ
る
。
そ
し
て
此
の
凝
規
浮
於
て
そ
の
こ 

ミ
が
S

尜

か

V

い
ふ
I

は
叫
は
ず
に
、
？

？

に
就
て
決
？

ら
る

.

^
な
の
で
あ
る
。
と
の

1

4

々
は
I

っ
て
ゐ
る
。
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ば
f

が
f

或

る

蒙

を
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f

の
必
然
的

•

象
S

の
极
據
に
立
っ
て
眞
で
あ

I

し
て
I

す
る
f

に
は
、
此
の
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の

表

象
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々
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っ
て
の
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な
ら
ず
、
他
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總
て
の
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に
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っ
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し
て
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す
べ
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で
あ
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一
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ふ
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1
よ
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も
他
の
意
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、
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し
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が
っ
て
ゐ
な
い

I

ぁ
る
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2

還

i

M
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て
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總
て
の
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が
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證

し
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し
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な
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篇
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す
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對
的
憤
他
列
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可
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？
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判
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も

S
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な
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*
又
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然
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あ
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i

髪

i
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あ
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ー
ィ
力
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ふ

こ

つ

.て

其

の

ず

i
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和
に
多
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の
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か

2

1
す
る
か
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か
ぜ
い
ふ
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敍
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退w

す
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I

I

性
は
裳

U

S

な
く
し
て
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I

的
な
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で
あ
る
。

S

的
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S
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な
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し
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る
。
倒
锻
列

5

 

必
然
性v

い
ふ
と
>v
に
就
T
も

資

1

で
あ
る

.0
f

が
諭
现
的
、
偷
挪
的
及
び
猜
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塵
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'
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懂
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？
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蒸
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。
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れ
る
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あ
る
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の
判
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に
於
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識
さ
れ
記
述
さ
れ
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さ
れ
る
客
雔
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全
體
に
對
す
る
帶

_
袋
當
的
々
價
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:
列
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、
規
範
に
ょ

.つ
て
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め
て
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能
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.あ
る
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得
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あ
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判
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狀
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等
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反
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.
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あ
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哲
琪
的
方

f

し

て

ン

デ

ル

-:
ゾ
ト
は
何
を
語
る

A

O
そ
れ
は
批
列

t
,

方
法
で
あ
っ

•た
。
そ
れ
は
ガ
ン
ト
の
唱
へ
し

I

ろ
、
級
か
も
ヴ

—

ン 

デ
ル
バ
ン
卜
春
葉
を
借
り
れ
ぜ

W

の
批
判
的
方
法
の

I

;
は
.
•
'自
I

I

性
；̂
以
て
一
切
の
誤
解
を
防
ぎ
又
歷
史
的
事
|

し
て
明
由
に
斷
言 

せ
ら
れ
指
る
ほ
ご

1

義
的s

:

つ
嚴
密
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
體
裁
を
具
へ
て
ゐ
な
か
っ
た

N

1)

.ミ
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

グ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
之
を 

明
^
に
す
へ
：く
努
力
し

.た
。
そ
.し
て
衍
學
を
し
て
祐
の
方
法
か
ら
云
へ

.ば
批
判
的
學
た
ら
し
む
る
と
に
努
め
た
の

.で
あ
つ
た
。

特
徠
科
學
は
其
の

..睽
明
.に
演
鞸
法
を
用
ゐ

.る
に
し
て
も
又
は
歸
納
法
を
用
ゐ
る
に
し

.て
も
、
其
の
認
識
活
動
の
；极
抵
に
は
公
现

(

€

の
艰
認 

力
右
し
て
ゐ
る
と
ミ
は
、
敢
て
云
ふ
造
も
な
ぃ
で
ぁ
ら
ぅ

o「

公
现
の
欺
認
ミ
は
、公
理
に
ょ
っ
て
の
み
辦
货
に
關
し
或
は
事
货
か
ら
し
て
何
事
か
が
證 

汉
さ
れ
指
る
、
換
言
す
れ
ば
何
事
か
が
眞
ミ
し
て
確
證
さ
れ

#

るW

い
ふ
と
ミ
を
窩
味
す
る
^

即
ち
特
殊
科
礙
が
最
初
か
ら
公
现
を
自
明
の
も
の
ミ
し 

て
受
け
容
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

:'
°

ヴ
ィ
ン
デ
ル

.ベX
.

卜
は
会
ふ
、r.

理
論
的
哲
學
た
る
論
现
學
の
課

.題
は
：、
斯
の
如
き
公
理
の
體
系
を
表
示
し
認
識
活
動 

に
對
す
る
公
现
の
關
係
ど
發
肢
す
る
こ

ゴ

に
外
な
ら
な
い

0
」

と
の
と

€ 
§

に
偷
理

■

學
の
方
面
に
も
横
大
し
、斯
く
て

「

•#
學
の
問
題
は
益
の
袋 

常

で

あ

る

い

ふ

S

V
が
.出
來
る
の
で
あ
る
。

(

2〕

云
ふ
^
も
な
く
公
现
は
證
明
さ
れ
得

'な
い
も
の
で
あ
る

o
そ
れ
は
：演
釋
的
に

.も
歸
納
的
に
も

.證
叨
せ
ら
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
何

.ミ
な
れ
ば

「

公 

理
そ
れ
自
身

.が
あ
ら
ゆ
る
演
釋
の
根

.紙
を
鴉
す

.も
の
で
あ
り
、
若
し
假
リ
に
證
明
せ
ら
ル
得
る
ミ
ず
れ

«;
.と
の
證
明
に
對
し
て
、
页
に
ー
餍
鞔
遍
的
な 

る
も
の
、
庇
接
的

.な
る
も
の
、
從
て
觅
に

1

層
高
き
公

.现
が
孙
び
耍
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
り
、
如
何
な
る
歸
納
法
ミ
鞭
も
そ
れ
が
適
用
せ
ら 

る
る
領
域
に
於
て
旣
に
公
理
の
袋

-^
そ
.の
も
の
を
前
提
す
る
が

.故
で
あ
る
。
こ
の
故
に
钾
學
が
諸
擧
に
於
て

」

般
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
浈
釋
的
方
法 

及
び
奶
納
的
方
法

Q

何
H

用
し
#
なs

こ
 ̂
H

明S

マ
あ
る
。」(

0
0

香

於
て

そ

4

は
他Q

方

法

に

ょ

っ

て

管

解

S

ね
ば
な
ら 

な
い
の
で
あ
る

o
.そ
れ
に
は
！一

様
の
仕
方
が
可
能
で
あ
る

H

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
云
ふ
。
即
ち

I

は「

4

1
妥
常
性
を

.示
し
人
間
の
表
象
、寂
欲
及 

ぴ
感
紀
.の
現
赏
的
過
程
に
於
て
斯

の

如

き

公

理

が

.寧

$

赛
要
る
も
の
マ
こ
て
乘
認
さ
れ

.る
と
？
、
換
言
す
れ
ば

そ

れ
が
精
神
生
沾Q

經
驗
的
现
货 

に
於
て
袋
常
し

.
|っ
放
認
さ
れ
て
ゐ
る
原
理
な
る
と
？

V
を
立
證
せ

ん
>」

す
る
も
の
で
あ
る

0
」
「

と
の
揚
合
公
现
は
、
人
問
の
表
象
、
菸
情
及
び
意
忠
火 

定
の
發
逮
に
於
て

自
ら
形
成
さ
れ

-
又
玆
に
於
て
效
常
カ
を
獲
ぎ
し
た
る
琳
實
的
解
釋
樣
式
セ
あ
る
ご
之
が
韧
學
の
發
生
的
解
釋
で
あ
る
。

之
に

對
し
，
 

，て
他
の
方
.法
た
る
批
判
的
解
釋
は
、「

公
棚
に

目
的
：論
的

^ '
然
性
.が
.存

し
、
若
し

.或
る
：n

的
に

し
て
義
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、

其
の

妥
常
は
施 

第
二
十
六

卷

ノ

.
a

0
31
:)

ヴ
ィ
ン
デ
ル
：x

t
に
於
，け
る
歴
史
擧

i

史
の
.發
展
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笫
一
號 

一
 

2

、

對
的
に
承
認
せ
ら
れ
ね
ば
，な
：ら
ぬ
：
エ

ふ

こ
|

示
ず
も
の
で
あ
る

0
々「

敍

忘

て

は

：公
现
は
典

©
辦
货
的
妥
常
が
如
何
嵇
の
範
阐
に
及

.
ぶ
も
^
 

就
て
は
金
く
關
係
な
く
、
.
毒

は
.
f

 

I
的
，を
、.
意
欲
I

な
I

的
を
-

感

情

は

营る
：：！！

的

を

達

成

せ

ん

要

る

も

の

で

あ

る

W

の
前
提
の
ド 

•
 

に
级
常
す
ベ
，
.
合
规
範
で
あ
る

0」 (

4
>
 

:

:

'へ 

.

此
の
®

は
グ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の

f
v

さ
I

I

セ
あ
つ
た
。
そ
れ
は
公

f

s

的
發
生
的
に
の
，み

論

ず|

に
於
て
、
獲

#

せ
ら
れ

#
ベ

蟲
高
の
も
の
：は
、
篤

公

现

ポ

粱

赛

す

る

一

こ

f

織
し
乂
之
を
心

I

f

法
則
t

說
ぞ
得
る
の
み
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
る

O

S

又
、
 

「

發
生
が
ー
谬
は
氛
的
赏
冒
金
く
间
榉
に
、

一
切
の
も

.
の
に
'.
等
し
く
適
合
す
る
、從
て
發
生
的
說
明
に
對
し
て
は
絕
對
的
標
準
な
る
も
の
は
究

〕 

な
い
、
斯
の
.
如
m

M

I

S

そ4

S

しT
.t

し
き
i

l

s

s

ら
な
い
、
何

W

な
れ
ば

t

る
I

t

t

f
 く
|

必
然
，J

に
f

す
る
か
ら
で
あ
る
、

!

溫

泛

？

れ
ば
斯

9
.

f 
t

f

命
題>

/

之

袋

く

2

列

斷

含

、

一
方
侧
人
の
產

S

し
H

T
> 

即
ち
敍
に
於
て
は
規
！
 

な
る
も
，

f

墨

温

な

f

Q
类

f

ね
ば
な
ら
な

4

つ
て
來
る.

S

で
I

。
そ
し
て
此
の
方
法
？

に
於
て
、
縱
令
公
，

f

的
f
 

は
多
数
於
に
於
て

M
め
ら
るW

し
て
規
範
的
な
る
も
の
を
顏
的
關
係
か
ら
規
定
せ
ん

ミ
努
力
し
て
も
、
此
ハ
の
、王
昭
於
に
對
し
て

「

器
々
は
、
冬
ぶ
希
は 

未
だ
零
迷
つ
た
こ

W

誤
つ
た
こ

W

は
無
か
つ
た
か

S

ふ
間
を
發
す
れ
ば
足
り
る
で
あ

t

o」

>

〕

又
規
範
的
な

f

s

s
的
過
程
に
ょ
つ

て
规
足
さ
れ
る
、
公

理

の

謎

的

雷

は

蹵

の

繁

に

ょ

つ

て
裏

さ

れ

說

く

於

は

、

「

何

が

業

、、J

稱

f

る
べ
き
で
あ
る
か
ふ

」

云
ふ
こ
ミ

を
此
の
意
味
に
於
て
规
定
す
る
原
理
を
旣
に
持
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

.あ

る

,0「

人
は
公
理
を
破
立
し

■

し
た
る
後
に
、
そ
れ
が
人
類
の 

K
史？=

發
M
に

於

て

的

を

獲

；
^
し
.念

此

Q

點2

膪
史
の
逸
步
が
存
す
る
所
以
を
初
め
て
示
し
得
る

Q
.

で
あ
る
。」

0
:
0
〕

發
生
的
方
法
は
既
述
の
特
殊
科
，

f

於
け
：る
經
驗
的
研
究

w

同
じ
，く
、
謹

i

識
を
旣

.に
前
提
し
て
ゐ
る
も
？

云
は
ね
ば
な

I

い
。「

之
に
反 

し
て
批
判
的
方
法
は
唯

一

の
S

的
前
f

必
f

す
る
の
み
で
あ
る
。
即
ち
懸
意
識
な
る
も
の

#
し
興
の
原
則
は

f

何
も
の
か
が
重

f

性 

を
苻
す
ベ
$
限
リ
放
認
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

w

云
ふ
こw

姑
れ
で
あ
る

0」

批
判
的
方
法
は
次
の
如
き
確
信
の
上
に
立
ら

o

そ
れ
は

「

鞞
遍
的
價

# :
な
る 

も
の
存
し
、
そ
れ
を
逮
成
せ
ん
ゃ
す
る
な
ら
ば
、
衷
象
、
意
欲

_及
..び
感
愦
の
經
驗
的
過
程
は
、
そ
の
も
の
無
く
ん
ば
目
的
の
坪
现
が
考
へ
得
ら
れ
ざ
る

ミ
こ
5

親

£
爱

議

せ

ね

ば

な

t

ぃ
>

」

の

着

」(
C
o
.

で
t

。
.批
判
的
方
法
总

S

V
妻

1

1

1

1

8

8

8

8

1

^

_
_
_
_

に
は
關
係
な

^Q

で
あ
る
。

f

批
判
的
方
s

、
S

■

的

品

及

び

S

I

S

於
s

f

れ
t

 s

ふ
S

能
力
S

す
I

仰
を
、

前
f

す
t

Q

で
あ
1

1

5
ね

ば

な

急

S
。

そ4

故
s

f

f
i
s

な
f

 G
t

r

霖

i

s

s

が
個
人
的

S

Q

走

¥

る
こ
ご

及
び
か
か
る
规
範
が
發

览
せ
ら
れ
得
る
と
i

確
信
す

る
人
々
の
間
に
於
て
の
み
可
能
で
あ

る」(

10)

€

グ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
一
：ム
ふ
の
で
あ
る
。

も
此
のm

i

的
の
赞
现
に

『

缺
く
べ
か
ら

f

制
約
ミ
し
て
表
示
せ
ら
れ
得
べ
き
靖
神
坐
沾
の
あ
ら
ゅ
る
述
砌
形
武

」

を「

目
的
論
的

3

に
從
て
探
求
し
せ 

ね
ば
I

な
い
の
'
2

る
0
彼
に
於
て

^
公
现
或
は
，規
範
：は.先
天
的
に

f

す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
说
て
か
か
る
公

S

は
I

そ
の
も
の
の

S

は

經

驗

的

變

秦

び

な

い

や

で

奪

。
'
そ
.れ
故y

上
.述

Q

S

に
際
し
て

「

批
判
.的

方

法

篇

攻

的

認

盎

に

與

•へ
ら4

た
S

的
個
別 

的
I

を

匿

根

據

w

し
て
叩
ゐ
て
は
な

I

い
の
で
あ
る

.。」

.!
?

〕
「

一
切
の
公
理
、

一
切
の1规
範
は
、
如
何
な
る
特
殊
的
内
容
及
，ひ
如
何
な

S

史 

的
制
約
か
ら
も
令
；
乂

獨
立
し
て

•
帶
遍
级
常
性
な
る

0
的
を
.實
現
す
ベ# 
¥
段

^
な
る
の
で
あ
る

。」

、
]2
レ

以
上
の
瞥
見
^

ょ
つ
て
其
の1

华
を
知
る
が
如
く
、
.グ
ィ
ン
、デル
バ
シ
ト

.の
哲
擧
は
力
ン
ト
rr
.學
を
繼
承
す
る
も 

の
で
あ
る
o
- 

■
然
か
も
規
範
を
：

21

的
論
的
關
聯
の
必
然
性
に
發
展
せ
し
む
，乙W

を
說
く
€ M

.

ろ
R
旣
R
見
得
る
が
如
く
、
 

彼
の
批
判
哲
學
は
目
的
論
的
な
る
も
の
で
あ
る
ビ
沄
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
玆
R
彼
の
哲
學
の
獨
自
尘
は
字
す
る
で
b 

ら
う
。
然
か
も
、
倚
、
；規
範
意
識
を
.因
的
論
的
體
系
^
し
.て
演
繹
し
た
の
は
’、
フ
ィ
ヒ
テ
で
あ
0
.た
？
妓
^
グ
ィ
ゾ 

デ\

 

\

ン
卜
に
對
す
る
フ
ィ
ヒ
.テ
の
影
響
A
見

ら

れ

る

、
で

あ

ら
5

し
、
.
又
、
妥
當
の
.
槪
念
R
就
て
は
其
の
師

口
ッ
ツ
エ
ー 

k
負
ふV

乙
/?
甚
だ
多
草
も
の
が
あ
ら
う
。(

之
に
就
て
：‘は
後
述
す
る
：で
あ
ら
う
0〕「

而
し
て
ロ
ッ
ツ
ふ
の
刺
戟
^

ょ

へ
 

固
定
せ
る
も
の
及
び
恆
常
龙
ふ
も
の
^
推
し
進
茇
ん
ビ
す
る
傾
向
が
生
じ
：た」

S
共
に
、
更
R
同
じ
く
彼
の
師
た
> 

し
：ク
ノ
す
。
フ
i

シ
ャ
ア
^
ょ
.る
：感
化
は
後
述
す
る
歷
史
的
發
«

の
原
现
(!
:
な
つ
て
、
此
の
哲
學
者
^
ミ
6
入
れ
ら
れ 

た
こ
^
は
、
リ
ッ
.カ
ア
ト
の
云
ふ
が
如
く
で
あ
る
。
11
0
又
、
^

の
故
^

^
そ
、
近
く
リ
ッ
力
ア
ト
は
彼
を「

約
七
十

#

一
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十
：六

卷

(

1
0
七
：

> 

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
シ
卜
に
於
け

.る
歷
史
學

>

」

歷

史
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發

展
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ニ
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六
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C

1

0
八
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.

グ

イ

ン

デ

：：ル
：バ
ン
ト
に
於
け
る
癍

 

锻
ー
，
號

5

八

£

-

希
臘
哲
學
史
家
上
デ

ア

ル

ト

'
r
ッ
.
チ

ラ

：S

始
5

メ
イ
デX

ベ
ル
S

8

的
陣
統J

の一

人

？

る
の 

I

る

-
.8

此
等
多
ぐ
の
影
響
は
玆
k 

I
ビ

し
孓
彼
の
儈
値
哲
馨
形
作
つ
忆
の
で

あ

る

。

事

？

？

る

普

遍 

的

規

雜

.事
證
對
す
る
價
植
の
定
立
は
>
 

ト

k
爾
芽
す
る

ミ

こ

ろ

'で

あ

る

。
.
然
し
之
を
上
述
.の
翻
斷
S
價

値

判 

^

^
 

^

K
^

^

&

L
^

'.

$

0

^

^

デ
ルX

シ
'ト

k
於
て
高

く

評
價
せ
ら

る

ベ

さ

業

績 

^
云
は
ね
ぱ
な
^

攻
い
パ
そ
し
て
規
範
を
文
化
の
領
域
^
ま
で
瓣
大
し
て
^
ヵ

シ

ト

の

哲

學

を

文

化

哲

學

^

解

し

た

 

I

も
亦
記
憶
せ
ち
れ
ね
.ば

彥

g

l

ろ
ヒ
屬
し
ょ
ぅ
。
乍

併

筆

者

は

楚

被
k
對
す
る
批

判

‘の
辭

を

連

ね

る

こ 

S

、
‘
敢
て
省
略
す
る

で

あ

ら

ぅ

;:
0

何

I

れ

ば

、
.
そ

の

乙W

は
S

課
題W

は
な
つ
て
I

い
の
で
あ
る
か
ら
。

力
か
る
哲
學
觀
の
下
货
て
本
稿第

」
：.

節
篇
げ
た
歷
史
學
は
如
何
な
る
認
識
論
的
根
據
を
與
へ
ら
れ
る
の
で
あ 

る
か
。V
稍
一
重
複
す
る
ど
こ
ろ
の
あ
る
ミ
ビ
は
否
め
な
い
が
、
以
下
^
於
て
筆
者
は
グ
ィ
ン
デ
ル
パ
ゾ
ト
の
歷
史
認 

.識
論
を
再
度
明
か
k
し
て
、以

：.

て
本
稿
；の
.課
題
の
.
.
.

I

半
を
終
へ
，た
い
ど
.
®ふ
0

T) 

Windelband, Kritfsche oder genetische Methode ? 
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D
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6.

、

y
ッ
ヵ
ア
ト

s

れ
ば
、「

ハ
イ
デ
ル

.ベ
ル
ク
の
傳
統

.の
本
質
は

-

I

I

作
に
'際
し
て
、
其
の
思

f

學
的
に
强
闹
な
ら
し
む

S
 

め
に
、
過
去
ミ
の
接
觸
を
絕
つ
こ

§

 
く
、
塞

f

援
用
し
て

以
て
體
系
づ
け
る
も
の
で
あ
る

o」

9

論
I

掘
礎
付
け
羞
史
的
構
成

V

の
結
合
で
t

o

即
ちr

ハ
イ
デ
ル
べ
.
ル
ダ
の
傳
統
は
、
學

的

慕

の

歷

史

家

晶

2
、

繁

f
 

,

“

■■
:

必
¥

す
る
の
で
あ
る

O
L

C
S

V
2

I0

從
I

れ
"は
、「

特
殊
的
.
個
體
f

昔

者

の

雙

的

.1
«
.界
觀
を
個
別
的
形
態
に

.於
て
表
現
ナ
る

|

に
あ
り
ミ
す
，る
し
浪
優
霞
ミ
、
反
對

.の
立
場
に
立
つ
。
其
の
故
は

、

r
m
 

は一

切
の
.個
他
に
對
し
で
同
樣
に

_

す
る
こ

|

欲
す
る
か
ら
で

|

0

‘學
は
％
人
の

_

を
知
|

 

舉
は
化—

.

て 

1_(
10.5 

W 
V
ッ
.
力
ア
ト
は
云
ふ
。
然
か
も

「

赀
摩
括
は

彼
の
一 

同
的
歴
史
的

位
置
の
特
殊
蚀
に
f

こ
ま
れ

、

f

れ

を
顧
道
せ
ね
ば
な
I

い」
(

3
‘ン
こ
の
で
あ
る
が
、

f

れ

を

超

え

て
S

的 

な
る
も
の
を

認

識

せ
ね
ば
な
ら
な
い

>
/
1
|
<

ふ
の
.で
あ
る
'0
.

..
: 

:
:

'
'
:
;

'
'

六

.
'
ラ

 

、;

• •
: 

'

:

旣
述
の
如
く
力
ン
；ト
が
：承
認
し
批
判
的
^

權
利
を
認
.め
：た
寧
は
、
經
驗
の
法
則
の
料
學
で
あ
へ
自
然
科
學
を
し 

て
特
^

數
學
的
自
然
科
學
で
あ
へ」

「

，
ゥ
ト
ン
の
理
說
で
あ
c

(

i

素
ょ
-

c
v

乙
の
i

は
、.カ
ン
ト
が
學
の
範 

簡
か
ら
.歷
史
的
學
科
を
排
除
じ
た
.こ
ヒ
を
非
難
す
る
も
の
で
は
な
い
'0
何
ど
.
な
れ
ば
、
グ
ィV

デ
ル
>

v

ト
は
去
ふ
、

•
滞
-:
十

六

靡

(

1

-0
九
'

)

■
ヴ
イ
ン
デ
ル
バ
ン
ト

.に

.於
け
論
史
：
f

糜

 ̂

第

J

敬

_
o
し
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第
二
十
六
卷

(
一

1
0

>

ジ

匕

K

ルV
V

ト
に
於
が
る

S

學V

歷
史
の
發
腐 

第
5

 

ニ
 

0

 

「
ヵ
シ
ト
の
時
代
け
至
る
ま
で
赞
際
に
於

I

 

く
し
て
歷
.史
記
述
の
藝
術
奚
の
點
に
於
け
る
偉
大
な
藝
術
象
ビ
が 

.

あ

つ

た

の

み

で

：あ

々

、

歷

史

は

他

な

ら

ぬ

文

學

?-
(

:

屬
し
て
、
未
だ
學
で
は

^

か
つ
た
か
ら
で
あ
る

0

滕
史
は
ヵ
ン
ト 

後
妃
始
め
セ
學
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
街
然
科
學
の

1

•
ク

て
ゐ
る
殊
に
外
部

^

向
っ
て
印
象
の
多
：い
開
股
^

並
ん 

で

そ

れ

ょ

み

も」

段
靜
か
で
は
あ
る
が
不
斷

R

しV

目
的

.

の
確

®

な
事
象
マ」

し
て
歷
史
を

|

/ ^
4

い
か
か
か
き

^

高
め
る
こ
ど
が
瑰
は
れ
た

^

い
ふ
こ

V
J

は
、
十
九
世
紀
精
神
生
活

^

於
け
る
極
め
て
獨

&

な
現
象
に
屬
し
て
ゐ
る

0」

(

2〕.
斯
く
て
批
判
哲
學
は
，ヵ
ン
' 
ト
の
知
識
^

就
て
の
槪
念
の
擴
張
を
黛
む
k

至
っ
た
。「

歴

史

は

自
然
硏
究
ど
並
ん
で
理 

r

w
學
說
に
取
.け
石
其
の
權
利
を
要
求
し：

て
^
る
0
?:
の
本
質
ど
認
識
偾
値
^

^
亦
其
の
現
赞
の
勞
作
^
從
て
现
1¥ 

せ
ら
れ
評
價
せ
ら
れ
ん
と
ヒ
を
欲
し
て
ゐ
.る」

::
9〕

の
で
：あ

る
:0
で
は
此
：：の
ヵ
ン
ト
の
認
識
批
判
の
擗
張
<£
補
充
^
は 

如
何
に
しV

爲
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
々
如
何
^
歷
史
科
學
が
自
然
科
學
ど
同
じ
く
批
判
の
問
題
ヒ
な
る
の
，で
あ
る
か
A
 

此
の
課
題
の
爲
め
R

第 
一'
R

赏
0

な
要
件
は
、
此
の

南
*
驗
科
學
の
間
R

#
す
る
根
本
的
藉
別
を
.考
察
す
る
乙
ヾ

」 

で
あ
る
o 

•
之
R
il
し
で
グ
ィ
ン
デ
ル\

ン
ト
は一 ;

ム
：ふ
、「 V

J

は
云
へ
.斯
樣
な
差
別
は
、
凡
ゆ
る
ft
念
的
差
別V
J

同
じ
く 

1

の
共
通
根
據
か
ら
發
展
す
る
。
而
し
\し
斯
の
如
念
根
據
ば
、
凡
ゆ
る
經
驗
料
學
の
共
通
課
題
^
於
て
の
.み
求
.め
ら 

れ
る
も
の
で
あ
る」

?)

^
。
筆
者
は
之
?:
以
下
k
於
て
求
め
る
の
で
あ
る
。

表
象
昼
在
ど
の
へ一

致
に
眞
现
が
存
す
る
ど
す
る
見
解
を
榄
寫
說
ど
稱
す
る
之
^

は
周
知
の
事
實
で
あ
ら
ぅ
0「

此 

の
見
解
^

從
：へ
ぼ
認
識
作
用
：は
世
界
を
.そ
れ
が
あ
る
が
爻
、
^

表
象
す
る
^

^

を
問
題
^

す

る
.°(

5)

乍
併
か
か
5
 

實
在
の
糍
寫
な
る
も
の
が
、
人
間
の
如
何
な
る
表
象
に
ょ
っ
て
も
フ
從
て
又
此
の
表
象
の
M

M

設
せ
ら
れ
た
る
如

何

含

I

s

つ
I

遂

墓

名

ら

れ

I

s
 

f

s
奮

あ

1

第

i

f

 

I

s
蹇

货

て

、

外
界
の
I

f

i
應

す

麗

？

考
へ
ら
れ
，る
.感
覺
內
容
が
、
該
事
物
の
模
寫
物
た
る
の
要
？

果
し
て
有
す
る
か 

否
i

」

決
し
て
知
.

I
な
S

H

K

f裏

ら

生

f

 

f

ろ
Q

t

ゆ
4

s

f

bく
f

菩

る

'
 
ぷ
 

る
對
象
|

す
？

ろ
f

 

l

l

i

sし
i

々
の
|

复

へ

ら

れ

て

■

い

5

、

f

の
.發
見
を
.

|

瞥
1

だ

け

で

蟲

综

孕

あ

る

。
' 

{
翁

の

有

す

る

無

限

彦

く

2

ど
R

く
f

の
知
|

識
s

l

t

.

Qは
、
如
何
f

s

合
5

S

I

Q

1部
分
I

I

い
の
で
あ 

る

」

5

從
5

々
S

識
的
蜃
を
成
立
せ
し
め
る
あ
ら
ゆ
る
囘
想
的
、
綜
括
的
表
象
構
成
が
、
•碁

2

f
 

力
'.
A

の
S

作

用

塞

は

す

s

s

?

l
明
か
S

ら
ぅ
。
：
あ
i

物
5

し
S

々
が
有
す
I

體

囊
 

I 

I

物
S

て
屬
成
し
2

切
の
個
別
的
知
I

ら
简
艰
し
た
此
較
的
僅
少
I

分
k

の
み
限
ら
れ
て
ぬ
t
 

マ

」

は
敢
て
例
證
ず
る
ま
で
も
な
い
t

で
あ
る
。「

そ
れ
は
實
在
_

の
一
：
の
：截

而

、
.
一

の

灘

物

を

S

す
る
。」 

而
し
て
I

選
擇
は
、
そ

れ

が

充

分

昼
a

せ
る
意
f

以
て
行
は
れ
£

合
£

.
て
も
、
又

は

無

窗

H

 

れ
£

合
k
あ
つ
て
も
"
等
し
I

s

準
は
吾
々
k

5

て
、
.又
は
該
事
物
が
他
者
S

す
るg

係

こ

ど

で

、
 

「

何
等
.

の
名
の
、
若

し

く

は

藝

で

あ
I

?

し
I

.

ろ
？

の
.で
あ
る
O

V)

巻

 

釣
言
す
れ
ば
本
質
的
な
る
も
の
を
選
擇
す
る
の
で
あ
る
。

斯

の

炎

く

赀

菩

々

.の
雾
的
な
ら
ざ
る
表
象
構
成
が
本
質
的
*>
>
る
か
か
の
選
擇
過
程
k
侬
つ
て
規
彥
れ
て

i

i

 の

で 

S

。
. 

5

 

は
か
か
る
表
象 

i

!

!
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l f
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炉

ニ

十

六

卷

C
1

1
1
)

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
於
け
る
歷
史
學
爲
史
の
發
展

® 

第

I

ミ

I 

ニ



第

二

十

六

卷

C
l

I
t

D

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
卜
に
於
け
る
歷
史
學

w

歷
圯
の
發
展
 

第
二
號 

一
一
二

選
擇
的
創
造
に
由
來
し
な
：い
も
の
ば
無
い
の
で
ぁ
る
o
し
槪
念
は
、ノ
知
覺
が
ら
の
分
析
的
選
擇
ミ
綜
合
的
結
合
^
{C
よ 

っV
成
立
す
る
の
で
あ
る
o
.
故
に
グ
ィ

ン

デ
ル
パ
ン

ト

は

云

ふ
、「

吾
々
が
漑
念
に
於
て
表
象
ず
る
內
容
ば
實
在
の
取 

な
る
：模
寫
、
即
：ち
事
物
の
模
寫
の
如
&
も
の
^
非
ず
し
て
、
''
選
擇
し
綜
括
す
る
思
惟
作
用
の
所
產
で
あ
る
。
菩
々
が 

概
念
R
よ
っ
て
考
：ふ
る
懿
識
對
象
は
、
實
在
の
模
寫
物
ど
し
て
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
は
無
く
、
思
惟
^
の
も
の 

R
よ
づ
て
產
出
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
气
し
⑥)

斯
の
如
く
グ
ィ
ン
一
デv

\

 v

ト

は

、

素
朴
的
實
在
論
の
有
す
る
對
象 

の
定
義
を
、
力X

ト
の
補
粹
理
性
批
判
^
行
は
れ
た
如
く
改
め
た
の
で
あ
っ
た
。

.

:

而
し
て
愛
に
於
で
、
以
上
の
如
&
根
本
關
係
か
ら
し
て
、
：あ
ら
ゆ
る
認
識
批
判
の
遨
本的

！
！

題
が
生
ず
る
の
で
あ 

る
。
^

れ
ば
學
的
®

念
構
成
^

於
て
メ
,
ク
マ
ァ

，
の
選
擇
及
び
結
合
作
用
を
生
ぜ
し
ひ
る
原
理
を
規
定
す
る
こ
ど 

k
外
な
ら
な
い
o「

學
R
於
て
槪
念
が
產
出
せ
ら
れ
る
仕
方
も
，
結
局
は
常
：に
其
の
特
殊
的
認
識
目
標
に
よ
っ
て
規
定 

3
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
學
，̂
或
る
意
味
^
於
て
、
そ
の
學
の
有
す
る
槪
念
^

の
も
の
に
よ
つ
て
初
め
て 

自
己
の
對
象
を
產
出
す
る
の
で
あ
る
。J(

9〕
,

グ
ィ
ン
デ
ル\

ン
ト
^
從
べ
ば
、「

學
の
槪
念
の
客
觀
的
妥
當
が
據
っ
て
立
っ
べ
さ
學
的
權
利C

學
が
各
自
の
槪
念 

を
以
て
.行
ふ
選
擇
並
び
R
綜
合
的
劍
造
の
權
利)

は
、
最
高
要
請
ど
し
：.て
、：
又
云
は
ん
^
欲
す
る
な
ら
ば
、
究
極
的 

前
提
若
し
く
は
成
見(

v
o
s
r
t
e
i
l
e
)

ど
し
て
判
斷
構
成
の
全
.過
程
を
規
盤
す
る
普
遍
妥
當
的
原
：理
^
在
る
。_
/10)

之 

が
曩
に
述
べ
だ
凡
ゅ
る
經
驗
.科
學
の
共
通
課
題
な
の
で
ぁ
る
。
'

ハ

.

.

.

.

:

:

從
來
の
學
的
知
識
"
即
ち
自
然
科
學
的
知
識
に
對
し
て
、
'此
の
根
本
關
係
を
云
a
得
る
こV

J

は
云
上
迄
も
な
い
。
 

自
然
科
學
妃
於
妙
る
認
織
百
的
は「

純
粹
論
理
的
の
價
値
代
、
即
ち
普
遍
.性
^
存
す
る
。
普
遍
性
の
論
理
的
價
値
は

.
事

物

又

；2

生

成

の

類

槪

嘗

し

て

、
即

ち

類

雙

ば

法

則

ど

し

て

現

は

れ

る

の

.で

あ

る

J
。

び

〕
自

然

印

學

k

於

て

ょ
！

；

S

事

負

基

島

S
.
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2
0
-J..

，レ

ン
.
テ
ル
ハ
ン
ト
は
.
其
の

論
文
ヮW
年
の
後」

、
二

五

五
-|
七
茛
に
於
で
も
、
自
然
硏
究
ミ
滕
史
阢
究
ミ
の
學
的
雜
礎
付
け
を
述
べ 

:.
て
ゐ
S
0
:

,

七

.

.

. 

—

.

;

甚
た
不
完
備
な
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ざ
、
.グ
ィ
ン
デ
ル
パ

ン
ト

に

於
け
る
歷
史
學
方
法
論
の
問
題
は
、以
上
を
以
て 

筆

を

止

め

る

；?
ど

^
し

ょ

..フ
。

法
則
定
立
的
ど
い
ふ
歷
史
學
的
.概
念
_
成
は
、
た
士

一 

八

九

四

年

の

講

演

の

み
^
ょ 

つ
て
認
め
ら
る
べ
さ
も
の
で
は
な
い
|

を
、
彼
の
處
女
論
文
が
ら
又
彼
の
哲
學
觀
の
瞥
見
か
ら
し
て
、
重
祓
す
る 

乙
ど
を
敢
て
し
な
が
ら
述
べ
た
の
が
、
以
上
.の
諸
.節

k

亘

.る

.，本
稿
前
半
の
主
題
^

の
で
あ
る
0

云
.ふ
迄
も
f

彼
の 

學
の
分
類
は
、
其
.の
.價
値
哲
學
あ
つ
て
始
め
て
爲
し
得
るV

J

こ
ろ
.で
あ
る
。.
從
て
.此
の
甚
礎
?:
認
容
せ
ざ
る
、
々
k 

ど
つ
て
は
、
上
述
の
如
き
學
の
分
類
は
問
題
^
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
.。
例
べ
ば
エ

タ

ッ
ヒ
•
ベ
ッ
ヒ
ャ
ア

は

、

其

の

批

判
 

的
實
在
論
的
立
場
か
ら
し
て
、
ゲ
ィ
ン
デ
ル
、

X

ン
ト
の
學
の
分
類
及
び
歷
史
學
の
論
理
的
構
造
祀
就
て
批
判
を
加
へ
、
 

歷
史
學
は
特
k

個

性

記

述

的

，の

み

で

な
い
z 

歴
史
研
究
の
本
質
的
選
擇
原
观
'は

d
a
s

 

P
r
i
n
z
i
p

 

. 

d
e
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第
二
十
六
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C
l

1

七〕

..グ
イ
.ン
デ
ル
バ
ン
..ト
に
：.於
け
.i
.
彥

ぜ

.膝
史
の
鞔
展
 

笫

二

へ

歡

七

一

七



節ii

十
六
，怨

Q

 

J

八〕

グ
イ
ン
1ア
ル
：バ
シ
ト
に
於
け
5
歷
史
學
ミ
歷
史
め
發
展
、
 

第
一
，號.

：

二
八

G
r
a
s
s
e
.

で
あ
：办

，
：
之

の

：み

が

唯

1

の

客

觀

盤

思

義^

有
.す

る

も
0 :

で
：あ

る

之

め5:
述
^

乍
併
此
等
を 

檢
討
す
る
^ ;
:

ミ
は
、
素
•
本
稿
の
意
圖
す
る
ミ
こ
ろ
.で
は
^ ;

い
が
爲
み
、

r

敢
て
某
_
 

ぐ
：で

あ

ら

ぅ

。

上
來
、
_

者
が
見
來
っ
た
i

乙
ろ
の
も
の
は
、
«

史
的
知
睛
の
認
識
論
で
あ
る
,

然
か
も
再
5

述
べ
た
る
が
如
く
、
 

批
判
钽
學
ば
哲
學
前
的
知
.識
.の
.批
判
的
分
析
^

ょ
p 

f

切
の
實
質
的
知
識
^

進
み
入
a

敎
へ
た
に
も
.拘 

ら
ず
、
歴
史
に
_

し
て
は
此
の
問
題
を
認
め
ず
、
或
は
之
を
.認

め

：て

も

明

白

に

論

究

し

な

，か

っ

た

o

力
ン
ト
自
身
^
 

ぅ
で
あ
っ
た
^

2 )

此
の
®

識
論
的
問
題
が
歷
史
科
學
に
ま
で
擗
め
ら
れ
た
の
は
、
是
亦
前
述
せ
る
如
く
十
九
世
紀 

^

於
け
る
歷
史
學
の
進
步
的
科
學
化
^

應
ず
る
^

の
で
も
あ
る
。
そ
し
て
グ
ィ
ン
デ
,
バ
ン
ト
は
、デ
ィ
ル
タ
イ
S

相 

並
ん
で
之
に
努
力
.し
たW

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
か
も
此
の
摩
史
學
の
認
a
論
ば
、
グ
ィ
ン
デ
，
バ
ン
ト
^
於
て
は
、
歷
史
哲
學
の一

半
を
占
む
る
も
の
、
其
の
最 

初
の
段
階
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
人
あ
っ
て
歷
史
學
認
識
論
を
歷
史
哲
學
の
全
體
を
な
す
べ
さ
も
の
で
あ
る
^
云
ふ 

な
ら
ば
、
其
の
人
は
哲
學
ー
般
が
即
ち
認
識
論
で
あ
る
せ
見
た
時
代
に
呼
吸
す
る
こ
^

を̂

明
す
る
も
の
^
外
な
ら 

な
s(

3

>

eし
た
グ
ィ
ン
デ
ルX

 

V

ト
は
、
然
ら
ば
、
何
を
以
て
歷
史
哲
學
の
課
題
で
あ
る
ど
す
る
の
で
あ
る
か
。
そ 

れ
は
一
言
に
し
て
云
へ
ば
歷
史
的
經
過
を
目
的
見
地
か
ら
價
値
判
斷
す
る
も
の
、0

0
然
か
名
此
の
目
的
論
的
契 

機
は
躭
に
經
驗
的
養
史
硏
究
に
於
て
.方
法
的
成
分
^
し
て
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
故
^
、
'
歷
史
哲
學
に
し
て
勤 

自
的
た
ら
ん
^
す
る
が
爲
め
纪
ば
、
之
ど
相
異
れ
.る
ニ
方
向
^
、，
即
ち
形
式
的
及
び
實
質
的
ド
、
換
言
す
れ
ば
一
は 

方
法
論
的
認
識
論
的
^

'
他
は
實
質
的
形
而
上
學
的
k
探
求
す
る
こ
^
是
れ
で
あ
る
。00

〕

云
ふ
迄
も
な
く
學
ど
し
て
の
歴
史
が
、.
發
展
、
進
步
、
退
步
、
停
滞
等
を
論
ず
る
場
合
、
そ
れ
は
價
值
判
斷
の
規

I
I

-

:

範
ど
し
て
前
提
す
る
.一 ,

定
の
價
値
の
下
^
於
.て
價
値
判
斷
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
。一

—

但
し
を
れ
は
鹰
史
を
遒
德
 ̂

す
る
の
謂
ひ
で
.は
な
s

o「

若
し
歷
史
學
が
か
が
.る
價
値
判
斷
を
行
は
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
單
に
年
代
記
的
記
述
に 

過
ぎ
なS

も
の
で
あ
る
J(

6
,
V
V
J
グ
ィV

デ\

 \
\

ト
は
.云
.ふ

。
，か

か

る

價

値

判

斷

が

：殆

^
機
械
的
^
、
從
て
理
解
3
れ 

ず
に
又
無
意
識
に
行
は
れ
て
ゐ
る
乙
ビ
k
寒
し
て
、
此
の
價
値
判
斷
方
法
を
理
解
し
、.
以
て
歴
史
學
が
素
扑
的
に
行 

つ
て
ね
る
方
法
を
反
畨
す
る
^

^
は

必

要

で

あ

る

玆
R

M
史
學
の
.哲
學
、
.歴
史
的
知
識
の
認
識
論
は
成
立
す
る
。
 

然
か
ネ
倚
嘗
て
へ
エ
ゲ
ル
が
ハ
イ
デ
ル
べ(

ク
の
講
壇
か
ら
要
求
し
た「

眞
理
ベ
の
勇
氣」

？

w
を
賞
徹
せ
ん
ど
す 

る
時
.に
ば
、
か
か
る
歷
，史
認
識
論
^
止
.爻
る
ミ
、ヒ
は
許
^
れ
な
い
ど
こ
ろ
で
あ
る
ど
云
は
ね
.ば
な
ら
な
い
。
即
ち
晦 

史
認
識
論
の
深S:

考
究
.か
ら
、
當
然
歴
史
哲
學
の
實
见
的
®

題

へ

進

ま

.ね
ば
や
ま
な
い
で
あ
ら
ぅ
。宴
に「

經
驗
的 

歴
史
硏
究
k
於
.て
、
發
展
、
■進
步
等
が
價
値
判
斷
3
れ
る
：目
的
ば
多
.檨
ザ
あ
る
。：.其
等
の
目
的
は
各
々
.た

V
制
限
 ̂

れ
た
價
値
を
表
.は
し
、.
從

'て

制

限

さ

れ

た

妥

當

性

を

：有

す

る

：，の
み

.。
爱

记

於：

て

か

普

逾

史

的

價

値

判

斷

の

原

现

<£
し 

V
、

一

切
の
歷
史
的
生
起
の
究
極
的
意
味
反
び
*
高
目
的
に
關
す
る
問
輝
が
、自
ら
«

つ
て
來
る」

？〕

V

S
は
ね
ば 

な
ら
な
，

S
。

そ
し
て
之
が
グ
：
.ィ
シ
デ
ル
，イ
ン
ト
の
鹰
史
哲
學
げ
於
'け
る
第
ニ
の
道
：な
の
で
あ
る
。
.
斯

く

セ

ミ

，
そ

哲

學 

者
は
、
其
.の
要
求
^
れ
た「

眞
理
へ
の
勇
氣」

へ
.邁
往
す
る
i

tf
が
可
能
で
あ
る
€

琴
は
ね
：ば
な
ら
な
.い
で
あ
ら
ぅ
o
 

バ
イ
デA

 Y

グ 

>
の
傳
統
.の
繼
承
者
の
-
人
ギ
し
て
、
グ
イ
シ
デ
\

バ
ン
ト
.は
勿
論
此
.
0

S氣
を
有
し
て
，

Q

た
。
其 

v

の

思

索

ず

る

《

、ろ
：
は

「

輝

史

學

の

哲

學

即

ち

文

化

研

究

：の

認

_
論」

^
止
ま
.ら
ず
、
，0

「

文
化
發
展
の
實
質
的
問 

題
へ
：向
：ふ
i

ど
^
權
利
^
し
又
義
務」

(

9

V

S
し
た
.の
で
あ
り
た
。
そ
の
問
題
は
之
を
一
言
k

し
て
，云
ベ
.ば

a '

節 

で
あ
る
/

.

來̂
嫌
者
は
ダ
パ
ン
デ
グ
バ
シ
：ト
^
從
ウ
て
、遂
^
彼
：の
'歷
也
哲
學
の
最
後
^
し
ヤ
最
高
夺
る
問
題
0

:

シ
ナ 

.

笫
■二
十
苏
卷
？

.

(

一
.
1
:
九
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ヴ
.イ
シ
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 ̂
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號

二

九
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ヴ
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デ

塗

鉍

 

一
.ニ
〇

ゥ

エ

レ

装

で

蠢

し

た
、
續
い
て
、
本

稿

後

半

の

課

題

艺

て

之

益

さ
述
べ
る
の
で
あ
る
け
れ
ざ
、
前
述
の
如 

;く
此
' 0

問

題

は

_歷
.进
靓
識
論
の
.深

急

究

か

&
し
て
^
 ̂

で
あ
る
が
故
汽
考
重
齒
す
る

y
j

 

M

 

ろ
あ
る
に
拘
ら
ず 

0
- 

^
 

^
 

^
 

5
 

?
- 

^

^

^

 

^
 

 ̂

0
 

s 
o

旣
述
の
初
く
、

歷
：史
的
注
起
«

常
^

人
間
^

關
係
し
て
.ゐ

る
:0「

そ
れ
は
人
简
^

於
け
る
、

又
入
間
纪
就
て
の
ヒ 

起
で
あ
る
.
。

' 

(
E
s

 

i
s
t

 
d
e
s

 

G
e

s
l

s
.

 

i
m

 

u
n
d

 

a
m

 

M
e

l
e

n
:

)
J

S

從
て
歷
史
を
有
す
る
の
は
人
間
の
み 

で

あ

る

へ

ょ

ぅ

。

然

か

：篇

前

S

ベ
2

%

如
C

、
人
間
k

關

し
£

f

の
が
總
べ
S

史
的
で
あ
る
の

:

で
あ
ら
ね
ば
I

ず
、
而
しK
か
か
る
性
質
は
人
間
の
共
同
生
活
S

す
る
價
値
關
係
f

つw

賦
興
せ
ら
れ
名
も

の

で

あ

：る
：。

即

ち

「

客

観

的

意

味S

け
る
現
赞
I

s

£

5
史
的
生
起
は
、
震

の

業

I

味
せ
ず
、

又
人
間
錫
す
る
生
起
の
全
體
i

 

i

味

し

な

い

其

の

謙

^̂

て
爾
1

の
^
!
起
中
，̂
霍

れ

た

或

：f

の
を
意
味
し
、.
そ
れ
は
自
£

ニ

の

特

異

な

、

完

結

せ

る

實

在

；̂

上

る

の

で

は 

な
く
. 

I

I

關
心
ょ
つ
て
初
め
て
歷
史
的
知
識
の
中
k

引
！

げ
ら
れ
、.
一
の
.新
し
S

統
I 

k

於
て
結
合
f

 

る
：成

る

急
•
で
I

J

S

然
か
も
：r

f

が
個
々
の
事
實
の
謙
.

I

て
.

5
こ
I

、
又
個
々
の
事
實
が
、
意

?

i

o
 

す
べ
て
の
歷

史
的
知
識
は
、
事
件
の
因
果
的
.及
び
目
的
論
的
系
列
l

々
k
與
へ
る
？
ず
べ
て
此
等
個
々
の
事
實
は
、
|

生
®! 

.の

成

分

で

あ

？

、

そ

れ

自

身

の

爲

め

k
記

憶
H

げ

ら

れ

、
相

互R
結

合

袞

て

、

以f

れ

か

ら

意

だ
 

み

ぎ

値

ぁ-る

全

體
^

#
成

物

か

形

成̂
れ

る

の

で

ぁ

る.。
ー

(

12
.

)

歷
史
i

其
の
成
果
に
於
て
、
そ
れ
自
身
特
有
の
種
類
の
普
遍
者
を
有
す
る
。
勿
論
か
く
は
云
ふ
も
の
の
、
こ
の

こ
1£
は
歷
史
が
概
念
又
は
法
坪
の
形
式
^
於
て
1

^
者
?:
有
す
る
ビ
い
ふ
の
で
は
な
い
。「

-̂
れ
は
令
^

-

^
及̂
^
全

3
2形
態
の
形
式
^
於
て
、
普
遍
者
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
歷
史
が
由
然
科
學
の
槪
念
及
び
法
則
^
於
て
、
菩

々
に
與
へ
ら
れ
る

杣
象
的
普
遍
性
の
代
ぷ
與
へ
る
ど
こ
ろ
の
具
體
的
t

遍
性
が
入 

込
む
共
同
的
在
在
か
又
は
時

界
達
力

の

*
義
あ
る
全
體
形
象
^
個
別
者
を
接
合
す
る
乙

ど
.

?:
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
管
史
の
固
^

A

ガ
)1
,は
任
意
^
何
れ
の
個
性
或
は
個
別
者
に
も
適
用
^
れ
る
の
で
は
な
く
、
玆
R
は
價
値
關
係
の
選
擇
原
理
が
支
®

す
る
の
で
あ
.
.る
。」

C13)

こ
の
原
理
は
、
尉
知
の
如
く
、
決
し
て
價
値
判
斷
を
意
哚
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

歷
史
的
對
象
は
、
そ
れ
S

擇
3
れ
る
價
値
原
理
S

遍
妥
當
的
性
質
？

？

あ
s

s
 S

古

v

」

k
ょ
つ
て
の

み
營
迓
的
妃
妥
觜
す
る
.の
で
あ
る
。「

1

く

て

吾

，々

は

選

擇

さ

れ

た

生

起

.

、̂
歷
史
的
對
象
性
の
普
遍
妥
常
的
性
質

を
賦
與
す
H

ろ
の
選
擇
が
行
は
れ
る
價
値
見
地
S
し
て
、
雲

し

っ

っ

.
f

人
類
の
利
益
或
は
關
心
ど
い
ふ
こ

S

、
到
達
す
る
。」

即
ち
特
殊
者
は
、
意
義
あ
る
全
體
の
發
達
の1

項
£

5

2

體S

中
U

れ
る
i

k

ょ
つ
て
.、.
歷
史
的
に
價
値
あ
る
も
のw

な
る
の
で
あ
る「「

斯
く
て
歴
史
の
個
性
化
的
思
*

の
價
收
關
•系
は
、
取
こ
.

そ
れ
自
身
k
於
て
の
個
人
で
.は
f

、
そ

れ

が

寒

な

る

統j

體

化

對

し

て

‘

從

て

結

局

人

鎇

全

證

對

し

て

有

す

る

襲

k
.於
て
1

個
人
を
取
扱
ふ
も
の
で
t

。
而
し
て
此
の
意
味
^
於
て
の
み
、
皿
史
は
人
類
の
旌
史
な
の
で
あ 

る
。」 (

]4
y 

: 

, 

. 

V

■■

此
の
乙
ビ
は
又
次
の
道
を
ど
つ
て
名
云
a
得
るv

j
m

ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
眞g

問
題
か
ら
出
發
し
て
前
述
の
結
論 

?

>

る
道
程
で
あ
る
：過
^

の
事
#

の
«1
識
^
關
し
て
は
、
言
葉
や
文
字
や
記
念
物
等
化
'1
<
>確
保
^
れ
る
記
憶

ガ
ー一

十

六

卷(

ニ
ニ 

V

ヴ
ィ
ン
デ
ル
パ
ン
ト
に
.於
け
る
歷
史
-f
J歴
史
の
發
展 

第j

號

一
ニ
一



第
二
十
六
卷(

U
U

1
)

へ

ヴ
イ
シ
デ
ル
バN

ト
に
於
け
る.
歷
史
學W

歷
史
の
發
賤 

第
l

J

I  

ニ
ニ

■1
C
訴
へ
ね
ば
な
ら
な
v:「

然
し
對
象
ビ
し
て
歴
史
的
眞
魂
は
、
記
憶
及
：び
再
構
成
す
る
想
像
が
、缺
け
、
或
は
全
く
虛 

僞
で
あ
る
時
に
も
、
尙
仓
の
ま
、
存
す
る
0
同
樣
R
生
起
は
忘
れ
ら
れ
る
乙
ど
^
ょ

つ

て

非

生

起

^

^

れ

る

も

の

で 

なS

こ
ど
も
眞
實
で
あ
る
。し「

從
て
歷
史
的
眞
理
ど
は
吾
々
の
知
識
か
ら
獨
.立
^
妥
當
す
る
名
の
で
あ
る」

(

15
>
,
Jい 

は
ね
ば
な
ら
な
い
。
歷
史
的
生
起
は
對
a

ど
し
て
は
記
憶
^
ょ
つ
て
規
定
5
れ
る
の
で
あ
る
け
れ
ざ
、
そ
の
記
«

ど 

は
個
人
の
偶
然
的
な
又
は
恣
意
的
な
仑
れ
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
：.人
類
の
全
體
の
記
憶
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

仑
れ
は
人
類
の
全
體
的
作
業
^
俟

'0
>

の
^
い
は
ね
.ば
な
ら
な
い
0

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

. 

•

.
斯
く
て
、
人
類
の
全
體
ど
い
ふ
乙
ど
は
ゝ
敍
に
於
て
檢
討
ぜ
ら
る
べ
さ
も
の
^
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
其
處 

に
は
グ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
批
判
的
歴
史
哲
學
の
實
質
的
問
題
が
展
開
さ
れ
る
の
；で
あ
る0

歴
史
が
合
目
的
性
に
於

て
理
解
^
れ
る
^
云
ふ
こ
.ど
は
、
页
に
ょ
ぅ
詳
ら
か
^
其
處
^
看
取
^
る
べ
さ
で
あ
：
：
0
0

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

. 

. 

■

.

.

.
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歷
史
的
過
程
の
金
體
發
展
に
統
一
的
說
明
を
與
ふ
る
帶
遍
史
を
歷
史
赀
學
で
あ
る 

w

說
く
も
のC

例
へ
ば
ア
ゥ
グ
ス」

ア
ィX

、

ボ
シ
ユ
エ 

' へ
ル
ダ
ア
等〕
，
歷
史
的
鸡
程
の
饭
常
的
合
法
則
性
に
之
を
求
め
る
も
の(

例 

へ
ば
ゲ
コ〕

は
孰
れ
も
原
®
上
、
歷
史
學
の
研
究
す
るw

こ
ろ
で
あ
リ
*
從
て
斯
ぐ
て
は
.歷
史
W
學
を
歷
史
學
过
峻
別
す
る
を
得
な 

い
ミ
し
て
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
此
等
を
排
斥
す
る
の
で
あ
る
o (S. 

14-19.)
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 Windelband, G

e
s
c
h

o-llts-DL.i

V
V

M
U

t
d

e
r

w
a

h
r

l

は

同
時
に
I
 
i

f

 
I

I

S

リ
、

ハ
イ
デ
ル
べ
ル
タ
の
傅
統
の
す
べ
て
の
繼
飧s

有
す
る
i

こ 

.ろ
て
あ
.
.る
;?
.、9v.*Kh«ŝ

o..(Heidelbcrger..T.radition. S. 
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1
0
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0

c
s

) 

Windelband, 
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windelb§
d, GeschichtspMIOSOPhie. 

s, 

4
.

，

ゲ
ィ
ソ
デ
ル
バ
ン
卜
は
云
.ふ
、「

歷
史
c

s

i

i

)

な
る

語
は
一5

の
意
味
を
？

る
。

容
觀
的
に
.は
虫
起(G

e
sch

e
h

e
n

y
を
意
味
し
、

.主
觀
的
に
は
坐
起
の
.知
識
を
意
味
す
る
.。
览
に
生
起
は
乂

 

1

2の
意
味
を
持
つ
-
生
成
：

w

消
.滅W

是
れ
で
あ
る
。
生
起
5£
はj
の
時
⑴

.
的

焚

布

で

あ

る,0
無
時
間
的
永
久
.な
る
',も

0

は
、
全
く
坐
起
を
有
し
な
い」

1?
0(

(/
3;
3
4〕

(
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.

人
類
は
生
物
學
的
、.，
心

理

學

的

V

社
會
學
的
槪
念
^
し
て
解
3
れ
.る
。
：
例
へ
ば
人
類
は
自
然
的
生
物
ど
し
て一

の 

有
機
的
統1

體
を
.形
作
つ
て
，

Q

る
ビ
す
る
の
は
、
.人
類
^
關
す
る
生
物
學
的
槪
念
で
あ
•る
。
然
し
此
等
の
意
味
化
於
.
 

て
は
、
人
類
は
類
槪
念
ヒ
し
て
與
へ
ら
れ
.る
：の
で
あ
つ
て
'
方
法
的
に
は
他
の
生
物
ど
異
な
れ
る
取
极
を
受
け
る
を 

要
し
な
い
。，
玆
に
人
間
の
、
又
其
の
歴
史
的
現
乘
形
態
の
：、，
法
則
學
的
取
扱
の
可
能
性
が
成
立
す
る
0
此
の
意
味
の

第
二
十
六
卷(

I
l

l
s

ガ
イ
シ
.デ
ル
バ
ン
ト
に
於
け
る
歷
史
學
ミ
歷
史
：の
發
展 

ボ

ー
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箱
ニ
十
六
卷
'(

一.
二
.©

:

グ
イ
ン
ダ
ル
べ
ブ
ト
に 

嵌j

歟
.

ご
5

人

類

は

、
' 
動
物
學
上
0'
1
の
種
ど
し
て
'の

人

類

の

、
自

然.#
.
學

的

生

物

學

的

槪

念

を

意

味

ず

る

も

の

で

あ

る

。

乍

併
 

ゥ
イ
ン
テ 
>

>
 
ン
；ト
に
於
け
る

*

史
の
間
題
ど
す

.る
入
類
.ぶ

斯

の

.如さ
も

の

：で

は

な

.
い
，
之
ど
縣
れ
る
も
の
を
意
味 

す
る
人
類
で
あ
る

。

そ

れ

は

蓮

の

選

擇
及

び
•綜
合
に
於
け
る
歷
史
的
な
る
も
の
の
價
値
規
定
の
中
心
を
意
味
す
る 

人
類
な
.の
で
あ
る
。へ
彼
は
沄
ふ
、「

空
間
及
び
時
間
に
於
て
、
地
球
の
全
面
£

i

幾
千
年
を
通
じ
て
漲
れ
る
人
類 

4
活

は

毋

動

物

學

的

類

槪

念

k
包

奢

れ

る

ビ

い

ふ

鐘

的

意

味

货

て

、

統

一

的

_

を

意

味

す

る

の

み

な 

ち
.す

，
又

一

の
眞
賞
な
る
實
在
を
意
味
す
べ
き
珞
の
で
あ
る
^
ど
.が
言
明
^
れ
ね
ば
な
ら
な
い
^

1〕

ど
。

肖

,^
こ 

の
後
衆
の1

の
眞
實
S

•實
在
5

ふ
意
腺
に
於
け
る
人
類
は
、「

概
念
的
實
在
ど
し
て
與
へ
ら

れ

て

S

も
の
で
は

f

、
そ
れ
は
ヵ
ン
ト
の
言
ふ
意
味
の
理
念
ど
し
5

へ
出
^
れ

又

は

作

丄

げ

ら

る

べ

老

の

な

の

で

あ

る
0」 (

2〕

言
ふ
迄
I

 
く
娌
念
の
王
國
ば
ブ
ラ
ト
x

k

ょ
つ
て
見
出
^
,
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
か
ネ
グ
イ
ン
デ
,
、パ
ン
ト
は
、
 

之
を
其
の
質
哲
學
に
f

入
れ
る
I

しV
、

そ
れ
は
方
ン
ト
2

1

1

の
S

S

M

I

f

 

f

す
る
。
 

愛
S

て
筆
者
は
、
彼

の

眞

嘗

窺

は

ね

ば
I

な
い
。
ブ
ラ
.ト
x

k

於
て
、
理
念
は
、f

の
意
識
内
k

表
示
3

れ 

る

檇

念

で

な

く

.、

そ

れ

は

個

人

的

意

識

を

離

れ

て
客
觀
的
k

實
在
す
る
超
越
的
^

存
在
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。「

卜：
I

t
 

の
人
々
は
表
象
を
意
識
の
或
る
食
造
的
な
土
ネ\

ギ\

か
ら
生
ず
る
も
のV

J

考
へ
る
/

o

 

が
出
來
な
い
で
、却
つ
て 

常
¥

ベ
y

s

識
作
f

ば
5

受
け
取
ら
れ
J

Q

、
前
而
s

§

れ
？

の

の

震

作
f

しV

解
す
る 

の
ヵ
贷
で
あ
つ
た
J

9

ソ
即
ち
知
識
は
存
在
を
意
識
の
ぅ
ち
^

模
寫
す
る
こ

ど

で

あ
つ
た
。「

若

し

知

戠

が

、
知

覺

ど 

を
の
內
容
S

み
£

ら
れ
て
S

I

ば
、
か
か
る
知
識
S

爲

V

相
對
的
眞
S

S

達
し
得
る
の
み
で
あ
ら 

ぅ
。」 (

4

>

何
ど
な
れ
ば
知
覺
の
對
象
は
、
戀
轉
交
代
し
て
や
ま
次
い
雜
多
な
物
贸
的
肚
捧
で
ち
6

、
农
^

も
p 

, 

S

世
界
の
事
物
が
知
覺
k
ょ
っ
て
把
捉
さ
れ
る
の
は
、
.知
覺
作
用
の
行
は
れ
る
間
泛
於
て
の
み
可
能
で
あ
办
、
從
て
劫 

夢
^
,は「

j

r
ク
:̂

凿
的
^
障
が
な
眞
&,
及
び
£
識
カ」

ヵ
.存
す
るrJ V

J

し
か
認
容
出
來
な
い
か
ら
で
あ
气「

M

の
 ̂

k
知
覺
k
對
し
て
は
、
本
來
の
完
全
な
る
學
的
知
識
性
は
確
か
k
否
定
3
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。」
S

然
し
認
®

s

@
 

は
知
覺
の
み
f

の
全
部
な
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち「

思
惟
す
る
i

」

は「

知
覺
すI

V
J
J
V
J

相
異
る——

 

種
類
^
於
て
も
價
値
に
於
て
も
丨
認
識
活
動
で
あ
る
。
琵

ブ

ラ

ト

ン

S

の
知
識
を
求
め
た
。
動
搖
す
る
知
覺 

^
對
し
て
確
實
な
る
知
識
を
獲
得
せ
ん
-£
し
、
そ
し
て
其
の
知
識
を
槪
念
^
於
て
見
出
し
/2
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
槪 

念

的

繼

で

あ

る

。
s

i

記
の
如
く
希
5

人
2

き

て

知

®
逢

象

美

s

?

%

一
致
す
る
こ
ど
で 

あ
っ
た
か
ら
、「

眞
の
知
識
が
槪
念
に
存
す
る
.

す̂
れ
ば
、
此
|の
|
|念

の

內

容

の

ぅ

ち

^

眞

の

存

在

即

ち

絕

對

的

の 

實
在
が
款
識
^
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
次
ら
な
い
喾
で
あ
る
。」 (

6)

を
れ
が
ブ
ラ
ト
ン
の
云
ふ
理
念
で
あ
っ
た
レ
ょ 

-
知
&
化
對
し
て
理
想
ど
し
て
現
は
れ
、
此
等
の
知
覺
の
中
^
見
出
3
れ
ふ
の 

'で
ば
な
く
し
て
た
'̂

此
等
を
^

ビ
し
.て 

見
出
3
れ
る
名
の
で
.あ
る
。J

2「

機
能
ど
し
て
知
的
活
動
ビ
し

て

は

槪

念

で

あ

ぅ

、

特

に

讓

念

で

あ

，
る

も

の

、

然 

.か
名
槪
念
內
容
の
ぅ
ち
^
認
識
さ
れ
模
寫
さ
れ
て
ゐ
るV

J

こ
ろ
の
も
.の
、
即
ち
*
象
ど
し
て
は
、
眞
の
甿
在
の
孩
-1 

で
あ
々
、
內
容
的
^
規
定
5
れ
れ
形
に
於
て
の
存
在
を
の
も
.の
で
あ
る
も
の
で
あ
5

0

^

=

0之
が
理
性
的
恐
岱
の
對 

象
な
の
で
あ
み
、：
槪
念
盼
知
識
の
對
象
な
.
.の
で
あ
っ
た
。

.

.

苒
言
す
れ
ば「

す
で
に
諸
槪
念
の
中
に
、
知
覺
を
緣
ど
し
て
で
は
あ
る
が
然
し
決
し
て
知
覺
の
根
源
ミ
し
て
發
展
し 

は
匕
な
いV」

乙
ろ
の
、
を
れ
自
ら
は
、何
時
ま
で
も
知
覺
ど
は
本
質
的
^
異
っ
て
ゐ
る
或
る
知
識
が
稃
す
る
か
ら
に
は
、
 

il
l
等
の
諸
槪
念
の
舞
象
で
あ
る
諸
理
念
も
亦
*
知
覺
の
諸
對
象v

j

並
ん
で
、
此
等
ど
は
別
R
、
.'
一
 

の
獨
，：

n
z
k

し
て
且

涕
ニ
十
£

 
' 

(
I

 
u

a

ヴ.
小
ン
デ
ル
バ
ソ
>
に
於
け
る
歷
史
學
ミ
歷
史
の
發
展
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一
ニ
六)

ヴ
^
ン
デ
ル
ブ
ノ
ト
に
於
け
る
歷
史
學
ミ
歷
史
の
發
展 

•

翁
ー
號
ニ
ー
六

つ

ょ

み

：高

さ

實

在

を

な

し

て

^
な

く
‘て

は

な

ら

な

い

：
。

.
然
る
^
知
覺
の
對
象
味
鄉
何
な
る
揚
合
に
於
て
ネ
物
體
ど
そ 

の
運
動
ど
で
あ
る
。
即
ぢ
グ
ラ
ト
シ
が
純
'*
臘
的
な
る
語
勢
を
以
て
表
£

2

 

か

私

な

世

界 

で
あ
る 

'從
て
ヵ
の
諸
迎
念
即
ち
槪
念
的
觀
識
の
客
觀
は
、
之
ど
區
別
^
れ
た
獨
自
の
實
在
ノ
即
ち
而
^

ら
^
し 

•

て
非
物
質
的
な
世
界
塞
ら
は
じ
て
S

 
く
I

I

な
い
。」

S

斯
の
如
く
ブ
ラ
ト
ン
に
於
け
る
S

I

.I
的 

な
存
在
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
其
の
世
界
は
永
：遠
な
.る
焉
の
存
在
、
或
は
本
體
の
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

れ

は

經 

:

驗
的
存
在
の
/典

型

妄

气

其

の

疆

I

る
_

f
ろ

の

諸

規

定

を

見

出

す

高

^
^

此
の
本
體
の
诋
界
は
、
ブ
ラ
ト
ン
た
於
て
は
、
其
の
統

4

皆

臭
3

の
§
^
^
^
^
^

 

そ
れ
は「

J

切
の
存
在 

ど
知i

s

ビ
.の
源
衆
で
あ

る

本

體

の

世

界
^

於
げ
る
善
の
琊
念
は
、
存
在
ど
認
識

^

の
原
因
で
あ
る

.

0」

ハ10〕

彼
^

^

 

つ
て
善

S

は

*

物
の
完
成
せ
る
狀
態
又
は
目
的
を
意
味
す
る
。「

善
会
れ
自
體
の
槪
念
は
、
全
く
た
V

絕
對
目
的
の 

槪
念
で
あ

6

、

,從

て
1

個
の
本
質
的

^

は
形
式
的
な
る

_

定
で

.

あ
る

0

か
が
る
普
.遍
化
^

於

て

の

：
み

、
.
善

の

理

念

は
 

や
が
て
又
生
成
の
世
界
に
對
す
る
規
定
カ
^
も
看
做
さ
れ
る

0

そ
れ
は

:.「

切
の
生
起
の
原
因
ど
し
て
考
へ
ら
れ
る
世 

界
目
的
の
•概
念
で
あ
る
。J

S

.

善

は

1

切
の
も
の
の
存
在
の
理
由
で
知
る
：。
そ
し
て
善
は
價
値
で
あ
る
。
そ
れ
は
當 

爲
で
あ
る
°

從
て
理
念
は
價
値
^
眞
の
存
在
ど
の
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
^:

云
，
ひ

得

や

ぅ

。
，

一
力
ン
ト
が
彼
の
先
驗
哲
學
の
茈
礎
付
け
の
揚
合
k
.導
い
た
も
の
は
、
ブ
ラ
ト
ン
の
理
念
煢
の
創
造
^
鷄

lr
作
，i

 

ろ
の
同

ー
な
動
機
で
あ
る
し
ど
し
た
ク
ロ
ォ
ナ
ァ
は
云
ふ
、「

若
し
存
在
の
！S

識
が
與
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
存
'
 

在
の
認
識
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
.
い
な
ら
ぱ
.、
，不
動
の
或
る
^

の

が

變

化

す

.る

事

物

の

中

に

存

在

し

な

け

れ

ず

即
ち
眞
S

斷
せ
f

尝

こ

ろ
？

の
、
普
遍
妥
當

的
知
I

對

象

s

 

f

の
で
あ
る

o
普
遍
妥
當
的
判
新
は 

1

泡

的

霞

の

上

；̂
の
み

下
さ
れ
、
：
個
々
の
事
物
の
走
は
' 
下
さ
れ
な
い
。
何
ど

な

れ

ば
個
々
の
事
物
の
場
合
、

其 

の
變
化
ど
移
動
ど
k
於
て
は
合
理
的
m

m
は
生
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
o
眞
理
な

る

も
の
は
變

化

せ

ず

し

て

永

遠

の

も 

の
で
あ
る
.
從
て1 

謹が
眞
た
ら
ん
が
爲
め
に
は
永
遠
的
f

の
で
な
け
れ
ば
な

ら

な

い

。

そ
れ
故
に
ブ
ラ
ト
ン
が 

一ム
メ
炎

く

眞

な

る

存

在

存

在

す

る
^

乙
ろ
の
存
在
す
る
？

p

の
は
、
：概
念
の
普
遍
性
で
な
け
れ
ば

な

ら

な

い

。

此 

の
槪
念
蘇
て
知
識
は
眞
な
る
も
の
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
即

ち

一
切
の
.個

別

的

事

物

の

眞

の

本

質

を

作

.
^
出

す

S 

乙
ろ
の
此
の
存
在
す
る
も
の
を
ブ
ラ
ト
ン
は
理
念
ビ
呼
ん
だ
。
斯

く

て

理

念

は

判

斷

の

聽

的

霊

概

念

で
t

 

論
S

主
體
で
あ
る
。」

3

窘

ヵ

ン

ト

は

ブ

ラ

ト
ゾ
の
觀
念
論
を
內
部
性
の
獨
逸
觀
念
論
晶
合
せ
し
め
て
、
全 

馨

た

I

哲
學
の
形
成
即
ち
先
驗
哲
學
を

生
ん
だ
の

で

あ
っ
た
。
力

ン
：
ト

が

ブ

ラ

ト

ン

'
的

哲

學

の

J

ど

ぁ

ば

れ 

る

所

以

は

玆k
存

す

る

。

 

I .

'

力
.ン

は

論
®

:

^
反

猪

の

中

，
^

振

を

有

す

る

觀

念

論

の

1
$

起
に
ょ
っ
て
ブ
ラ
ト
ン
的
ァ
ジ
ス
ト
-グ
レ
ス
的S

j

念 

の
^
:
而
上
學
を
導
！̂
し
、
而
しV

>

そ
れ
を
破
壞
す
る
高
.時

益

の

■

新

泛

形

成

し

た」

ロ
才
ナ
ァ
は 

デ
ふ
.
プV

ト
の
S

斥
し
た
形
而
上
學
は
、
艇
倒
的
な
自
然
料
學
の
影
響
の
下
に
發
生
せ
る
新
時
代
の
形
而
上
學
な 

の
で
あp

; ^

此
の
意
味
k

於
5

ン
ト
を
形
而
上
學Q

破

壊

者

得

る

Q

で
あ
る
。
.彼
は
ブ
ラ
ト
G

新
解 

釋
を
施
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
認
識
の
普
遍
妥
當
性
の
•根
據
を
、
ブ
ラ
ト
ン
^
於
け
る
が
如
く
超
越
的
實
左
ど 

屢

內

容

V
J

の
對
應
S

め
な
い
|

で
あ
0

た
0

之
が
ヵ
ン
ト
£

け
る
組
惟
の
先
天
的
能
カ
か
批
判
で
あ
る
。 

彼

は

馨

的

實

在

の

霧

を

否

定

し

た

。
薦

の

み

が

眞

の

存

奪

あ

る

。
.そ
し
て
理
論
的
■
性
の
活
動
形
式
化
具

第

二

十

六

卷

(
一

ニ
七〕

.

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
於
け
る
歷
史
學
せ
歷
史
の
發
展
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六

卷
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史
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第

一

號

1

ニ
八

は
る
先
天
的
妥
當
性
^
、
：認
識
の
普
遍
妥
當
性
の
根
據
を
求
め
た
の
で
あ
つ
.た
。
愛
に
於
て
彼
以
前
の
形
而
上
學
は 

破
壊
3
れ
、
而
し
て
實
在v

j

價
値
ビ
は
各
<
獨
立
性
を
有
す
る
R
至
.つ
た
の
で
あ
る
。
價
値
が
眞
に
價
値
た
る
の
は
、
 

«
驗
的
根
據
に
ょ
る
の
で
は
な
く
、

一
 

切
の
理
性
者
^
ょ
，
つ

て

價

値

た

る

：

^
マ

」

を
承
認
^
れ
得
べ
さ
性
質
を
有
す
る 

か
ら
で
あ
る
。
か
ぐ
て
グ
ィ
ン
デ
グX

 

v

ト
が
云
つ
た「

力
：ン
ト
の
意
味
^
於
け
る
理
念
し
は
明
か
^
せ
ら
れ
る
で
あ 

ら
ぅ
。
即
ち
N
Cれ
は
此
の
力
ン
ト
の
批
判
^
基
く
も
の
、
即
ち
ブ
ラ
ト
ン
の
现
念
か
ら
實
在
性
を
除
い
て
殘
る
ど
こ 

ろ
の
値
1
を
意
咏
す
る
。
を
れ
は
當
爲
で
あ
$
、
課
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
存
在
で
は
な
く
、
與
へ
ら
れ
た
も
の 

で
は
なS

の
で
あ
つ
た
。

か
か
る
ブ
ラ
ト

v

解
釋
を
發
展
せ
し
め
た
の
は
、
へ
ダ
マ
ゾ
.
ロ
ッ
ツ
王
に
於
て
で
あ
つ
たV

J

人
は
云
ふ
の
で
あ
る
。 

を
し
て
其
の
人
々
の
一
人
で
あ
る
ア
ル
ト
ゥ
ア
•
ジ
ィ

\

ア
ト
の
言
葉
を
借

6

れ
ば
、「

獨
立
の
學
ビ
し
て
の
純
粹
論 

理
學
の
發
展

R

對
す
る
口
ッ
ツ
エ
の
根
本
的
意
義

^

注
意
し
た
最
初
の
者

.

は
グ
；ィ

v

デ
グ
バ

v

ト
で
あ
つ
た」

a

り
の 

で
あ
る
。
T J

ッ
ツ
エ
の
特
徵
は
經
驗
的
存
在
ビ
論
理
的
安
當
ど
を
區
別
し
た
こ

V
J

で
あ
る
。
そ
し
て
ブ
ラ
ト
ン
の
理 

念
に
對
す
る
從
來
の
形
而
上
學
的
、
超
驗
的
解
釋
を
排
し
て
、
新
た

^

論
理
的
解
釋
を
施
し
扛
の
で
あ
つ
た
。
即
ち 

ロ
ッ
ツ
ユ

^

於
て
现
念
の

.

世
界
は
論
现
的
妥
當
の
世
界
な
の
で
あ
る
。
彼
は
存
在
( £

妥
當
ビ
5 :

次
の
如
く
區
別
す
る
。
 

日
く
、「

存
在
ど
は
堪
な
る
現
實
在
の
王

_

を
示
す
、，
之
に
反
し
て
妥
常
は
常
^
、
此
の
現
實
在
の
王
國

R

關
し
て
下 

す
論
珊
的
決
定
、
存
在
に
對
し
て

.

執
る
槪
念
的
應
度
5 :

意
味
す
る
。」

1 5
‘

)
郎
ち
妥
當
は
槪
念
的
規
定
の
顧
圆
、
ニ
つ 

の
内
容
の
ー
致
又
は
相
違
に
就
て
の
理
論
的
決
定
の
範
圓
を
構
成
し
特
徵
付
け
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
其
の 

跋
礎
的
意
味
が
判
斷
の
形
式
に
於
て
現
は
れ
る
の
で
ぁ
る
バ
1 6
0

眞
理
、
即
ち
妥
當
の
世
界
は
嚴
密
に
ま
ど
ま
つ
た

秩

序

(
e

i
n

e

 

s
t

r
e

n
g

 

g
e

s
c

h
l

o
s

s
e

n
e

 

o
r

d
n

u
n

g
)：

で
あ
っ
て
、
存
在
の
世
界
ど
同
一
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
然
か
も 

ロ
ッ
ッ
^
紀
於
て
此
の
妥
當
な
る
槪
念
は
自
足
的
甚
礎
槪
念
な
の
で
あ
气
觅
に
演
繹
^
れ
る
こ
^
は
出
來
な
い
も 

の
で
あ
る
o
: 
ロ

マ

ッ

：ギ

を

其

の

師
:̂

し
拉
グ
ィ
.シ
デ
ゲ
\

ン
ト
は
、
其
の
妥
當
槪
念
を
繼
承
し
、
之
を
力
ン
ト
の
批 

判
主
義
^
結
ん
で
以
て
彼
め
價
値
铒
學
彳
又
其
め
歷
史
哲
學
を
特
徵
付
け
た
の
で
あ
っ
穴
。
：

鉀
念
、： —

方
X

K
Mの

云

ふ

意

味

，の

_
_

'̂
れ
は
課
せ
ら
れ
た
の
み
.で
實
現
S
れ
終
るM

ど
な
さ
も
の
で
あ
る
。
 

そ
れ
は
形
式
的
お
の
み
與
へ
':
6
れ
、:'
:
內
容
的
忙
は
永
遠
の
課
題
た
る
も
の
.で
あ
ふ
o
吾

々

に

ガ

向
?:
示

す

の

み

の

も
 

の
で
あ
名
。‘；此
の
髁
せ
ら
れ
た
理
念
た
る
人
類
$:
、：ゲ
：ィ
.

^

此
の
理
念
^
槪
念
名
の
區
別
を
、
：ダt

ン
デ
^V

ン
ト
の
批
判
哲
學
は
歴
史
の
本
質
忆
關
す
る
批
判
的
反
省
を
行
ふ 

に
際
し
て
取
^ :

上
げ
:̂

の
.で
ぁ
り
た
9
;此
の
區
別
R
ょ
っ
、て
、
自
然
的
發
達
，ど
歷

史

的

發

達

€
,
の

极

本

的

寶

を

解
 

す
る
’
@
.で
あ
'0
た
。
被
の
歷
史
的
原
理
：は
實
^
か
か
.る
人
類
の
规
念
で
.あ
0
1た
の
.で
あ
る
.。
彼S

:

語
る
、「

1
の
：！

f
性 

'的
全
體
意
義
の
發
達
す
る
生
活
統
|
せ

し

七

の

人

類

は

；、
、
：
生

物

學

的

類

:̂
し

てS

人

類

が

事

實

上

あ

る

が

如

く

^

、 

決
^
て

處

成

せ

石

知

の'̂
し
^
與

へ

：ら

れ

る

の

で

は

な

く

、

:
を

れ

：は

常̂
た
ぐ
課
さ
れ
る
も
の
、
然
か
^
避
く
ベ
か 

ら
.ざ
る
.必
然
性
'を
以
re
,課
は
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
歷
史
は
、
.此
の
人
間
性
の
課
題
が
、
種
々
變
化
す
る
そ
し
て 

恐
：
.&
:
く
秦
體
R
於
で
、は
漸
次
、£
增
大
す
る
度
合
R
於
て
成
就
3

n
る

過

程

で

あ

，る：,
"
生
物
學
的
な
0

0

共
同
生
活
の 

負

然

的

所

與

が

：、
-
*れ
：に.
,*
づ
：
て
純_性

的

生

洁

統

(

1

^
高
め
?>
'
各
べ
$

^

:乙
ろ
^

.
入
問
^
於
げ
る
生
.起
は
、
非
歷 

史
的
で
'あ
る
：。
.然

か

も

縱

令

此

，
の
.問
題
ミ
す
る
目
標
が
#

か
^
れ
てq

 
<

^

0

の
：結
梁
に
®

す
る
も
の
を
•
文
は 

た 

<
之

^
關
係
を
有
す
る
だ
け
の
も
：の
^

?
す
べ
七
歷
'史
的
^
:宏
.ふ
の
で
.あ
る
：。」

17
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十

六
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C
5

九
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ヴ
ィ.

V

デ
，
ル
バ
ン
ト
に
ー
於

^
 ̂

:

第
二
.'號

一

こ

^

.



 ̂

-

•

第
一
號
:

s

o
 

.

.グ
ー
ィV

デ
^
バ
レ
：>

k
於
け
各
歴
史
的
原
理
：た
み
入
顧
の
理
念
は
.，
.•'
.銃

，
化
一
般
の
意
味
^
於
て
定
立
3
れ

る
Z 

さ
ば
云
ネ
迄
：

7P:

な
v>
.
o彼
は
.云
^
;

「

火
類
^

理
#

に
.對
し
て
、

一

方
'̂

於
て
ば
，民
族
及
び
國
象
が
統
一
化
の
準
備
段 

.階
：上
し
^ :

，
他
方
^

於
で
は
個
人
人
格
：が
す
べ
，；て
此
等
結
合
體
0
要
素
ど
し
で
考
察
^
れ

ね

ば

な

ら

.ないし
0

ど
。 

然
か
も
彼
^

あ
：つV

は
？ 

t
の
人
類
の
.现
念
ば
11
^
理
性
的
,̂
規
定
^
れ
：た
生
活
統
：|
:の

意

味

に^ .
て

妥

當

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

，
^
.い
^
の
，で

あ̂:
0

.'
;

:
: 
: 

?

:

.

.

 

.

. 

• 

• 

.

.

.

.

._
:-
個

々

：の

生

起

の

背

後
^
1
:般
的
^
し
て
內
容
的
な
諸
關
係
、
即
ち
.理
念
を
見
出
さ
う
^
す
る
乙
ど
は
、
亦
グ
ィ
ン 

:

デV
V
V

ト
も
求
め
た
ど
ミ
ろ
で
あ
^
た
ノ
即
ち
多
樣
の
中
^
統
マ
を
認
め
ノ
以
セ
全
過
程
に
對
す
る
個
冷
の
過
程 

;の
意
義
を
決
定
し
ょ
うW

す

る
Z
慕

r

彼
は
求
め
た
の
で
あ
る
。
'
.勿
論
銃
ー
を
求
め
て
、
其
處
に
最
高
且
最
後
の 

も
の
.ビ

し

て

生

ず

る

槪

念

が

、
.

一

般

的

で

あ

れ

ば

あ

る

程

、

そ

の

槪

念

ば

愈

.<
現

實

の

歷

史

的

事

實

が

ら

は

遠

ざ

か 

る

で

あ
.ら

う

。

寧

ろ

そ

れ

は

現

實

の

個

々

.の

事

實

k
於
て
は
無
意
味
な
も
の
に
さ

ベ
見
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ど 

は
云
へ
斯
か
る
一
般
的
原
理
で
あ
つ
て
J

、
歷
史
的
過
程
の
槪
觀
は
可
能
な
の
で
あ
る
ヒ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
0 

そ
し
て
グ
い
ン
デ
ル
バ
，ン
ト
は
、
繰
う
返
へ
す
ま
で
も
な
く
、
そ
の
歷
史
的
原
理
を
人
類
の
现
念
化
求
め
た
以
で
あ 

つ
た
。「

普
遍
的
生
活
統I

ど
し
セ
の
人
類
は
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
與
へ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
決
し 

て
パ
0
現
^
れ
得
な
い
一
の
理
念
で
あ
る
。し
C19
}
彼
^
於
け
る
歷
史
は
、「

人
類
の
槪
念
か
^
進
ん
で
人
類
の
理
念
^
至 

.る
し
§

も
の
で
あ
つ
た
°
そ
し
て
こ
の
理
念
は
、
觅
に
人
格
の
統一
ど
い
ふ
點
が
ら
も
推
論
し
得
る
も
の
で
も
あ
つ 

た

.0
•そ
れ
は
如
何
k
し
て
で
あ
る
か
。
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若
し
私
が
此
..の
存
在
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肯
定
し
或
は
夜
定
し
た
な
ら
ば
、
私
は

此
の
在
取
に
對
し
て
そ
，の
妥
當
を

'認
め
る
。
此
の
妥
當
は
判
斷
作
用
の 

意
味
で
あ
る
。
そ
れ
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1

0
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の
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で
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し
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ゐ
る
の
で
あ
る
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.
.
.

然
俯
個
別
性
は
！
切
の
省
機
.

の
有
す
る
ど
乙
ろ
で
あ
る
。
何
れ
の
有
機
物
も
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
の
反
復
す
ベ
か 

ら

ざ

る

個

性
.?
:
現
は
し
$
ゐ
る
、
.
.そ
れ
は
物
的
特
徵
、
心
的
特
徵
の
孰
れ
か
ら
し
て
も
.̂
ぅ

で

あ

る

"

ど

は

明

ら

か 

k

l

K

a得

る

ミV」

で

あ

ら

ぅ

。

之k
對
し
て
グ
ィ

v

デV
、

パ
ン
ト
は
云
ふ
の
で
あ
る
、「

吾
々
が
一
切
の
有
機
體
を
相 

ひ
分
つ
て
ぬ
.
•る
街
然
的
個
別
性
は
、
本
來
は
た
V

R
一
 

の
客
観
的
個
別
性
で
あ
6
、
他
人
に
對
し
、
他
人
の
比
較
す 

る
判
斷
に
»
し
て
、
.自
己
の
形
態
ー
で
あ
る
も
の
^
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
決
し
て
自
分
自
身
^
對
す
る
獨
立
的
形
態
で 

は
なS

の
で
あ
るJ

へ1
>と
。
如
，何
な
る
事
物
も
吾
々
が
其
等
の
特
性
^
附
與
す
る
特
殊
價
値
に
ょ
つ
て
、
吾
々
^
對 

し
て
個
別
‘性
ど
攻
る
乙
ご
は
出
來
ふ
。
を
れ
ば
ー
切
の
有
機
物
^
於
.て
3
ぅ
で
あ
る
。
然
し
斯
の
如
5
も
の
は
、
何 

等
そ
れ
0
身
^
對
す
る
獨
立
的
個
性
で
は
な
い
，の
で
あ
る
。「

獨
立
的
個
性
は
ひ
S
々
人
間
が
獲
得
す
る
の
み
、
乙
の 

故

に

こ

そ

人

間

は

人

格

：，

(
p
e
r
s
o
n
)

.
ど
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
o
從
て
人
格
性(

p
e
r
s

o:n
H
&
k
e
i
t
)

 

€
は
そ
れ
自
身
客 

• 

觀
的
w

a
れ
.る
個
性
、
そ
れ
自
身
に
對
す
る
獨
立
的
個
性
で
あ
る
。」

9

>
從
て
亦
す
べ
て
の
人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
個
人 

(

1

&
<-
0:
1
1
3

)

で
は
あ
る
砂
れ
^

"
す
べ
て
が
悉
く
人
格(

p
e
r
s
o
n
s
)

で
は
な
い
ど
云

a
得
る
で
あ
ら
ぅ
。

•
^

1

を
^

す
る
こ
ど
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
人
格
を
有
す
る
乙
ど
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
人
間
は
如
可
^
 

し
て
人
格
?:

得
る
の
で
.あ
る
か
。
•ゥ
ィ
ン
デv

x

 

x

ト
R

據
れ
ば
、
人
格
を
獲
得
す
る
の
は
、
自
覺
k

®
 
く
。
即
ち 

-

母
意
識
で
あ
る
o

:

A
間
は
自
覺
k

よ
っ
て
自
己
の
行
爲
を
律
す

る
。
自
覺
K

よ
っ
て
個
性
は
定
立
^

れ
、
斯
く
て
人 

格
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。「

自
覺
は
個
人
の
ぅ
ち
^

自
己
批
判
'

^
し

て

現

は

れ

る

。

そ

し

て

人

格

が

舀

己
，：！：！

身
R

舞
し 

て
採
る
自
由
な
態
度
?:
.決
定
す
る
の
で
あ
る
。
.し(

3〕

之
は
自
律
的
人
格
性
の
自
己
反
畨
、
自
己
批
判
で
あ
る
。

此
の
自
推
的
人
格
性
は
、.
其
の
自
己
批
判
R

よ
っ
て
、
規
定
部
分
即
ち
生
の
反
畨
的
な
明
瞭
な
礙
ど
、
被
規
定
部 

分
.即

ち

生

の

權

糊

た

る

，感

情

の

層

ど

^

分
裂
し
、
此
の
兩
者
は
對
立
す
る
。(

フ
ィ
ヒ
テ)

。
後
者
は
全
體
意
識
の
根
柢 

で
於
々
、
前
者
は
人
格
#

が
其
の
獨
耷
の
特
異
性
を
捕
捉
し
た
場
合
の
全
體
性
の
內
容
で
あ
る
。
從
；て
人
格
性
が
0|
1
 

瞭
な
層
を
全
體
意：

識

(

不
明
瞭
な
層
}

'
の
支
配
^

對
立
せ
し
め
、
之
を
外
的
行
爲
k

現
は
せ
ば
、
人
格
性
は
全
體
性 

R

對
立
す
る
.

^
至
名
の
で
あ
る
。
：
こ
の
荃
體
性
^

歴
史
的
過
程
が
某
礎
づ
け
ら
れ
て
_
ゐ

る

，の

で

あ

る

。

「

人

格

性

が

佥 

體
意
_

の
支
配
^

對

し

て_
启
己
の
特
異
性
の
把
捉
を
明
瞭
に
し
、
そ
し
て
^

^

的
1?
^

の
ぅ
ち
に
發
露
せ
し
め
ら
る 

、
.場

合

に

は

、
，
忽

ち
^

し
.て

其

：の

人

格

性

は

、

歷

史

的

過

：程

が

甚

礎

づ

，け

ら

れ

.：て

ゐ

る

ど

こ

ろ

の

全

體

性

化

對

し

て
、
 

對
抗
の
姿
を
以
て
現
は
れ
て
來
る
。」

タ〕

全
體
意
識
が
個
人
人
格
"
の
先
導
^

よ
っ
'
て
、
其
の
.模
糊
た
る
狀
態
か
ら
發 

M

L

て
明
瞭
化
し
て
自
由
な
糈
神
の
狀
憊
汶
至
る
の
が
、
人
間
'
の
：歷

史

，の

全

體

の

意

味

な

の

で

あ

气

そ

れ

故

^

「

人 

格
性
の
本
質
は
、
個
人
が
種
族
の
單
な
る1

見
本
た
る
よ
み
も
以
上
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

^

い
ふ
所

^

存
す 

る
の
で
ぁ
る」

€
云
り
た
，ヴ
ィ
ン
デ
ル
パV

ト
は
、
兹
^

人
間
の
歷
史
の
本
質
の
端
緖
を
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 

人
間
の
自
覺
の
自
律
性
が
、
人
間
の
.
歷

史

を

說

く

^

當

っ

て

の

前

提

た

る
べ
会

^

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
人
間
は
、
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ニー 

四

»

史
の
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: 5

ち
^

於
て

^

の
自
律
的
人
格

^

活
動
せ
し
，め

a

の
で
あ
- 5

'.
°

，
ダ

ィ

ン

デ

，
ダ

.

バ
ン
ト

R

於

て

，
の

歴

史

的

^

^

 

の
特
猶
は
、

' 

人
格
性

5

全
體
性
ビ

0

間
め
相
互
的
緊
張

.

、.「

個
人
ど
全
體
年
の
間
の
緊
張
の
高
揚

.
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t
o
)

で
あ

つ
た
。
こ
の
緊
張
は
么
格
の
作
用

&

甚
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
i

そ「

特
R
人
間
的
な
る
も

の(

が3 

-

I

I
 

M
e

n
s

d
l

l
i

c
h

e
)」

兰
K

は
ね
ば
な
ら
な
い
。
を
れ
：が

:

ダ

從
'て
、「

I

«
の
藤
史
は
人
間
の
全
體
連
動
で
あ
3

、
歷
史
の
意
味
は
全
體
生
活
の
變
化
に
存
す
る
ど
主
張
す
る
解 

釋J
、

及
び
之
に
對
立
す
る
も

の
ど
看
做
^
れ
る
ビ
z

$

「

個
A
殊
k
偉
大
な
る
個
人
の
活
動
か
ら
出
づ
る
創
造
的 

活
動
を
强
調
す
る
舞
史
解
釋」
は
、
各

.:
'
<1£
當
^

を
有
す
る
，も
.の
：で
は
あ
る
け
れ
ざ
、
尙
其
れ
は
ー
面
能
を
語
5

も 

の

に

過

ぎ

ぬ

が

故̂
‘、
グ

ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
k

あ
つ
て
許
容
し
得
ぬ
見
解
ビ
な
る
の
で
あ
る
o
即
ち
前
者
に
於
て
は
、
 

「

人
胳
を
、
全
：體
過
程
が
其
處
^
凝
集
し
又
時
せ
共
に
離
散
し
セ
行
く
瞬
時
的
現
象
ヒ
し
て
の
み
取
扱
ひ」

、
人
格
を
尤 

恰
も
雄
k

個
人
^

過
ぎ
な
：

S

も
の
ど
し
て
個
人
の
影
響
の
重
要
性
を
見
ざ
る
が
爲
め
R

、
後
者
は「

個
人
の
活
奶
の 

ぅち
！： i

全
體
性
の
.力
が
共
k
働s

て
ゐ
.る
乙V」

、
及
び
其
處
か
ら
の
み
英
雄
の
議
が
齋
ら
す
活
動
の
廣
大
k
し
て 

持
纘
的
.な
る
所
以
.も
說
明
^
る
ベ
さ
で
あ
る
どs

ふ
こ
ど
?:

看

過

す

：る

怖

れ

が
あ
る」

が

爲

めR

、
約

言

す

れ

ば

各
< 

の

坪

釋

は

其

の

一

面

性

の.故
^
.
ゥ
ィ
レ
テ
，
バ
ン
ト
は
之
を
採
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
孰
れ
？P

「

其

の

I

而 

性
の
爲
め
k

、.
人
格
性
ヒ
全
體
性
ど
の
間
の
相
互
的
緊
張
の
理
解
を
逸
し
て
了
ふ」

も
の
で
あ
-6
0

然
か
も
、

z
t 

こ
そ
、
乙
の
相
互
の
緊
張
こ
そ
人
類
の
歴
史
に
於
け
る
最
も
重
要
な
點
な
の
で
あ
る
。「

そ
し
て
そ
れ
が
©

め
に
、
歷 

史
的
發
扼
9

意
蛛
そ
ぶ
す
肅
生
活
秩
序
の
形
成
^
於
け
.
..る

本

質

的

な

る

％

の

を

"

洞

見

せ

ん

す
る
K

を

自

ら
*
ら
.

せ
て
了
ふ
の
で
あ
る
。

」

^〕

斯
ぐ
の
如
く
、
グ
ィ
シ
デ

V

バ
ン
ト

S

て
、

膪
史
的
^
有
意
義
の
も
の
は
、
曖
味
不
明
な
る
諸
種
の
特
異
性
で 

は
な
く
し
て
、個
人
人
格
の
仕
事
で
あ
る
。
人
格
の
作
用
.で
あ
る
。「

個
人
入
格
は
そ
れ
が
反
省
的
な
る
明
瞭
性
へ
尙
つ 

て
進
め
ば
進
む
程
、
\
自
己
扭
身
の
ぅ
ち
に
は
其
の
生
來
自
然
的
素
質
で
あ
つ
た
取
な
る
個
人
的
要
素
を
益t.

否
定
し 

去
つ
て
行
く
。
斯
く
て
人
格
性
^
全
體
性
？
.の
.間
に
於
け
：る
斯
か
る
全
緊
張
は
、
遂
に
辯
®
法
的
の
終
結
に
達
す
る 

k
至

6
、
個
人
が
得
る
乙
ど
の
出
來
る
一
切
の
最
高
の
も
の
，及
び
最
も
價
値
あ
る
も
の
は
、
そ
れ
自
身

^
何
等
か
非 

個
人
的
又
超
個
人
的
の
も
の
を
有
す
る
，ミW

ど
な
る
の
で
あ
る
。」

愛
^
於

て「

個
人
人
格
は
、
自
ら
自
己
以
上
の
も 

の
で
あ
る
こ
ヒ
^
ょ

つ

て

：
、
自

ら

の
®
史
的
意
義
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。.

/
斯
く
て
有
意
義
な
人
格
の
本
質
 ̂

ば
、「

個
人
人
格
が
そ
の
中
^
超
個
人
的
價
値
を
展
開
し
之
を
外
界
；̂
形
成
す
る
ど
い
ふ
乙
^」

に
外
な
ら
な
い
の
で 

あ
る
。

:

‘

云
ふ
爻
で
も
な
く
、
：斯
か
.る
價
値
は
、
其
の
價
値
を
有
す
る
個
性
の
ぅ
ち
に
生
來
自
然
的
^
與
へ
ら
れ
た
諸
制
約 

か
ら
獨
立
の
も
の
で
&:
る
。
‘換
言
す
れ
ば
、「

か
か
る
價
値
は
、
種
々
な
る
時
間
的
動
因(zeitlichen 

A
n
m
s
s
e
n
)

か 

ら
獨
立
の
、
即
ち
永
遠
の
妥
常
#
5:
有
す
る
。」

9

?
從
て
乙
の
ミV」

ば
亦
前
述
^
る
€

乙

ろ

、に

當

嵌

め

て

、
全

體

ど

個 

<
€
の
歷
史
的
緊
張
か
ら
は
へ
個
人
人
格
の
活
動
に
：ょ
つ
て
永
遠
の
價
値
が
生
：れ
出
る
ビ
云
a
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
玆 

k
個
人
人
格
の
統1

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
人
格
の
統
ー
は
自
然
的
に
與
へ
ら
れ
た
も
の
で
も
な
く
、
豫
じ
め
存 

しv
:

ゐ
た
も
の
で
も
芬
ぃ
の
；で
あ
.る
が
、
：
か
か
る
價
猶
を
得
ん
ど
す
る
努
力
^
於

て

：
、
其

：の

自

律

性
.の

故

^

統一

す 

る

の

で

あ.る
0
:
:人

間

の

：理

性

活

動

は

ー

切

の

經

罾

㈣

⑽
^
を
砠
皿
す
る
こ
ど
に
努
カ
す
る
。，
其
：の
.钟
性
は
個
冷
の
ま

第
.ニ
十
六
參

：
a

:
I

l
s

)

ヴ
ィ
ン
：デ

.ル
パ
ン
.ト
^
於
け
る
靡
史
學
せ
歷
史
：
の
發
展 

策

：
ー

號

一

三

.
五
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け
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膪
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學
ミ
歷
见
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發
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號

.1
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三
六

觀
的

.

立

場

を

す

：べ
^

_

|

身
_

:

:

玆

紀
-

<

間
: «

理

種

：秩

序
.

の
：下

：
に

於

セ

銃

：

1

:

3

れ
名

€
い
は

*

ば
な
ら
：な
い
。
そ
れ 

.

は
自
覺
的
銃

.

：1
'
.

で
.

あ
る

"

然
が
ネ
爾
そ
れ
は
入
類
統

4

$

あ
ぺ
る
'0
:「

-

.

广
1
0 

w
s
d
e
r
o
a
n
d
,

 

wialeitunw. 

s. 

W
3
7
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' \vi.ndelbana,VE
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V
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.

前
述
せ
る
如
く
歷
史
的
過
爾
か
ら
は
> 
個
人
人
格
の
活
動
に
ょ
0
て
；永
遠
の
價
値
が
生
れ
出
る
。
此
の
愤
値
に
就 

て
、
筆
者
は
述
べ
ね
ば
な
ら
な
い
。
-
を
れ
は
彼
0:
云
ふ
歷
史
に
^
っ
て
、
‘；最
も
肝
要
な
も
の
で
あ
ふ
か
ら
。

力

ン
ト
.を
繼
ぎ

.ロ
ッ
ツ

エ
を
取
け
た

ヴ
ィ

ン
デ
ル
パ
ン
ト
に
於
て

»
價
値
は
、
旣
に
見
來
っ
だ
如
く
、
亦
布
に
對
立
す
る
超
越
的
な
も
の
で
あ
リ
、
 

C

1

X

2

)

總
驗
的
存
在
を
成
立
せ
し
め
る
极
源
で
あ
っ
た
。
即
ち
價
値

'の
世
界
は
理
念
の

.そ
れ
で
あ
る

0
人
問
は
、
此
の
價
値
を
货
现
せ
ん

w

し
て
努 

力
す
る

の
で
あ
さ
。
，從

て

斯

く

努

力

す

る

.人

問
に

7£
っ
-て
は
、
そ
れ
は
規
範
た
る
も
の
、
當
爲
た
る

も
の
ミ
ー

衣
は
ね
ば
な
ら
な
い

o

即
ち
、
す
で
に

規 

範W

は
現
撳
的
に
在
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
妥
當
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
に
は
、
此
の
妥
當
的
價
値
の
肚
界
は
永
遠
に
當
爲
の
仳
界
ミ
し
て
人
出
て

對
し
て
現
は
れ

I
 

一S

5

な
ら
な
い
。
然
か
も
此
の
雾
的
な

f

の
を
現

S

な
f

Q 

Q

中
に
V

人
れ
ん

W

努
力
す

5

」

こ
ろ
に
、
人
即 

の
生
沾
の
產
は

f
 

Q

で
I

。
此
の
證
が
人
叫
の
沾
動
の
现
想
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
人
類
の
歴
史
的
生
沾
な
の
で
あ
る
。

f

人
類
の
歷
史 

的
坐
沽
は

E

的
货
現
の
過
程
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旣
述
の
如
く
玆
に
人
類
は
統
一
さ
れ
る
。
寧
ろ
そ
れ
は
銃
一
さ
れ
ざ
る
を

#
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
人
類

.
の
練

」

を
膪
史
は
理
念

W

す
る
の 

で

あ

る

そ
れ
は
.
課
さ
れ
た
も
の
、
而
.
し
て
星
に
於
て
、
人
格
の
沾
驗
に
於
て
の
み
、
其
の
方
问
に
的
け
ら
れ

#
る
も
の
で
あ
る

0
此
の
永
遠
の
傾 

値
は
究
竟
に
於
て
货
現
さ
れ
得
ぬ
も
の
.で
あ
る
け
れ

^
V
然
か
も
此

.の
目
的
赏
现
の
爲
め
の
母
覺
的
統
一
に
於
て
人
類
の
賭
史
は
發
展
す
る
ミ
ー
；ム
は
ね 

ば
な
ら
な
い
？
價
値
實
現

^
過
程
ミ
'し
て
.、
歷
史
的
生
活
は
發
展
す
る
の
で
あ
る
。

「

人
類
の
坐
沾
統
一
の

.理
想
は
、人
類
の
一
切
の
理
牲
的
沽
鼢
の
上

に
f

つ

て

行

く

。
，
繁
.
の..
領
域
§

箭

、
禱

S

域
に.
暴

術

、
意
欲
に
於
て

S

德

、
行
爲

2

於

て

筵

S

び
社
會
Q

S

が
發
虫
す

る
。
す
べ
て
斯
の
如
き
文
化.形
式
に
；於
.て
'
、

個
々
の
段
族

.及
び
時
代
は
彼
等
の
特
殊
な
體
系
を
創
造
し
て
行
く
。
然
か
も
此
等
の
體
系
は
夫
々
常
に
自 

已
自
身
を
越
え
て
人
間
的
の
も
の
を
指
し
、パ
人
間
性
の

■

を
指
示
す
る

0

そ
の
場
合
に
個
人
人
格
は
か
か
る
關
聯
を
常
に
意
識
の
中
に
魅
ら
せ 

却
く
し
て
之
を
完
成
し
间
宛
せ
し
む
る
こ
ミ
を
以
て
天
職
ミ
す
る
の
で
あ
る
が
、
之
こ
そ
は
倘
人
人
格
の
使
命
な
の
で
あ
る

c」(

3)

 

s
y

て
人
，6
は
！=M
 

f

现
の
0
的
に
對
す
る

S

た
i

の
1で
あ
る

。'
 

然

か

も

此

Q

 
B

的g

決
し
て
達
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
衾
ら
に
は
、
そ
の

0
0
に
ょ
つ
て
人
格
か 

ら
虫
れ
出
る
侦
値
は
合
目
的
性
を
核
心
せ
す
る
手
段

^
し
て
の
價
値
で
あ
る
ミ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

ヴ

ソ
テ
ル
ハ

ン
ト
に
於
て
は
、
人
類

.統
ニ
の
理
念
が
歷
史
的
發

M
の
そ
れ
で
あ

.る
。
そ
し
て
ハ
斯
か
自
已
か
形
か
が
勝
わ
か
か
か

!:
^:
‘^: 

で
ぁ
る
0

「

1

.
價
値
判
斷
規
準
於
あ
つ
て
始
め
て
、
沒
價
値
的
認

..識

.
£

示
さ
れ
I

變
化
S

娑

は

退

步

番

義

は

與

へ

'
ち

れ

る

と

出

來

る
の
で
あ
る

0」 (

4〕

. :

. 

: 

..
/ 
.
:
:.

ヴ
ィ
ン
テ
ル
ハ
ン
卜
の
歷
史
募
わ
笫
一
一
の

,
煙

、
從

て
本
稿
後
氺
の
課
題
は
此
の
略
述
を
以
で
終

 

'ょ
ぅ
。
此
の
間
題
に
對
す
る
彼
の
湯
に 

は
'
,ロ
ソ
ツ
ェ

€

フ
ィ
ッ
シ

.ャ
ア
殊
に
後

#

の
-

m

sの
影
織
が
多
く
見
ら
れ
る
こ

^
は
旣
に
一

.言
し
た

0
價
値
に

[>
'
]つ
て
の
發
展
過
程
を
說
い
た

こ

€

I
 

れ
で
あ
る
。
端
的
黑
へ
ば
、
ヴ
ィ

 

V
 
 ̂
^

^
 

 ̂
 ̂
T 
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0 

 ̂
.0
 
 ̂
o
 

0 

0  ̂
L 
T 
© 
A 
 ̂

^
,
馬

や
紀
家
の
裡
に
..
て.
な
く
歷
史
.
の
‘裡.
に
行
は
れ
る

.

J
C
5

V
V.
O
然
か
も
.
彼
の
#
學
、が
11
!:
界
觀
の
.
擧.
で.
あ
る(

6
、

〕

.

.
と
<

は
，
救
'に
當
然
*..
.總
1

の..
關
系
、
金
. 

笫
ニ
十
六

^

c
in

i

七)

ゲ
ィ
シ
デ
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ン
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於
け
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歷
史
學
达
歷
史
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M

マ 
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號
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八)

：
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
：ン'ト
に
於
け
る
施
史
學
式
歷
史
：の
發
雜

 

0

^
 

.1

三
' 

體
に
對
す
る
個
：の
葸
味
を
見
出
し
-
發
展
の
發
端
ミ
終
局

 

<
を
理
解
す
.る
ど
：̂
に
其
の
力
：を
注
が
し
め
た
の
：で
：あ
っ
た
。

「

哿
々
の
澈
味
深
き
、

上
の
多 

.様
？
！

を

統

：

一

的

に

：
理

解

す

.

る
こ
w」

(

7)

を
迫
ひ
求
め

'た
の
で
あ
っ
た

0
'歷
史
を
內
面
的
に

.解
せ

^
ミ
し
て
、最
高
の

.統
一
か
ら
金
體
を
見
る
こ
式
は
、
 

以
上
の
如
く
し
て
：、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
卜
に
ょ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
？
そ
し
て
又
彼
の
哿
堞
が
價
値
槪
念
に
ょ
っ
て
オ
リ
土
ン
テ
ィ
レ 

ソ
さ
れ
る
も
：の.で
あ
る
と
ミ
：は
、

此
の
歷
史*#
學
に
對
す
る
瞥
見
を
以

.て
十
分
：に
窺
ひ
得
る

^
と
ろ
で

.あ
6'
ぅ
0 

猶

侦

へ

ば

價

他

に

就

：て

妥-a
i
ilc
就
'て

(

C
O
W玫
は「

個
性
.の
最
も
単
越
し
た
點
は

,
術
的

.に
體
驗
さ
れ
る
の

■み」(

9〕

S
K
.っ
た
^
こ
ろ
に
就
て

.
* 

述
ぶ
べ
き
多
く
の
こ
せ
'を
華
裙
は
持
っ
.
o.

然
.か
もv

ィ

ン

デ

ル
パ

シ

ト
の
；歷
史
哲
敬
の
；

r

傲
を
描
ぐ
と
.す
を
以
て
ホ
a

の
目
的
は
充
ち
足
リ
る
ミ
す
る 

が
故
に
、
彼
の

i'
l
l說
は
決
し
て
以
上
述
べ
來
っ
た
も
の

の
み

で

，
な

い

こ

ミ
を
、
常
然
の
こ
 

<
な
が
ら
附
苜
し
て
此
の
槁
を
終
リ
た
く
思
ふ
。

:

ノ 

(

-

0
此
の
價
他
は
絕

_
的
级
莴
を
形
式
ミ
す
る
價
値
で
あ
る

0

(

2)

謂
ゆ
.る「1

世
界
說
の
成
立
は
、

こ
.

こ
に
胚
胎
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
於
て
こ
の
記
述
は
省
略
す
る
。

(

3)
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1
米
利
加
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丨
ル
大
學
敎
授
ァ
ー
ビ
ゾ
ダ
•
フ
ィ
シ
ャ
ー
氏
は
一
九

三

〇

年4
h
e

 

Theory 

of 
Interest" 

p

w
な

な一

書
を
著
し
て
之
を
世

^
問
ふ
た

9
此
書
は
嘗
て
|
九
〇
七
年
同
じ
著
者
^

依

つ

て

。
㈠
ぼ

艮 

Interest 
-(

課
一I
Vの
題
名
の
下
^
著
^
れ
た
る
書
物
の
改
訂
版
ど
も
言
ふ
可
，き
も
の
で
あ
る
。
氏
は
舊
著
^
對
レ 

て
加
：へ
ら
れ

2

f
 

Q

_

S

4、.
新
著

S

V

S
の
_

s

へ
て
以
て
氏
：

を

一

掃
す
る
ビ
共
^

、
新
化
豐
當
な
.る
材
料
を
以
て
新
^

其
學
說
を
一
層
明
瞭
に
敍
述
せ
ん
^

試
み
た
の
で
あ
る
。
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c
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惟
ふ
s

本
又
は
.蒙

利

子

？

言
葉
は
吾
人
の
蔡
の
經
濟
_

8

て
頗
る
頻
繁
s

ぶ

義

る

漠

然

系
 

ひ
ら
る
、
言
葉
の
ニ
つ
^
屬
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
經
濟
學
k
於
て
用
a
ら
る
、
資
本
の
槪
念
R
就
.て
、
古
く
ァ 

::

ダ
ム
.
•ス
、、、
.ス
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